

[image: ]





本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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口絵・本文イラスト／メル。




デザイン／ＡＦＴＥＲＧＬＯＷ







　──魔術師として大切なものは、先ずは家柄。次に才能。そして最後に努力である。

　魔術師の祖、ウィリアム・ボルドー




　魔術学園の入学式、学長の挨拶で一番最初に言われた言葉だ。

　魔術師というのはまず家柄と血筋が大事で、それから才能、努力なんてものは殆ほとんど意味がない、と続けられた。

　家柄は言わずもがな、古くから続く由緒正しい家には希少な魔術書と唸うなるほどの財力が受け継がれ、代々積み重ねられた血脈は魔術師として有利になるよう、より濃く、深く、洗練されていく。

　才能も当然大事だ。魔術を扱うセンス、読解力、再現力、理解力、身体能力……才能に優れた者は、しばしば家柄の格をも凌りょう駕がする。

　そして最後に努力だが、これは努力が無駄というわけではない。

　努力はただの前提。

　魔術師を志す以上、心身共に鍛え上げ、日々の修行は欠かさず、魔術書を読み込むなんてことは、皆がやっている。

　──だから日々、懸命に励みなさい。挨拶はそう締めくくられた。

　まぁしかし、そんなことはどうでもよかった。

　俺は庶民の生まれで大した才能もないと言われていたが、魔術がただ好きだった。

　何もないところから炎や氷、雷が生まれる神秘。

　術式によって様々な顔を見せる奇跡。

　それが自分の手で行われるという至福。

　あっという間に魔術の虜となった俺にとって、この魔術学園での生活は最高だった。




　だがそんな日は終わりを迎えることとなる。

　事の発端は、とある公爵家嫡男の魔術書が盗難された事件。

　誇りある貴族が盗みなどするはずがない。

　そう言って彼が疑いの目を向けたのは、魔術学園唯一、庶民の生まれである俺だった。

　確かに庶民である俺の家は貴族たちに比べると貧しい。

　入学金も自分で働いてようやく払い、教材も基礎の魔術書一冊しか買えなかった。

　だがそれ一冊でもやれる事はかなり多く、毎日新たな発見があった。

　基礎魔術でも術式の組み合わせ、触媒の組み合わせだけでも無数の現象が起こせるほど、魔術ってのは奥が深い。

　そのために実験やら材料の調達やら、やることが多すぎて人の事に気を取られている暇など全くなかったのである。

　そう、彼に言ったら激げき昂こうしながら俺に決闘を申し込んできた。

　俺は戦いは嫌いだ。

　だからすぐに断ろうとして、ふと思いとどまった。




　──彼ら貴族の使う魔術とは一体どのようなものだろう、と。

　庶民の俺と貴族である彼らとでは資本も才能も全く違う。

　俺が見たこともないような魔術を見せてもらえるのではないか、と考えた。

　考えたらどうしてもそれが見たくなってしまい、つい決闘を受けてしまったのだ。

　少し痛い思いをするかもしれないが、負けても命まで取られるわけではないだろう。そんな甘い考えで。




　──結論から言えば、彼らの魔術は素晴らしかった。

　あれが上位魔術というものだろうか、巨大な炎が渦を巻き、氷嵐が吹きすさぶ、俺はその光景にただただ見み惚ほれた。

　見惚れて、無防備にそれを受け、死んだ。




　──お前は夢中になると周りが見えなくなるから気をつけろ、なんてよく注意されていたが、まさかこんな結末を迎える事になるなんて。自分の間抜けさが情けない。

　だが最後に考えていたのは間抜けな自分を呪う事でも、決闘を仕掛けてきた貴族を恨む事でも、自分を育て学園に入れてくれた両親への感謝でもなかった。

　それは俺を殺傷せしめた魔術への考察。

　どういう術式だったのか？　その理屈は？　そもそもあれほどの出力を一人で生み出せるものなのか？　だとすると必要な魔力量は？　術式は？　あるいは何か特殊な発動条件があるとか？　もしくは触媒を使用したか？　はたまた多人数で魔術を使ったのか？　などなど……

　考えれば考えるほど、止まりゆくはずの心臓が高鳴るのを感じていた。




　あぁ、本当に無念だ。

　世界にはまだ俺の知らない魔術が沢山あるだろうに、その全てを知らぬまま死んでしまうなんて。

　願わくば全ての魔術を知りたかった。

　理解し、習得し、極めたかった。

　もっと魔術の深しん淵えんに溺れたかった。

　そんな事を考えながら、俺の意識は遠のいていった。




◇◇◇




　視界がぼやける。

　身体が思うように動かない。

　一体何が起きているのだろう。

　自分が自分ではないみたいだ。




「──、──」




　誰かの声が聞こえる。女性の声だ。

　目を凝らすと顔が見える。

　美人だ。そして胸をはだけさせている。

　だが妙に大きい気がする。




「──、──」




　女性は何かしゃべりながら俺に近づいてくる。

　身の危険を感じた俺は懸命に手を動かし、『火球』を念じた。

　小さな炎を生み出す、俺が唯一使える攻撃魔術。

　弱い魔物を追い払う事しかできないが威嚇にはなるはず……そのはずだ。だが何か、妙だ。

　違和感を感じた俺は、咄とっ嗟さに女性から狙いを外した。その直後──

　どごおおおおおおん！　と、爆音が響いた。

　見れば壁に巨大な穴が開いていた。

　女性は驚いているが、それは俺も同じだ。

　俺の『火球』でこんな威力が出るのはあり得ない。

　一体何が……そう思った時、目の前にある姿鏡に自分の姿が映る。

　小さな身体、短い手足、くりっとした大きな目……

　赤子だ。俺は赤子になっているのだ。

　そういえば何かで聞いたことがある。

　死した者が記憶を有したまま、生まれ変わることがあると。

　いわゆる転生というやつだ。

　そう考えれば今の『火球』にも納得がいく。

　魔術師としての格は家柄と才能、つまり殆ど生まれた時に決まる。

　優秀な魔術師の家系では幼少期から魔術を使える者もそこそこいる。

　今の俺にそれほどの才能があるなら、これだけの魔術を使えても不思議ではない。

　……だが待てよ？　いくらなんでも生まれた時からこんな魔術が使えるなんて例は聞いたことがないぞ。

　周りで騒いでいる人たちも俺がやったとは認識していないようだしな。

　というか、よく見れば部屋がやたら広い気がする。

　部屋に置かれている調度品は美術館で見るような高級品が並んでいるし、メイドらしき女性も数人いる。

　こんな部屋、そこらの貴族ではあり得ない。

　王侯貴族や辺境伯、はたまた公爵とか……？

　そんな事を考えていると、ふと立派な装飾が施された紋章が目にとまる。

　その紋章には見覚えがあった。

　俺の住んでいたサルーム王国、その王家の紋章である。




　……俺、もしかしてとんでもないところに生まれてしまったんじゃないだろうか。




　ごく普通の庶民だった俺は決闘で命を落とし、何の因果か王族として転生した。

　サルーム王国第七王子、ロイド＝ディ＝サルーム。それが俺の新しい名だ。

　今では十歳、この生活にも随分慣れてきたと思う。

　ちなみに国の景色や文化、雰囲気と照らし合わせてみると、俺は死んだ直後にこの身体からだに転生したようだ。

　俺が学園に通っていた頃、新しい王子がもうすぐ誕生するらしいとか言ってたしな。

　少し申し訳ない気もするが、なってしまったものは仕方ない。

　兄たちはすでに成人しており、歳も離れていた俺は王位継承争いとも殆ど関係ない。

　おまけに身体も小さく容姿も平凡、それに政治にも全く興味を示さなかったので期待されてないようだった。

　だが兄たちが王になるために毎日毎日マナーや学問、武術をみっちり学んでいるのを見ると、それでよかったなと思う。

　おかげで俺は大好きな魔術を思う存分勉強させてもらっているからだ。

　朝起きて図書館に引き籠もり、魔術書を読みふける日々。

　その蔵書量はとんでもなく、魔術書だけでも数百冊はある。

　基礎から始まり、専門的な物に至るまで、その全てに目を通した。

　前世で基礎をしっかりやっていたおかげか、難しい魔術書も理解は出来た。

　もちろん魔術の再現も、今は色々と応用する為の術式を編み上げている。

　ちなみにあの時俺を殺した魔術は高価な触媒を使用したごり押しで、今見ればそう大した魔術でもなかったようだ。ちょっと残念。




　なお魔術が好きなのは隠してないが、実力というかあれだけの威力が出せるのは隠している。

　あんな魔術が使えると知られたら絶対面倒な事になるだろうし、そうなったら魔術の研究どころではないだろう。

　期待されて王位がどうこう言われても困るしな。

　ちょっと変わった魔術好きの王子、これが俺に対する周りの評価であるべきだ。

「ロイド様ー！　どちらですか！　ロイド様ーっ！」

　図書館の静寂を破ったのは女性の声。

　充実した毎日を送っている俺だが、面倒なこともいくつかある。

　その一つが声の主、俺の教育係を任されているメイドのシルファだ。

　シルファは俺を見つけると、駆け寄ってきてしゃがみ込み、優しく微笑ほほえむ。

　長い銀髪がはらりと落ち、それを指で掬すくった。

「やはりまた図書館にいらっしゃったのですね。もう、本ばかり読んでいるのは身体によくありません。私と一緒に外で遊びませんか？」

　その笑顔には有無を言わせぬ迫力があった。

　シルファにとっては子供は元気に外を駆け回るのが普通で、図書館に籠もりきりな俺を憂いているのかしばしば連れ出そうとしてくるのだ。

　余計なお世話なのだが……俺の事を思って言っているのはよくわかるので中々そうも言えないんだよな。

　俺はため息を吐つくと、諦めて本を閉じる。

「……わかったよ。シルファ」

「そんな悲しい顔をしないでくださいまし。本はいつでも読めますわ。ほら折角いい天気です。外へ参りましょう」

　そんなわけでシルファに手を引かれ、俺は庭に出るのだった。




「ロイド様、今日は剣術ごっこで遊びましょう！」

「ええー、また？」

「男子たるもの武術の一つも嗜たしなむべし、ですよ。さぁ木刀をお持ちくださいませ」

　シルファは木刀を俺に渡し、自分も構える。

「さぁ、どこからでも打ち込んできてくださいっ！」
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　満面の笑みを浮かべるシルファ。

　その構えはリラックスしているが堂々としたものだ。

　それもそのはず、シルファの父は騎士団長で、代々王族の剣術指南役をしているのだ。

　娘であるシルファもかなりの腕前で、以前兵士にしつこく絡まれていた時、あっという間に相手の剣を奪いその首元に突きつけたのを見たことがある。

　真面目で美人だが融通が利かない、ちょっとおっかない人。それがシルファだ。

　だから俺が手を抜いていたらすぐ見抜いてくるので、本気でやる必要がある。

　俺は剣を握り直し、正せい眼がんに構える。

「……いきますよっ」

　シルファは木刀を握り、真っ直ぐに切り掛かってくる。

　振り下ろされる剣を軽くいなしながら、シルファへと木刀の切っ先を返した。

　シルファはそれを受け、距離を取った。

「うん、いいですよロイド様」

　口元に笑みを浮かべながら、俺と剣を交えるシルファ。

　よし、いい感じに誤魔化せているな。




　初めてシルファから剣術ごっこを持ちかけられた時、俺は泣かれた。

　あまりに弱すぎて、である。

　当時七歳くらいだった俺を捕まえてそれはないと思うのだが、シルファ曰いわくふざけているとしか思えない弱さだったらしい。

　俺は本気でやっていたつもりだったが、その、恥ずかしながら前世の頃から運動は苦手なのだ。




　それからシルファのスパルタが始まった。

　毎日木刀を握らされ、木人形相手に何度も何度も打ち込みをさせられた。

　運動嫌いの俺に取ってはまさに地獄。

　完全に剣術ごっこの域を超えており、その後の読書に支障が出るレベルだった。

　なので、俺は少しズルをさせてもらう事にした。

　魔術の中には物体を操作、制御する類たぐいのものがある。

　それが制御系統魔術。

　これを使えば自身の身体をプログラムした通りに自動操作することが可能。

　現在はシルファの動きをトレースし、俺の身体で再現しているのだ。




　かん！　かん！　がきん！

　木刀がぶつかり合う音が辺りに響く。

「あはっ！　素晴らしいですロイド様！」

　シルファの動きをトレースしているので、当然互角で打ちあえている。

　防御寄りの様子見にしておけば比較的肉体への負担も少ない。

「……ふぅ、では今日はこの辺にしておきましょうか」

　しばらくすると満足したのか、シルファは額の汗を拭った。

　ふぅ、やっと終わったか。

　自動で動かしていただけとはいえ、それでも結構堪えるな。

　身体が少し重い。

　座り込んで休んでいると、シルファがキラキラした目を向けてきた。

「ロイド様の剣技、メキメキ上がっていますね！　これなら私と互角にやり合う日もそう遠くないかもしれません！」

「あはは……そ、そうかな……」

　シルファの剣技をトレースしているからな、とは口が裂けても言えない。

　向こうも当然手加減をしているのだろうが、最初に比べても少しずつ速く、強くなっている。

　にもかかわらず俺が対応しているからメキメキ強くなっているように感じているのだろう。

　俺が制御系統魔術でやっているのは、あくまでも相手の動きに合わせているだけだからな。

　……まぁいきなり本気で切りかかってくる事はないだろうし、しばらく魔術でズルしているのはバレないだろう。

　バレたらその時考える。

　とりあえず本が読みかけだし、早く図書館に戻りたい。




「じゃ、俺は図書室に帰るから」

「はい、お疲れ様でした。……うんうん、素晴らしい上達ぶりですね。ゆくゆくは騎士団長か剣聖か……ふふっ、将来が楽しみです♪」

　シルファは何やら恐ろしげなことをブツブツ言っているが、多分気のせいだろう。

　図書室へと帰る俺を、シルファは笑顔で送り出すのだった。

「やあロイド、何をしているんだい？」

　いつものように読書を嗜んでいると、爽やかな青年の声が聞こえた。

　振り向くと金髪のすらりと背の高いイケメンが立っている。

　俺の九つ上の兄、アルベルトだ。

　サルーム王国の第二王子で王位継承権も第二位。

　だが文武ともに非常に優秀で、次期王との噂うわさも立っている程である。

　アルベルトは俺が魔術書を読んでいるのを見て、にこりと微笑む。

「魔術書を読んでいるんだね。僕も一緒してもいいかな？」

「もちろん構いませんよ。アルベルト兄さん」

「ありがとう。では失礼して──」

　アルベルトはテーブルを挟んで俺の正面に腰掛ける。

　手にしていたのは政治関係の本だった。

　俺がテーブルに積んでいる魔術書の山を一いち瞥べつし、自分も読書に没頭し始める。

　他の兄たちは俺をあまり気にしていないようだが、アルベルトは何故か俺をよく気にかけてくれる。

　多分普通にいい人なんだろうな。

　それにシルファと違って俺にああしろこうしろと言ってこないのもいい。

　俺はアルベルトから本に視線を戻し、また読書に没頭し始めた。




◇◇◇




　どれくらい経たっただろうか、ぱたんという音がしてアルベルトが本を置く。

「……ふぅ、ロイドの集中力はすごいね。根負けだよ。本当に魔術が好きなんだね」

　アルベルトが立ち上がり腕を持ち上げると、バキバキと音が鳴った。

　首を傾けるとまたボキボキと。

　それを見た俺は思わず苦笑する。

「お疲れ様です。アルベルト兄さん」

「僕は気分転換に少し身体を動かしてくるとしよう。よかったらロイドも来るかい？」

「射撃場ですか!?」

「あぁ、好きだろう？」

「はい！」

　俺はアルベルトの誘いに即答する。

　俺は身体を動かすのは好きではないが、アルベルトの誘いは別だ。

　と言っても好感度がどうとかいう話ではない。

　後継者として期待されているアルベルトには様々な施設の使用権があり、今から気分転換に行く射撃場は魔術の練習に持ってこいなのだ。

「じゃあ行くとするか」

　アルベルトについて城の裏側にある広場に向かう。

　入口を管理している兵に挨拶をして中に入ると、一面の芝生が広がっていた。

　ここが射撃場。簡単に言えば魔術の的当てが出来る場所だ。

　大掛かりな魔術の実験をする場としても使われる為、危ないので子供の俺は一人では入れないのだ。

「わぁー！　いつ来ても広いですねぇ」

　城の魔術師たちも的を狙って炎や水の魔力球を飛ばしている。

　魔術を使用する感覚は人によって異なる。

　例えば同じ『火球』を放つ場合でも、全身から集めた魔力を一点に集めて放つ流れのスムーズさ、速さなど、練度は一人ひとり異なる。

　それを見ているだけでも結構楽しいのだ。

　魔術師たちに興味津々な俺を見て、アルベルトは微笑む。

「ははは、ロイドは本当に魔術が好きだなぁ」

「えぇ、大好きです」

「そう素直に喜んでくれると連れてきた甲か斐いがあるというものだよ。さて、それじゃあ僕たちもやるかい？」

「はいっ！」

　アルベルトは頷うなずくと、兵士たちに命じて的を用意させる。

　百メートルほど離れた場所に、一から九までの数字が刻まれた大小様々な的が並んだ。

　人のを見るのも楽しいが、もちろん自分でやるのが一番だ。

　中々城で大っぴらに魔術を使う機会はないからな。

　そうこうしている内に、的の配置は終わったようだ。

「ではロイドからやるといい」

「わかりました」

　的当ては説明するまでもないような簡単な競技だ。

　先手と後手に分かれて十回ずつ魔力球を放ち、大きな数字の書かれた的を多く倒した方が勝ち。それだけである。

　もちろん数字の大きな的ほどサイズが小さく、当てにくくなっている。

　的を前にして俺は魔力を指先に集めて『火球』を作り出した。

　──もちろんただの、ではない。

　現在研究中である回転運動を取り入れた改造魔術だ。

　魔術を構成する術式を弄いじり魔力球の核に回転力を持たせることで、ただ真っ直ぐ飛ばすだけでなく様々な方向への変化が可能となる。

　もちろんそんな事をしなくても、普通に動きを制御して縦横無尽に動かすことも可能だが、そんなことをして当てても面白くない。

　折角実験できる機会なのだから、色々試してみたいもんな。




「──いけ！」




　放たれた『火球』が高速回転しながら一番高得点の九番の的を狙って飛んでいく。

　ちなみにこいつは強烈な横回転をかけている。やや左に曲がって当たるはずだ。

『火球』は俺の予定通り飛んでいき、的の縁ギリギリを掠かすめた。

　倒れなかったため、これは得点にはならない。




　──だがこれでいい。

　的の真ん中に当ててあまり注目されても困るから、あえてギリギリ当たっても倒れないポイントを狙ったのだ。

　この回転数、角度、射出速度で撃てば命中するのは計算通りだが、実際やってみると案外思った通りには飛ばないものだからな。

　実験は大事だ。

「惜しかったねロイド。では僕の番だ」

　今度は俺に代わってアルベルトが的の前に立つ。

　そして集中し、手元に生み出した『火球』を放った。

　俺のよりふた回りは大きな『火球』がまっすぐに飛んでいき、俺が倒し損ねた的の中央に命中した。

「お見事です。アルベルト兄さん」

「ありがとう。さぁ次はロイドだよ」

　今度は俺が的の前に立つ。

　次は下から上にせり上がっていくように回転を加えて『火球』を放つ。

『火球』は俺の思った通りの曲線を描き、的の上部を掠めた。

　次も、その次も、『火球』は俺の思い通りの軌跡を描き狙い通りの箇所に当たる。

　ふむふむ、魔力球に回転力を加えて変化させるのは悪くないな。

　普通にコントロールして曲げるよりも圧倒的に魔力を使わずに済むし、速度も比較にならない。

　実験成功といったところか。

　そんなことを考えていると、遠くからひそひそ声が聞こえてきた。

「アルベルト様は流石さすがだな。見事に全て命中させておられる」

「それに比べてロイド様はやはり子供だ。高得点の的ばかり狙って外しておられる。自分に合ったのを狙えば良いのに」

　俺たちを見ていた魔術師の言葉だ。

　よしよし、上う手まく誤魔化せているようである。

「やれやれ、お前たち見ててわからないのか？」

　するといきなり、アルベルトが魔術師たちに声をかけた。

　うっ、まさか俺のやっている事に気づいた、のか……？

　ドキドキしながら聞き耳を立てる。

「掠っているだけとはいえ、ロイドが放った魔術は全て的に命中している。しかも一番小さな九番にな。それに僅かだが『火球』が的に向かって動いていた。恐らく制御系統魔術の才能があるのだろう」

「おおっ！　そ、そうだったのですか！」

「それは気づきませなんだ……」

「全く、節穴だな。お前たちは」




　……ふぅ、どうやら完全にバレているわけではないようである。

　ちなみに制御系統魔術は七歳の頃に極めた。

　俺がよくその手の本を読んでいたから、そう勘違いしてくれたのだろう。

「ロイドは魔術の才能がある。小さなころから才能を伸ばしていけば、ゆくゆくは大魔術師や賢者も夢ではあるまい。今のうちにこうして仲良くしておけば、僕が王位に就く頃にはきっと大きな力になってくれるだろう」

　アルベルトは微笑を浮かべながら、小声で何か言っている。

　よく聞こえないが……ま、いいか。

　俺には関係なさそうだしね。




「ロイド＝ディ＝サルーム、ただいま参りました」




　ある日、俺は呼ばれて玉座の間へと赴いた。

　呼び出し主はサルームの王であり、我が父であるチャールズ＝ディ＝サルーム。

　玉座に座った大柄の老人──チャールズは満面の笑みで俺を迎える。

「おお、よくぞ参ったロイドよ。久しぶりだな。三年ぶりくらいかのう」

「は、七歳の誕生日以来でございます」

　七歳までに病気や怪我で亡くなる子供は多い為、その誕生日は特別な意味を持つのだ。

　その時ばかりは忙しいチャールズも俺の為に会いに来てくれた。

　まぁその時貰もらった言葉が「お前は歳としの離れた七男だから王位争いには関係ない、気負わずに好きな事をやりなさい」というものだったのだが。

　やはり国王だけあって色々と忙しいのだろう、たまに廊下を歩くのを遠目に見るくらいだ。

　なのに今更俺に何の用だろう……緊張するな。

　頭を下げたままの俺に、チャールズはつまらなそうに言う。

「ふーむ、そう言えばお前は前に会った時もそうであったな。堅苦しいというか子供らしくないというか……久しぶりに会った父親に抱き着いてきてもいいのじゃぞ？」

「……お戯れを。とてもそのような真似は出来ません」

「ふむ、まぁよい。それだけ礼儀作法を学んでいる証あかしだろうからな。これ、少し近う寄れ」

「はっ」

　とりあえず機嫌は悪くなさそうだし、怒られる雰囲気ではない、か。

　俺は立ち上がり、言われるがまま側そばに行く。

　チャールズは俺の顔をじっと見つめ、ゆっくりと頷いた。

「……ほう、いい顔つきになったではないか」

「ありがとうございます」

「シルファやアルベルトに聞いたぞ？　剣術に魔術にとかなり頑張っているようじゃないか」

「！　い、いえ！　恐縮です……！」

　チャールズの言葉に俺は慌てて頭を下げた。

「何が恐縮なものか！　息子たちに剣術を叩たたきこんだシルファはお前の剣術の才は歴代王子で一番、国一番の剣士になる、などと太鼓判を押しておる！　城でも屈指の魔術師であるアルベルトもお前の才能に嫉妬しておったよ！　自分があの年頃だった時はまともに『火球』など飛ばせなかった、それを見事に制御しておるとな！　若き実力者であるあの二人にそこまで言わしめるとはな！　大したものだよ！」

　チャールズは腕組みをしたまま、嬉うれしそうにウンウンと頷いている。

　……うーわ、二人ともそんな事を言ってたのかよ。

　俺なりに実力は隠してたつもりだったが、まだ甘かったようだ。

　やはり城の中で魔術を使うのは危険だな。

　あまり俺の評価が上がると王位継承に巻き込まれる可能性もありそうだし、そうなったら面倒だ。

　少しは自重しなければ。でも俺の性格上、魔術の研究は止められないしなぁ……

「お前には大いに期待しておる！　これからも励むのじゃぞ！」

「えーと……そう、ですね……」

　返事を濁す俺を見て、チャールズは顔を曇らせる。

「……だがのう、いくらお前が優秀だからとて、今からお前を王位継承候補に加えるのは難しいのじゃ。既にアルベルトらを含む上位の王子たちにはその為の教育をさせておるからな。……お前がそう考えて頑張っておるなら心苦しい。先に言っておこうと思い、こうして呼び出したのじゃよ」




　──あ、そういうことか。

　つまりチャールズは俺が王位継承権のために頑張っていると勘違いしているのだ。

　もちろん俺にそんなつもりは微み塵じんもないので、ほっと胸を撫なで下ろした。

「お気になさらないでください、父上。私は言われた通り、好きな事をしているだけです。王位継承権などに最初から興味はございません」

　俺の言葉にチャールズは、目を丸くした。

　そして感極まったかのように目を細める。

「──うむ、うむ、ワシの言葉に腐るでもなく、よくぞ申した！　出来た息子を持てて嬉しいぞ！」

　しかもちょっと涙ぐんでいるようだ。

　……本心なんだけどなぁ。

　感激しているチャールズを見ながら、俺はポリポリと頰を搔かいた。

「安心せい！　ロイドよ、その努力が無駄になる事は決してないだろうからのう！　だからその調子で邁まい進しんするのじゃぞ！」

「は、はぁ……」

「うむ、では下がってよい」

　なんだかわからないが、とりあえず今までの生活は維持出来そうで安心だ。

　俺は安あん堵どの息を吐きながら、チャールズに背を向ける。

「……それにしても王位にも興味を示さず、ただひたすらに努力を積み重ねるか……齢よわいわずか十にして大したものよ。いやはや真の王たるもの、それくらいでなくてはいかんのかもしれんな。これは王位継承候補について考え直さねばならんのかもしれぬ」

　チャールズは何かブツブツ言ってるが、あまりよく聞こえない。

　まぁ多分政治についてだろうな。悪いけど興味なしだ。

　それより早く帰って本を読みたい。俺は足早に玉座の間を後にするのだった。







「んー……流石にそろそろ、この本も読み飽きてきたかなぁ……」

　俺は開いていた魔術書を読みながら、呟つぶやいた。

　この本を読み直すのも、もう何十回目だろうか。

　魔術書は魔力の込められた文字で書かれており、それを理解することによって魔術の発現が可能となる。

　それだけなら一度か二度読めば十分だが、何度も読み込み、理解を深めることで魔術の習得度は飛躍的に上昇していくのだ。

　故に、魔術師は魔術書を完全に理解できるまで何度でも読む。

　だが俺はもう図書館の魔術書は完全に理解したので、現状はずっと復習をしているような状態だ。

　もちろん復習も大事である。せっかく覚えた魔術も使わなければ忘れるし、そうなると習得度はガクンと落ちる。

　まぁそんな日々を送っているわけだが、流石にその繰り返しは退屈だ。

　そろそろ新しい刺激が欲しいところである。

「ははは、ロイドは魔術書ばかり読んでいるからな。たまには別の本を読んだらどうだい？」

　目の前で本を読んでいたアルベルトが言った。

　俺は首を振って答える。

「図書館にある魔術書は全て読みましたから」

「……へぇ、ではテストしてもいいかい？」

　アルベルトは悪戯っぽい微笑を浮かべると、俺に問いかけてきた。

「土水火風、これは魔術の基礎四系統魔術と言われているわけだが、この図書館にはそれに関する魔術書は何冊ある？」

「メインとして取り扱っているのは１４５冊ですね。サブテーマとして取り扱っているのも含めると２３２冊。あ、でもゴーレムとかに関する本はどっちに含めればいいのか迷うなぁ……俺の中では制御系統なんですが、ボディの成型には基礎四系統魔術が大きく関わってくるわけですし……どう思います？　アルベルト兄さん」

　俺が視線を上げると、アルベルトは目を丸くしていた。

「まさか……本当に全部読んだというのかい……？」

「あーいや……と言ってもまだあまりよく理解してないというか……あはは、やはり魔術は奥が深いですね」

　あ、危なかった。

　図書館の本を全部読んでいるくらい普通だと思ったけど、この驚きようからするとそうでもないようだ。

　アルベルトの訝いぶかしむような視線が痛い。

「……全く呆あきれたものか感心したものか……一応聞くが、魔術書以外には興味はないのかな？」

「申し訳ありませんが」

「ふむ、そうだろうな……」

　やはり城でやる事もそろそろ限界があるよなぁ。

　アルベルトについていれば、たまに射撃場に連れて行ってもらったり出来るが、それでも大っぴらには動けない。

　せめてもう少し上のレベルの魔術書があればいいんだが……

「……そういえば、城の地下に書庫があったっけ」

　アルベルトがポツリと漏らした言葉に、俺の耳が反応する。

「地下書庫にはあまりの危険さ故に取り扱いを禁じられた魔書の類が沢山封印されていると聞く。その中には禁書も多数含まれており、昔この国を滅亡寸前まで追い込んだ魔人が封印されたものもあるらしい」




　──魔書とは、本そのものに魔力を込めた魔道具のようなもので、誰が使っても効果を発揮するのが特徴だ。

　ただその作成にはかなり高度な魔術知識と時間が必要とされるため、その貴重さは魔術書とは比べ物にならない。

　初級魔術を封じたものでさえ中々市場には出回らず、城にも数冊しかないので俺もじっくり見たことはない。
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　特に強大な魔術が込められたものはあまりの危険さ故に禁書扱いされ、国で厳重に保管されており、有事の際にしか使われないと聞く。

　以前、どこかの大戦で禁書が使われたらしいが、それを唱えると敵軍に雷が降り注ぎ、一瞬にして壊滅させたという。

　ただし術者はその反動で五十以上、歳を取ってしまったとか。

　魔人を封じる、なんて魔術が込められた禁書がどんなものかなど、全く想像もつかない。

　どんな術式を編み込んであるのだろう。すごく、気になる。

「小さい頃乳母に随分脅されたものだ。悪いことをする子は禁書に封じられた魔人に食べられちゃいますよー……なんてな。ははは」

　言われてみれば確かに、城の地下には不自然に強力な結界が展開されているのを感じていた。

　きっと国の重要書物などが入っているのだろうとあまり興味を持たなかったが、そういう事なら話は別だ。

　俄が然ぜんワクワクして来たぞ。

「アルベルト兄さん、その話、もっと詳しく聞かせてくれませんか!?」

「おいおいロイド、妙に目を輝かせているじゃないか。まさか入ろうとしてるんじゃないだろうな？」

　いきなり釘くぎを刺され動揺しつつも、何もなかった風を装い笑顔を返した。

「や、やだなぁ……そんな事するはずがないでしょう？　アルベルト兄さん」

「その割には笑顔が引きつっているようだが……」

「も、元々こんなものですよ？　あは、あはははは……」

　なんとか受け答えするが、動揺のせいかぎこちなくなってしまう。

　どうにも演技をするのは苦手だ。

　しばらくじっと俺を見ていたアルベルトだが、すぐに口元を緩めた。

「……まぁ、そうだな。そもそも城の地下には城の魔術師が十人がかりで編み込んだ結界が張られている。人目を盗んではいるなど不可能だ。僕でも入るには許可が必要だしね」

「！　アルベルト兄さんは入ったことがあるんですか？」

「あぁ、といっても入り口だけだがね。というかそれ以上は入れなかったんだ。奥から発せられる禍まが々まがしい魔力の渦……思い出しただけでも怖おじ気けが出る。魔人が封じられた禁書があるという話も信じてしまうよ」

　ぶるると身体を震わせるアルベルト。

　演技ではない。少しだけ顔が青ざめていた。

　どうやら本当のようである。

「とまぁそんなわけだ。ロイド、お前は少し変わっているが無茶をする子ではない。まさか行くわけがないと思うが……」

「はい、行くわけがありませんとも！」

　俺はアルベルトの問いに、頷いて返すのだった。







　というわけで、その夜俺は城の地下へ向かうことにした。

　信じてくれたアルベルトを裏切るのは少しだけ心が痛んだが、そんな事より禁書である。

　じっくり見て、触って、どんな術式が編み込まれているのか観察したい。

　入ってちょっと見て、すぐ帰れば問題ないだろう。……多分。

　深夜、目を覚ました俺はベッドから起き上がると動きやすい服に着替えて廊下へ出る。

「おっと、見つからぬよう、姿を隠さなければな」

　そう呟いて念じると、空気の渦が俺の身体を包み込む。

　──風系統魔術、『隠いん遁とん者しゃ』

　これは風の流れで空気のレンズを作り出し、光の屈折を利用して自分の姿を見えなくする魔術だ。

　不自然な風の動きを作り出すのでそれなりの使い手が近くにいると気け取どられてしまうが、城の兵士たち相手なら十分機能する。

　ちなみに本来の『隠遁者』は術者が動けば解除されてしまうが、俺のはゆっくり動けばついてくるよう制御してある。

　といってもあまり速く動きすぎると残像のように見えるが、歩く速度なら問題なし。

　道中兵士とすれ違ったが、俺に気づいた様子はなかった。




　道中は順調。あっさりと地下への階段へ辿たどり着く。

　入り口には特に見張りはおらず、俺は階段を降りていく。

　古い螺ら旋せん階段を降りていくにつれ、ピリピリと肌を刺すような感覚に襲われる。

　──これが結界、か。

　近づくとより分かりやすいな。

　しかもこの結界、外からの侵入を防ぐというよりも中から破られないよう編み込まれているようだ。

　どうやら中にヤバいものがあるのは確定か。

　階段を降り切ると周囲は石の壁で囲まれており、正面には小さな扉があった。

　これが結界の中心か。触れようとすると強い抵抗を感じる。

　まずは結界を解かなきゃだな。

　かと言って力任せに壊すわけにもいかない。侵入の痕跡は残せないからな。

　とりあえず結界を制御し、通過許可を得る形で通過するのがベストだろう。

「その前に、一応結界を張っておいた方がいいか」

　結界の外側からもう一枚結界を展開しておけば、中で何か起きても安心だ。

　俺が念じると、泡のような形をした魔力が俺を中心に広がっていく。

　──水系統魔術『滝天蓋』。

　単純な結界能力はもちろん、主に衝撃や音を和らげる能力に特化しており、この中で大爆発が起こっても外に知られる事はない。

　その後、ゆっくりと結界の構成を調べる。

　……ふむふむなるほど、かなり強固な結界だが、どうやら王族の血かそれに許可を与えられた者であれば、比較的容易に通過許可を得られるようだな。

　結界の制御系統を書き換えて……と、よし。これで問題なく通過できる。

　あとは物理的に鍵を開けるだけだ。

　──土系統魔術、『石形代』で作り出した鍵を差し込み捻ると、扉はあっさり開いた。

　扉を開けると、部屋の中から異様な空気が漂ってくる。

　様々な色、音、臭いの魔力の奔流……これはすごいな。

　大地を汚染する荒廃魔術……それに異種同士を掛け合わせ新たな生命を生み出す進化の禁呪……わわっ！　魔術による疫病操作なんてのもあるじゃないか！

　こりゃ凄いな。まさにお宝の山だ。

　だが特に気になるのは、奥から発せられる気配。

　一言で言えば甘く芳かぐわしい花のような香りに紛れ、禍々しい何かが手招きをしているような感覚だろうか。

　恐らくこれがアルベルトの言っていた禁書だ。




　さて、どうしたものか……なんて考えているうちに、俺の足は禁書の気配に誘われ、いつの間にか部屋の奥へと進んでいく。

　おおっ、これは制御系統の魔術か。かなり強制力が強いな。

　臭いを嗅がせる事で相手の行動力を制限するタイプの術式を編み込んでいるのか。

　恐らく例の魔人が使っているのだろう。

　何も知らない者がこの部屋に入ったら、ふらふらと吸い寄せられるように禁書の封印を解いてしまうだろうな。

　厳重な結界が張られているのも頷ける。

　もちろん俺はそうはならない。

　制御系統魔術への対策は簡単だ。身体のコントロールを取られても、落ち着いてこちらから上書きすれば解除できる。

　というわけで自身に制御系統魔術をかけると、身体が自由になった。

　自由になった身体で、改めて書庫の奥へ足を踏み入れる。

「──オイオイオイオイ、イかれてるのか？　テメェはよ？」

　重く、響くような声が聞こえた。

　見れば部屋の最奥、真っ黒な本の上にモヤのようなものがある。

　それは人のような形をしており、赤い瞳が爛らん々らんと輝き俺を見つめていた。

「俺の支配を逃れてなお、逃げずに向かってくるとはなぁ。よほどの勇敢か、ただの馬鹿か……おっと、名乗り忘れたな。俺様は魔人グリモワール。よろしくな」

　黒いモヤ──魔人グリモワールは俺を見て陽気に笑う。

「へぇ、驚いた。君は本に封じられているんじゃないのかい？」

「ククク……長い年月が経ち、封印がほころび始めているんだよ。だから身体の一部分だけは外に出れるのさ」

　見れば確かにグリモワールが尻に敷いている本はボロボロだ。

　本に編み込まれた封印はボロボロで、いつ効果を失ってもおかしくない。

「なぁ坊主、テメェの名は何と言う？」

「ロイド」

「ふむ、なぁロイド、俺様はあと数年もすれば封印を破り、完全な形で復活し外に出る。そうしたらこの国を滅ぼし尽くすつもりだ。この国の魔術師どもに封じられたわけだからな。俺にはそれをやる資格がある。……だがロイド、今から俺様の言うことを聞いてくれるなら、テメェの命だけは助けてやってもいい」

　そう言ってグリモワールは口元を歪ゆがめると、指で本を指し示した。




「こいつの封印を破壊してくれねぇかい？」




「どうした、何を戸惑っていやがるよ？　どうせあと数年で破れる封印だ。テメェも魔術師なら見ればわかるだろう？　どうせ全員ぶっ殺すところを、今壊してくれればテメェの命だけは助けてやろうっていうんだ？　悪い話じゃねぇはずだが」

　グリモワールは俺を見て、ニヤニヤ笑っている。

　まさか俺が首を縦に振ると思っているのだろうか。

　俺の答えはもちろん、決まっている。

「断る」

「な……っ!?」

　驚くグリモワールに言葉を続ける。

「国を滅ぼそうとするような悪い奴を野放しにするわけがないだろ。封印は俺がし直しておくよ。もう千年くらいは壊れないようにね」

「ま、ままままま、待ってくれ！」

　俺が本に触れようとするのを、グリモワールは慌てて止める。




「……悪かったよ。久しぶりに人と話したから、おかしなテンションになっちまったんだ。すまねぇ、謝る。このとーりだ。よく考えたら俺様を封じたのは何百年も前の人間だもんな、この国の人間たちに恨みはねぇ。もちろん殺すわけがねぇ！」

　神妙な顔で言うグリモワールを、俺はじっと見つめる。




「本当に？」

「あぁ、だからよ、封印を解いてくれればお前さんの願いは何でも叶かなえてやるぜ！　そうだロイド、お前さんを大金持ちにしてやるよ！　俺は黄金を生み出せるんだ！」

　そう言って、グリモワールが手を開くと、そこから金の粒が溢あふれ出す。

　へぇ、生成系統の魔術か。

「どうだい？　ロイドが欲しいだけ、いくらでもくれてやるぜぇ？」

　俺は金の粒を摘み上げると、ふむと頷き指で潰した。

「なっ!?」

「……あまりレベルが高いとは言えない生成魔術だね。石いし塊ころを無理やり金にしたのかい？　純度が低すぎるし、中身もスカスカだ。これじゃあ駆け出しの商人も騙だませないよ」

　そもそも魔術での金の生成は禁じられている。

　というか俺は王子だし金には困ってないんだよな。

「む、ぐぐぐ……だ、だったら不老不死だ！　お前さんを不老不死にしてやるよ！」

「悪いが自分の身体に他人の術式を施されるのは好きじゃない。特に不老不死なんて強い術式を人体に編み込むなんて、どんなリスクがあるか分かったものじゃないよ」

　魔術というものは万能ではない。

　低レベルの魔術なら魔力の消費だけでなんとかなるが、あまりに高レベルな魔術は術者や被術者にも負荷がかかる。

　不老不死なんてのは相当上手く術式を編み込んでも、かなり重いリスクを背負うはずだ。

　例えば重度の神経麻ま痺ひや、肉体の欠損とか。

　とてもそんな術式をおいそれとは受けられない。

　図星だったのか、グリモワールは顔を歪めている。

「……やはりもう一度封印させて貰うよ。君は危険そうだしね」

「ま、待て！　待ってくれ！　頼むから！　俺は全然危険じゃねぇ！　良い魔人なんだ！　封印されたのだってちょっとイタズラしただけなんだよぉ！」

「うーん、でも噓うそ言ってるかもしれないしな。やはり封印……」

　俺が本に触れようとした時である。

「な、なら魔術はどうだ……！」

　魔人がポツリと呟いた。

「何百年も前の古代魔術だ！　お前さんも魔術師なら興味あるんじゃねぇのか？　そいつを教えてやる！　どうだ！　ロイド！」

　しばし考えこんで、俺は頷く。

「──面白い」

　いまさら言うまでもなく、俺は魔術が好きだ。

　古代の魔術か。伝説によると大地を揺るがし洪水をおこし、海を割るなんてのも聞いたことがある。

　実物はどれほどのものだろうか。是非、見てみたい。

　俺の言葉にグリモワールは、パッと表情を明るくした。

「だろ！　だよな！　そりゃあそうさ、魔術師にとって未知の魔術は喉から手が出るほどのもんだからな！」

「あぁ、本当に教えてくれるのか？」

「当然だ！　だからよロイド、この忌いま々いましい封印を解いてくれ！」

「──そうだな」

　俺は本に手を触れ、頁ページを開いた。

　既に封印が綻びかけていた事もあり、あっさりと開いた本はパラパラとすごい勢いで捲めくれ始める。

　その端から頁は炭のように黒く、ボロボロになっていく。

　本の破片が宙を舞っていた。そこへ風が吹き、全てを消滅させてしまう。

　封印は完全に解けた。




「──ク」




　くぐもったような声が部屋に響く。




「くははははははっ！　ありえねぇぜこいつはよ！　マジで封印を解きやがった！」




　黒いモヤは一ヵ所に集まっていき、より人らしい形を作り出していく。

　青い肌に額に生えた二本の角、コウモリのような翼に竜のような尾、屈強な上半身、山羊のような下半身……人ならざる姿は魔人と呼ぶにふさわしい。

「こいつはいい気分だ！　歌でも歌っちまいそうだぜ！　自由だ！　俺は自由になったんだ！　ひゃははははははは！」

　嬉しそうに大笑いするグリモワールに、俺は声をかける。

「そいつはよかったな。……で、そろそろいいか？」

「ん、あぁ。古代魔術の事を教えて欲しいんだったか？」

　グリモワールはにやりと笑うと、右手に魔力を集め始めた。

　おおっ、すごい魔力だ。魔力量だけなら人間と比べ物にならないぞ。

　流石は魔人といったところか。感心していると、グリモワールは右手を俺の方へ向けてきた。

　途端、視界が黒く染まる。

　どおおおおおおん！　と大爆発が巻き起こり、もうもうと土煙が上がった。

「──これが黒こく閃せん砲ほうだ。どうだい？　中々の威力だろう……まぁ、聞こえているかはわからねぇがよ」

　くっくっという笑い声。──もちろん、ちゃんと聞こえている。

　風を生み出し、舞い上がった土煙を吹き飛ばす。

　俺の姿を見たグリモワールは驚きょう愕がくの表情を浮かべていた。

「な……ッ!?」

「……うん、中々面白い魔術だ。それが古代魔術なんだね」

　変わった術式だ。現代では使わないような魔力の流れ、構成、成型の仕方、発動方法も独特だ。……とても興味深い。

「もう少し見せてもらえるかい？」

　俺が声をかけると、グリモワールは何故か息を吞のんだ。

「お、俺様の黒閃砲を受けて無傷、だと……？」

「あぁ、魔力障壁くらい張れるから気にしなくていいよ。じゃんじゃん見せてくれ」

　驚くグリモワールに言葉を返す。

　やはり攻撃魔術は実際に受けてみないとわからない事も多いからな。うんうん。

　グリモワールもそれを理解しているから、いきなり俺目掛けて放ってきたのだろう。

　少しびっくりしたがよく考えたら俺は常に魔力障壁を複数待機させており、ある程度以上の衝撃には自動で展開するよう制御してある。

　そこまで察していたのだろう。流石は魔人、よくわかっているな。

　グッジョブだぞグリモワール。

「ぐ、ぐぐぐ……ふ、ふざけやがって……！　こいつは俺が五年も修行して身に着けた魔術だぞ……！」

　だがグリモワールは何故か拳を震わせ、歯は嚙がみをしている。

　一体どうしたのだろうか。

「なぁグリモワール、何をしてるんだい？　早く次を頼むよ」

　俺が急かすと、グリモワールは髪をぐしゃぐしゃと搔きむしった。

　そして憎々しげに俺を睨にらみつけてくる。

　……俺、何かした？

「チィ……あぁクソ、いいぜ！　そこまで言うなら見せてやる！　俺様の最強の魔術をなぁ！」

　グリモワールは声を荒らげると、広げた右手を俺の前にかざしてきた。

　見れば掌には一本の線が入っており、ぐねぐねと蠢うごめいている。

　そして、線が開いた。中から出てきたのは赤い舌と鋭い歯──つまり口である。




「二重詠唱──」




　そう呟くと、グリモワールは二つの口で同時に魔術の詠唱を始めた。

　おおっ、魔人というのはあんなことも出来るのか。

「「塗りつぶせ、黒く、黒く、黒く、貫き抉えぐれ我が刃──」」

　ワクワクしながら詠唱完了を待っていると、グリモワールの身体が眩まぶしく光り始める。

「──くたばりやがれぇぇぇぇぇ!!　螺旋黒閃砲ッ！」

　轟ごう、と吹き荒れる魔力の奔流。

　その圧に押され、俺の身体がほんの少し後ろへ流された。

　放たれた二重の黒い魔力波が螺旋を描き俺へと迫る。

　魔力波は俺の自動展開した魔力障壁と激突し、凄まじい衝撃を発した。




「ぐ、っぐぐぅ……！　貫き、やがれぇぇぇぇぇ……っ！」




　グリモワールは何かすごく力んでいる。

　それにより少しずつ出力が上がっているように思える。

　もちろん俺の魔力障壁には傷一つ入らないが、気合で威力が上がるってのは面白い。

　それにしても……螺旋なんとかだっけか？　わざわざ螺旋を描くよう制御しているのか。

　何か意味があるのかな。ただの魔力波にしか見えないが……うーん魔力障壁越しじゃわかりにくい。

　直接触れてみよう。俺は魔力障壁から指を出し、魔力波にそっと触れてみた。

　ばちん！　と爆ぜる音がして、衝撃波が吹き荒れる。

「はっはーーーっ！　俺様の螺旋黒閃砲を生身で受けたな!?　テメェは終わりだ！　爆はぜ飛びやがれぇぇぇ！」

　グリモワールが何やら咆ほう哮こうを上げているその間、魔力波は俺の指先でとどまっている。

　魔力波を停止させ、その構造を見ているのだ。




　……ふむふむ、螺旋であることにも黒色であることにも特に意味はない、か。

　それでも威力は上がっているのは、いわゆる気の持ちよう、というやつである。

　怒りなどの感情の昂たかぶりや思い込みなどで魔術の性質が変わるというのは往々にしてある。

　とはいえそれは良い事ばかりではなく、時には反動を生む。

　なので一時期からはあまり推奨されなくなったのだが……古代魔術はそちら方面で進化していたのかもしれない。

　それでここまで威力が出せるというのも面白い。

「っと、時間切れか」

　停止させていたことで術者からの魔力供給が断たれ、魔力波は消滅してしまった。

　まぁ観察は十分か。そこまで複雑なものでもなかったし。

　消えた魔力波の先で、グリモワールは驚愕の表情を浮かべている。

「ば、ばかな……俺の最大威力の魔術だぞ……？　アレを使えるようになるのに、何十年努力を重ねたと思ってやがる……それをあっさりと……!?」

　驚愕の表情を浮かべるグリモワール。

「なるほど、今の魔術には確かに相当の試行錯誤と修練が感じられる」

「……ケッ！　そうさ、血の滲にじむような努力の結果だ！」

「──うん、さぞかし楽しかっただろう」

　魔術の修行はとても楽しいものだ。

　魔人だってそれは同じだよな。

　やっぱり人間も魔人もそこは同じなのだろう。うんうん。

「たの……っ!?　ば、馬鹿かテメェは!?」

　何だかびっくりしているな。

　俺、何か変なこと言ったかな？

「くそっ！　ふざけやがって！　今度こそ……っ！」

　グリモワールは再度、先刻の魔術を唱え始める。

　うーん、同じやつなら二度も見なくていいかな。

　それにあまりレベルが高いとは言えないし。

　古代魔術はあまり攻撃性の高いものじゃないのかもしれない。




「あぁ、攻撃の方はもう大丈夫、わかったからさ。次は他のを見せてくれよ」

「他の……だと……？」

「うん、何でもいいけど……そうだね、防御魔術とか。あぁ、俺が攻撃すればわかりやすいかな」

　そう言って俺は、右手をかざし魔力を集めていく。

　とりあえず普通の上位魔術からいってみよう。

「──『炎烈火球』」

　極大の炎を指先に集め、グリモワール目掛けて放つ。

「ぬわあああああっ!?」

　炎が命中し、グリモワールは悲鳴を上げた。

　あれ？　なんで魔力障壁で防御しなかったのだろうか。

「お、おいグリモワール。大丈夫か」

　慌てて声をかけると、炎の中で影が揺らめいた。

　見ればグリモワールの身体には、やけど一つ付いていない。

「ク、クク……驚かせやがって……だが魔人である俺様を魔術で倒すことはできねぇよ！　残念だったなぁ！」
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「えっ、そうなのか!?」

「あぁそうさ。神官どもが使う神聖魔術なら少々のダメージは受けるがよ、たかが魔術師如きが俺様を倒す術はねぇ！　残念だったなロイド、俺様を復活させた時点でテメェは詰んでたのさ……ぶっ！」

　今度は『滝烈水球』をぶつける。

　滝のような水撃を喰くらいながらも、グリモワールは確かにダメージを受けているように見えない。

「は、話を聞きやがれ……無駄だと言っているだろう……がふぁあっ!?」

「すごいな。本当に効いてないのか」

『地烈土球』を放ちながら呟く。

　岩石に押し潰されながらもグリモワールは平気そうである。

　これは驚きだ。魔人ってのは本当に魔術が効かないのか！

　一体どこまで効かないんだろう。知りたい、試したい。

「お、おい待てテメェ。何キラキラした目を向けてきやがる!?」

「どんどん行くぞ！」

　とりあえず次はもう少し上位の魔術でいってみるか。

　折角だし攻撃系以外も試してみるべきだろう。毒もいいかもしれない。

　思いつく先から魔術をぶつけていくが、グリモワールは身体を煙らせるのみだ。

「おおっ！　すごいぞグリモワール！　本当に効かないんだな！　次はこいつでどうだ？」

「ちょ、まてまて！　もうやめ……やめろって言ってるだろ！　オイコラァァァァ！」

　俺は思いつく限りの魔術をグリモワールにぶつけていくのだった。




◇◇◇




「すみませんでしたぁぁぁっ！」

　俺の目の前で、グリモワールが両手を地面に突いた。

「おいおい。いきなりどうしたんだよ。土下座なんかしてさ」

「許してくだせぇロイド様！　もう悪さはしねぇ！　だから、なっ!?　頼むよっ！」

　涙を流しながら訴えてくるグリモワール。

　ちょっと魔術を数百回ぶつけただけなのだが……よくわからん。

「なんでもいいが早く続きをやろう。俺はもっと古代魔術が知りたいんだ」

「ひぎぃ!?　ま、待ってくれ！　もう身体がもたねぇよ！」

「えーそうなのか？　でもまだ全然物足りないんだが……」

　俺の言葉にグリモワールは何故か青ざめると、ざざっと後ろに下がり、地面に頭を埋め込むほどの勢いで頭を下げた。

「このグリモワール、ロイド様に誠心誠意尽くすことを誓います！　使い魔にでも何でもなります！　だからお願いだ！　もう勘弁してくだせぇっ！」

「使い魔、か……」

　よくわからないが、そこまで言うなら今日はこの辺でやめてもいいかな。

　使い魔になってくれるなら魔術の実験はいくらでもできるし。

　……うん、悪くない。

　俺はにっこり笑うと、グリモワールに手を差し伸べた。




「わかったよ、じゃあ俺と契約するか？」

「へいっ！」

　俺の差し出した手にグリモワールは縋すがりつく。

　眩い光が俺たちを包み、契約が完了した。

「……くそぉ、このグリモワール様が人間の使い魔になるとはなんたる屈辱……だがこいつの実力は半端じゃねぇ。十分な信頼を得た後に上手くそそのかして利用してやれば、俺が世界を陰から牛耳る事だって可能。くひひ、その時までの辛抱だぜぇ……！」

「ん？　何ブツブツ言ってるんだ？」

「い、いいえなんでも！　なんでもありやせんぜ！　ロイド様！」

　慌てふためくグリモワール。

　何だか情緒不安定な奴だな……まぁいいか。

　ともあれこうして、グリモワールは俺の使い魔になったのである。

「おっと、そろそろ夜が明けるな。その前に片づけてから帰るとするか」

　地下書庫は俺がグリモワールと遊んでいた事で少々散らかっていた。

　あらかじめ結界を張ってあったので損傷などの被害はほとんどないが、本棚や調度品に少々の乱れがある。

「手伝いましょうかい？　ロイド様」

「それには及ばないさ。……よっ」

　俺が術式を展開すると、散らばっていた本や魔道具がふわりと浮き上がり、元あった場所へと帰っていく。

　これは俺の編み上げたオリジナル術式。

　物体そのものの記憶を辿り、力を与えて自ら元あった場所へと戻すというものである。

　その効果は物体であればチリでもホコリでも全てに有効で、俺が消滅させたグリモワールの本も元通りだ。

　……ただし外観だけ、であるが。

「おおっ、こりゃすごい魔術ですな！」

「魔術という程のものではないけどね。でも探し物や片づけなどには便利だよ」

　ちなみに魔力を編み込んだものを術式、それを束ねて特定以上の効果を発揮させるものを魔術という。

　このくらいでは魔術とは呼ばないのである。

「ところでグリモワール、お前その姿じゃ目立つよな。小さくなったり姿を消したりは出来ないのか？」

「出来なくはないっすが……」

　言葉を濁すグリモワール。

　姿を変える魔術はかなり高レベルだからな。

　それに使い勝手の悪さから使い手を選ぶ魔術だ。使えなくても仕方ないか。

「じゃあ俺の身体に住むといい。右手を貸そう」

　俺が右手を差し出すと、グリモワールは信じられないといった顔になる。

「は……？　い、いいんですかい？」

「その方が目立たないだろ？」

　グリモワールは戸惑った様子だったが、俺から顔を背け口元をにやけさせる。

「……くひひ、こいつありえねぇぜ。使い魔をその身に宿すなんてのは、よほどの信頼関係がなければ常に命を狙われる覚悟をせねばならない。そんな事も知らねぇのかよ、甘ちゃんめ。腕一本も使わせてくれるんなら本体を殺すのは容易！　眠っている時にでもぶち殺して身体を乗っ取ってやるぜぇ……！」

「おーい、何ブツブツ言ってるんだよ。早く来い」

「へいっ！　ただいま！」

　グリモワールは勢いよく返事すると、黒いモヤになり俺の右手に入っていく。

「な、なんだこりゃあ!?　体内の魔力密度が半端じゃあねぇ！　こんなギチギチに詰まってやがったら、俺が入るスペースが……ね、ねぇ……！　右腕、は無理だ。ならせめて手首から上……ぐっ、駄目だ！　指先一本すら、入れねぇ……！　うおおおおおっ！」

　咆哮の後、掌に一本の線が入り、ぐぱっと口が開いた。

　グリモワールはぜぇぜぇと息を吐いている。

「はぁーっ！　はぁーっ！　て、掌の皮一枚が限界だった……！　何つー魔力密度だ……！」

　何かブツブツ言ってるが、無事入れたようである。




「おっ、その手もしかして二重詠唱してた時のか？」

「え、えぇそうでさ！　ロイド様が二重詠唱に興味を持っていたのはわかっていやしたからね。もちろんこの身体はロイド様のものですから、自分の意思で動かせます」

「本当か？　それは面白そうだ」

　二重詠唱か。使い方によっては色々な事が出来そうだ。

　うん、ワクワクしてきた。あとで早速試してみよう。

「身体を乗っ取るのは無理だったが……こうして取り入っておけば奴もそのうち油断するだろう。なに、焦る事はねぇ……じわじわ行くぜぇ。くひひひひ」

「ん、何か言ったか？　グリモワール」

「い、いいええ何も！　そ、そうだロイド様、自分の事はグリモでいいっすよ！」

「そっか。これからもよろしくな。グリモ」

「へ、へいっ！　粉骨砕身、ロイド様の為に働かせていただきますぜ！」

　そうこうしているうちに部屋の片づけが終わり、俺は書庫から外へ出て部屋へ戻り、そのまま眠りに就いた。




◇◇◇




　翌日、俺は城の屋上へ来ていた。

「ロイド様、こんなところに来て、一体何をなさるんで？」

「早速二重詠唱を試してみようと思ってね」

　今は昼休みなので、見張りの兵士たちも休憩に行っており誰もいない。

　当然結界は展開済み。

　時間は短いが今なら心置きなく魔術の実験が出来るのだ。

「それじゃ、力を貸してくれるか？　グリモ。まずは詠唱合わせをしてみよう。『炎烈火球』の詠唱は出来るかい？」

「もちろんでさ！」




　魔術には全て詠唱が存在する。

　ただ殆どの魔術師は各々自分に合った形の術式で無詠唱化、あるいは簡略化しているのだ。

　下位の魔術なんかは詠唱も魔力もほぼ必要ないが、上位魔術になってくると流石に術式だけでは補えない為、呪文の詠唱が必要となってくる。

　それを二重詠唱で、同時発動させる。

　果たしてどんな効果が生まれるのか……ワクワクするな。

「行くぞ、グリモ」

「へいっ！」

　俺の言葉と共に、右手にあるグリモの口が開いた。

　改めて、呪文の詠唱を開始する。

「■──」

「ぎゃあっ!?」

　突如、グリモが悲鳴を上げた。




「ななな、今のは一体なんなんでさ!?」

「え？　呪文を詠唱しただけだが……」

「今のが!?　なんかとんでもない量の呪文が一気に聞こえたんですが!?」

「あぁ、呪文束だよ。一呼吸に百の呪文を束にして突っ込んでいる」

　先刻紡いだ■がその束である。

　魔人ともなればこのくらい出来ると思ったのだが……

「いや、無理っすよ！　呪文束くらいは知ってますが、束ねられるのはせいぜい二つか三つくらいっす！　その詠唱速度についていくには下位魔術の……たとえば『火球』とかでないと無理っすよ！」

「『火球』に詠唱は不要だろ？」

「い、いえ……自分は普通に必要っすよ……」

　驚いた。『火球』みたいな下位魔術にも詠唱が必要なのか。

　古代魔術は詠唱重視の文化なのかもしれないな。

　こっちは逆に詠唱短縮に特化した術式を編んでいるから、下位魔術に詠唱は出来ないんだよな。

　まぁ、そういう事なら仕方ない。




「じゃあ俺一人でやるしかないか」

「ひと……っ！　ってことは二人分の詠唱を一人でやるって事っすか!?」

「あぁ、とりあえずこっちの口で普通にしゃべれるかだが……あーあー、うん。普通にいけるな」

　手の口から声を出してみる。妙な感覚だが、難しくはない。

　これなら一人二重詠唱も出来そうだ。




「念のため結界を張っておくか。では改めて……◇◇◇──」




『炎烈火球』と『滝烈水球』、二つの上位魔術を二重詠唱する。

　やや上空に座標を指定したそれは、正確に発動している──

　──いるのだが、なんだこりゃ。とんでもない魔力の昂りを感じる。

　これ以上やると結界がもたない！　そう判断した俺は魔力供給を断ち、強制的に発動させる。

　直後、混じり合った二つの魔術が破裂する。

　どおおおおおおん！　と大爆発を引き起こし、結界は消滅。周囲の雲が消し飛んでいた。

「な、なんつー威力……！」

「あー、こりゃすごいなぁ」

　これが二重詠唱か。かなり威力を押さえたつもりだったが、それでも俺の結界を破るとはな。

　全力で撃ったらどうなる事やら。




「なんだ！　城の上空ですごい音が聞こえたぞ！」

「まさか竜でも現れたか!?」

「走れ走れ！」




　階下から見張りの兵士たちの声が聞こえてきた。

　やべっ、見つかったら怒られちまう。

　俺は屋上から飛び降り、自分の部屋へと駆け戻るのだった。




　部屋に帰った俺はベッドに寝転んでいた。

　頭の中は先刻試した二重詠唱でいっぱいだ。

「なるほどなるほど、二つの異なる詠唱で魔術を発動させた場合、単純に１＋１が２になるわけではなく、全く別物となるのか……」

『炎烈火球』も『滝烈水球』もあのような閃光爆発を引き起こす要素はない。

　恐らく呪文が重なり合う事で、新たな現象を生み出したのだろう。

　そんな話を城の書物で読んだことがある。それは一人ではなく二人で使う二重詠唱だったが。

　それにしても他の魔術ではどんな反応が起こるのだろうか。色々試してみたいよなぁ。

「なぁグリモ、空間歪わい曲きょく魔術とかで別次元に部屋とか作れないか？」

「んなのできるわけねぇっすよ！　つかなんっすかそれ、聞いたこともねぇですよ！」

　流石に難しいか。

　空間系統の魔術は俺にとっても難易度が高く、一つ二つしか使えない。

　魔術の実験ができるほどの巨大な空間を制御するのは流石に無理だ。

「うーん、実験場所が欲しいところだな……」

　射撃場を使うわけにもいかないし、かといって屋上も今回の件で警備が厳重化したからなぁ。

「城の外でやればいいんじゃないっすかね？」

「城外か……確かに城の外には広大な大地が広がっている。試し撃ちにはもってこいだろう。しかし城の外に勝手に出た事を知られると、かなり怒られそうだ」

　第七とはいえ一応王子である。

　自由にしていいとは言われているが、そこまでの勝手な行動は許されていない。

「へへへ、コッソリ抜け出せばいいんすよぅ。どうせわかりゃしませんって」

「抜け出すだけならともかく、そんな長時間、バレずに済むのは無理だな」

　特に問題なのは護衛兼世話役であるシルファだ。

　毎日剣術ごっこに誘ってくるのだが、どこで隠れて本を読んでいてもあっさり見つかってしまうのである。

　……いや、待てよ。よく考えたら今はグリモがいるし、アレを使えば短時間なら誤魔化せるかもしれないな。

「……少し試したい事がある。付き合ってくれるかい？　グリモ」

「もちろんでさ！」

　試したい事というのは魔術による身代わりだ。

　俺は手を広げると、鏡を前にして自分の姿を見ながら、目の前に魔力を集めていく。

　中心に小さな種が生まれ、それが芽を出しぐんぐんと空中に根を伸ばしていく。

　根は次第に人を形作り始めた。

「おおお……なんなんすかそりゃ……？」

「樹系統魔術、『木形代』だよ」

　特定系統に存在する『形代』は、魔力で木や石などを形作り、様々な物を生み出す魔術。

　特に樹系統魔術による『形代』は樹木を育てて形とする為、弾力と硬さに富み、繊細な造形を可能とするのだ。

　あっという間に俺と全く同じ姿の人ひと形がたが完成した。

「こんな精巧な『形代』は見たことありませんぜ。全くこりゃあたまげたもんだ。ロイド様そっくりじゃねえっすか」

「そういう風に作ったからね」

　似ているのは外見だけではない。

　土系統も加える事で、骨を石、肉を泥、皮膚を樹脂、全身に根を這はわせ神経とし、血流のように魔力を流し動力としているので、当然動かす事も出来る。

　土と木で作っている為かなり脆もろいが、注ぎ込む魔力次第では数日は活動可能である。




「確かに見た目だけなら問題はないんだが、どうにも動かすのに手がかかってね……」

　作り出した物体を人間のように動かすのは、かなり気を遣う。

　とてもじゃないが身代わりを動かしながら外出し、魔術の実験なんて不可能だ。

「そりゃ自分の身体を二つ制御するようなもんでしょう。人間技じゃねぇですよ」

「うん、だからこいつの制御をグリモに頼もうと思う」

「な──!?」

　驚愕の表情を浮かべるグリモに言葉を続ける。

「グリモは実体と精神体の間にいるような構造だろう。だったら実体の部分を俺の右手に残し、精神体をこの人形に宿らせるなんてことも出来るんじゃないのか？」

「そりゃまぁ、造作もねぇことですが……」

「会話の受け答えは俺がするから大丈夫だ。グリモは状況に合わせて身体を動かしてくれればいい」

　俺の問いにグリモは何故かそわそわしている。

「……その、ですがいいんですかい？　ロイド様の思う通りに振る舞えるとは限りませんぜ？」

「？　俺が頼んでいるんだから、構わないだろう？　早速その中に入ってみてくれ」

「へぇ……じゃあ……」

　俺が急かすと、グリモは訝しむように人形の身体に入っていく。

　人形の目が開き、動作を確認するように手足を動かすグリモ。

　うん、問題はなさそうだ。

　グリモは立ち上がってぐりぐりと首を動かした後、俺に背を向け口元をにやけさせた。

「……ぐひひ、信じられないぜ。もうこんな自由が貰えるとはよ……余程信用されてるのかぁ？　こいつが一人で外へ行ってる間に周りの人間を上手く使えば……」

「グリモ」

「へ、へいいいっ！」

　声をかけるとグリモは驚いたのかびくんと、肩を震わせた。

　何故か恐る恐る振り向くグリモに、にっこり微笑みかける。

「頼んだよ」

　そう言うと、グリモは呆ほうけた顔で俺をじっと見つめてくる。

「？　どうかしたかい？」

「い、いいえ、何でもないでさ！」

　パタパタと手を振りながら、俺から視線を外す。




「……あの顔、何か企んでやがるのか……？　はっ!?　そうか、俺様を試してやがるんだ！　自由に泳がせていると見せかけ、裏切りの気配を見せたら殺すつもりだな!?　くく、気づいてよかったぜ。奴の魔術は得体が知れねぇからな。そのくらいの術式は余裕で組んでいてもおかしくはない……！　ならば今、下手に動くのは得策じゃねぇよな。まずは奴の信頼を得る事に集中すべき、か……」

　そしてまた何やらブツブツ言い始めた。

　一体どうしたのだろうか。

「どうしたグリモ、大丈夫か？」

「い、いえいえ、何でもないでさ！　ともかくこのグリモ、ロイド様の為に粉骨砕身、やらせていただきますぜ！　へへ、へへへへへ……」

　ぎこちなく笑うグリモを見て、俺は首を傾かしげる。

　何だか独り言の多い奴である。

　慣れない人間世界での生活で、精神的に疲れているのかもしれないな。




『隠遁者』を使って城を抜け出た俺は、同じく風系統魔術である『飛ひ翔しょう』にて街から遠く離れた荒野へと辿り着いた。

　見渡す限りの荒野、周りには街も人もいない。

　うん、ここなら思う存分魔術の実験が出来そうだ。

　おっと、その前にグリモに連絡を入れておくか。

　こめかみに指を当て、目を閉じて念じる。

「グリモ、聞こえるか？」

「えぇロイド様、聞こえますぜ。今は図書館で本を読んでいやす。何人かとすれ違いやしたが、特に気にした者はいなそうっす」

「そうか。シルファが来たら、その時は教えてくれ」

「がってんでさ！」

　とりあえずグリモの方は問題はなさそうである。

　これならしばらくは実験に専念出来そうだ。

「そういえば思いっきり魔術を使うなんて、初めてかもしれないな」

　生まれた時に『火球』で部屋を破壊して以来、危険すぎるので攻撃魔術の使用は控えていたのである。

　魔術書で理論だけ習得し、結界を張って加減して撃ってみるのが精いっぱい。

　思い切り魔術を撃ったらどうなるか、怖いような楽しみなような……

　戦々恐々としながら俺は掌から口を生み出すと、二重詠唱を開始する。




「「■■■、■、■■」」




　呪文束にて詠唱するのは火系統最上位魔術、『焦熱炎牙』と土系統最上位魔術『震撃岩牙』。

　詠唱と共に魔力が集まっていき、はち切れそうになったそれを解き放つ。

　ずずん！　と地響きが鳴り、地面が大きく隆起した。

　それと共に炎が吹き上がる。

　ただの岩ではなく真っ赤に焼け爛ただれた溶岩の塊だ。

　あちち、ちょっと離すか。

　座標を前方に向けさせると、溶岩は倒れながら荒野を焼いていく。

　そこに触れた岩山がじゅううと白い煙を上げて溶け、溶岩弾が地面に落ちて火柱を上げた。

　これは……思ったよりヤバい威力だな。

　前方二百メートル四方が焼け野原になっちまった。

　上位魔術でも効果範囲は10メートル四方もないくらいなのだが……これが二重詠唱の威力か。

「しかし火と土の二重詠唱で溶岩か。イメージ通りだな。この調子なら他の組み合わせも多分……ともかく、もっといろんな組み合わせを試してみよう」

　俺は二重詠唱魔術を気が済むまで試し撃ちした。

　氷塊が地面を貫き、稲妻が空を駆け、竜巻が巻き起こる。

　凄まじい破壊音と衝撃波が吹き荒れるのを見ながら、俺はふむと頷く。

「なるほど。やはり二重詠唱魔術は元となった魔術を掛け合わせた形になるのか」

　魔術というのはイメージが強く影響する。

『火球』なら火の玉を強くイメージしなければ発動しない。『水球』は水の玉、『土球』は土の玉も同様だ。

　上位魔術となるとイメージだけでは足りないので、呪文の詠唱や術式、触媒の使用などでそれを補強するのだ。

　なので、二重詠唱は元となる二つの魔術を掛け合わせたイメージの通りに発動する。

　例えば火と土で溶岩、水と土で氷、火と風で雷、風と土で砂……とそんな具合だ。




　まぁこれは想定内というか、実はこれらの組み合わせは本で読んでて知っていた。

　滅多に見られるものではないが、二重詠唱自体は昔から存在している。

　グリモのような技を持つ者や、息の合った魔術師二人であれば行使可能だからな。

　実際試すとどうなるかという確認だったのである。

　それよりも他に試したい組み合わせはあるんだよな。

　まずはこれ、幻想系統魔術『模写姿』。

　これは魔力の膜で自分の身体を覆い、別人の姿に変えるというものだ。

　特にイメージが重要な魔術で、よく知った姿でないと変身出来ないというものだが、これを二重詠唱で発動させればどうなるか。

　俺の想像通り事が運べば……物は試しとばかりに『模写姿』を二重詠唱。

　発動と共に俺の身体が光に包まれていく。




「……えーと、鏡鏡……と。おっ、いい感じだな」

　鏡の前に映るのは少しだけ背を高くし、少しだけ髪の色素を薄くし、結構イケメン化した俺の姿。

　そう、『模写姿』を二重詠唱し、片方を自分、もう片方をアルベルトにて発動させたのだ。

　俺とアルベルトの姿のイメージが混じり、丁度中間ぐらいの容姿になったのである。

　この姿なら万が一外で俺の姿を見られても、正体を知られることはない。

　ついでにアルベルトにも迷惑をかけないしな。

　ていうかさっき上位魔術を撃ちまくったし、誰か近寄ってくるかもしれないか。

　いったん場所を移した方がいいだろう。

　何せ目の前はすさまじい破壊の嵐が吹き荒れた後である。

　こんなものの近くにいては、知らぬ存ぜぬも無理がある。

「そうと決まれば……」

『飛翔』にて、俺はその場を後にする。

　岩山と岩山の間を文字通り飛翔し、先刻の場所から大分離れた辺りだろうか。

「ん、あれは……」

　眼下を見れば、何者かが争っているのが見える。

　どうやら人間と魔物の群れが戦っているようだ。

　おおっ、魔物って見たことがなかったんだよな。

　よし、隠れて観察するとしよう。

　俺は岩山の陰に降りると、そこから戦いの様子を覗のぞく。




　魔物と戦っているのは年若い少女だった。

　艶のある黒髪を両サイドで括り、お団子にしてそこから垂らすようにして伸ばしている。

　拳法服とでもいうのだろうか、動きやすそうな服の胸元は涼しげに開き、背には『武』という文字が刻まれていた。

　少女は軽やかな足取りで魔物を翻弄しつつ、拳一つで戦っている。

「あれは多分、冒険者だな」

　冒険者というのは便利屋のようなもので、金を稼ぐ為に魔物を狩ったり、素材なんかを集めたりする連中だ。

　強さによって階級分けがされており、ＥからＡまでランクがあるんだっけか。

　正直あまり興味がなかったし、よくわからないんだよな。

　少女を取り囲むのはブタ顔の巨体。

　あれは確かオークだっけ、城にあった魔物図鑑で見た事がある。




「せやあっ！」




　少女が気合と共に掌底を叩き込むと、オークが吹き飛ばされた。

　倒されたオークは口から泡を吐き、びくんびくんと痙けい攣れんしている。

　よく見れば周りには何体ものオークが倒れ伏している。

　確かオークはかなり強い魔物だと書いてた気がする。

　それをあれだけの数、一人で倒すなんて……あの子結構すごいな。

　怯ひるんだオークたちを、少女は鋭い眼光でじろりと睨みつけた。

「ぷぎぎっ！」「ぷぎー！　ぷぎー！」
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　するとオークたちは悲鳴を上げて、逃げ出してしまった。

　あぁ、もっと見たかったのに……残念だ。




「そこにいるのは誰ね！」

　そんな事を考えていると、少女が声を上げた。

　俺の事だろうか？　そう思い顔を出してみると、少女はこちらに視線を向けていた。

　相当離れていたのに感づくとは……武術の達人は離れている者の気配を察するというし、ここは観念して出ていくか。

　俺は両手を上げ、敵対の意思なしとアピールしながら岩陰から出ていく。

「……えーと、こんにちは。怪しい者じゃないよ」

「っ!?」

　俺を見た少女が一瞬、驚いたように目を丸くした。

　まさか知り合い？　いやいやそんなはずはないか。この姿、今俺が作ったんだし。

　少女は長い沈黙の後、ぼそりと呟く。

「……何者か？　オマエ」

　名前、か。そういえば考えてなかったな。

「えーと……俺はロ……ベルト。冒険者なんだけど、仲間とはぐれちゃって……」

　あまり怪しまれても面倒だし、冒険者という事にしておこう。

　俺の言葉に少女は少し考えて言葉を発する。

「アタシはタオ。冒険者階級はＢ、ジョブは見ての通り武闘家ね」

「なるほど、タオさんは一人なの？」

「弱っちぃ奴らと馴なれ合う趣味はないだけよ」

　俺の問いに、タオと名乗った少女はつまらなそうに返してきた。

　あまりよく知らない人間との接触はよくない。

　時間も無限にあるわけじゃないしな。

　ここは適当にずらかるべきか。

　俺はこっそりとタオに背を向ける。

「あー、じゃあ俺はこの辺で……」

「待つね！」

　がっしと肩を摑つかまれた。

　いてて、すごい力だ。




「ここは魔物の出る危険な荒野、オマエ弱そうだし街へ帰るまでに食べられるよ。アタシも今から帰るとこだし、街まで送るね」

「いやいや、俺も冒険者。ちゃんと一人でも戦えるから大丈夫だよ」

「ダメね。ここで見捨てたら女が廃るよ」

　有無を言わさぬその鋭い目。

　この迫力、何となくシルファを思い出させる。

　……あまり人の親切を無下にするのもよくないか。

　冒険者と魔物の戦いを間近で観察できるチャンスだし。

「わかったよ。お願いします」

「うん、任せるね！」

　ため息を吐く俺を見て、タオは満面の笑みを浮かべる。

　そして俺に背を向け、歩き始めた。

「キタァーーー！　とんでもないイケメンある！　アタシの好みドストライクね！　ここで恩を売っておけば、感謝の壁ドンくらいは期待出来るね……フヒッ、フヒヒヒヒ……」

　……なんだろう。凄く邪悪な顔をしている気がする。

　まぁいいか。何かあったらダッシュで逃げよう。




　タオに連れられ、俺は半ば無理やり街に向かっていた。




「ふん♪　ふふふふーん♪　ふふーん、ふんふーん♪」

「タオさん、随分ご機嫌だねぇ」

「タオでいいね。アタシもロベルトと呼ぶよ。それに冒険者同士、敬語なんかいらないね」

　鼻歌を歌いながらタオは答える。

　何だろう、初めて会った俺に対してここまで親切に、ここまで上機嫌になれるものなのだろうか。

　見知らぬ他人同士、普通は警戒しそうなもんだが……

　あ、この恰かっ好こうか。いつもの姿で『模写姿』したから、王族の服のままなのだ。

　多分タオは俺の事を貴族のボンボンだと思っており、助けて報酬金をたんまり取ろうという算段なのだろう。

　あとで逆恨みされても面白くないし、くぎを刺しておくか。

「えーと、タオ？　言っておくけど俺は金とかは持ってないよ？」

「そんなの関係ないよ。アタシ、ロベルトからお金取る気ないね」

　タオは俺の言葉にも首を傾げて返すのみだ。

　うーむ、本当に金目当てじゃないのだろうか。

　それにタオはさっきから顔が緩みっぱなしだし。

「ふひひ、金も強さも必要ないよ。アタシが欲しいのはイケメンな彼氏ある。──道場の娘に生まれたアタシは物心ついた時から彼氏の一人も作らず武道に明け暮れたね。そして十八歳になったアタシは出会いを求めて道場を飛び出し冒険者になった。でもイケメンたちは僧侶や魔術師みたいなか弱い女ばかりを狙ってアタシみたいなのには目もくれない。ならば考え方を逆転するよ。向こうが来ないならアタシから行けばいい……！　すなわちピンチのイケメンを助けて惚ほれられればよい──という寸法ね。襲い来る魔物からロベルトを守り、いいところを見せればアタシも念願のイケメン彼氏ゲットある！　このチャンス、絶対に逃さないよ。ふひっ、ふひひひひ……」

　……すごく邪よこしまな顔だ。邪だけどアホな事を考えている顔だ。

　ていうかブツブツ言ってちょっと怖い。

　完全に自分の世界に入っているな。

　俺がドン引きしているといきなりタオの目がくわっと見開いた。

「ロベルト、魔物ね！」

　タオは跳ね上がるように両手足を伸ばし、姿勢を低くする。

　あれが武道家の構えというやつだろうか。

　まるで獣が今にも飛びかかりそうな体勢だ。

　タオはその姿勢のまま、じろりと周囲を睨みつける。

「ほっ！」

　短く声を上げたかと思うと、タオの足元の石が一つ、空中に跳ね上がった。

　瞬間、タオの身体がつむじ風のように高速回転する。

　びしっ！　と鋭い音と共に石が遥はるか彼方へと飛んでいき、岩陰に吸い込まれていく。




「ギャッ！」

　悲鳴。そして倒れる音。

「よし、当たりね」

　小さくガッツポーズをするタオ。

　すぐに岩陰からぞろぞろと小さな人影が出てきた。

　土色の身体に小人のような体たい軀く。小さな角に大きく不気味な赤い目。

　手にはこん棒やら錆さびたナイフやらを持っている。

　あれは確かゴブリンだっけか。

　確か最弱クラスの魔物だ。

　しかしそれは単体での評価、徒党を組むとかなりヤバいとも書いてあった。

「姿を現したね小鬼ども。かかってくるある！」

　一足にて、ゴブリンたちの懐へ飛び込んだタオは、勢いのまま飛び蹴りを放つ。

　ゴブリンは吹きとび、岩壁に叩きつけられめり込んだ。

　タオの攻撃はそれだけで終わらない。

　一瞬だけ着地すると、狼狽うろたえるゴブリンたちに回し蹴りを喰らわせた。

　小さな踵かかとがゴブリンたちの脳天を悉ことごとく捉え、一体、また一体と倒れ伏していく。

「ギャアッ！」

　着地したタオにゴブリンが反撃しようとこん棒を振り下ろすが、タオは既にそこにはいない。

　残像を残して消えたタオはゴブリンの背後に回り込んでいた。




「──遅いよ」




　ずんっ！　と拳がめり込み、ゴブリンはぐらりと崩れ落ちた。

　呼吸を整えるタオを見ながらも、怯おびえすくんだゴブリンたちは動く事ができない。

　──強い。

　素手であんな威力が出るはずがない。

　そういえばタオの淡い紅色の髪、澄んだ藍色の目、顔だちは遥か遠くにある異国のものだな。

　異国には『気』を使い、それを纏まとわせた素手で戦うという話を何かの書物で見たことがある。

　呼吸で体内に気を巡らせ、練り込むことですさまじい力を発揮することが出来るとか。

　眉唾だったが、こうして実際に見ると信じざるを得ない。

　そう言えばいつも独特の呼吸をしていたな。

　あれがそうなのだろうか。

「ギャアッ！」「ギャアギャア！」

　後ろから聞こえる奇声に振り返ると、目の前には二体のゴブリンがいた。

　うおっ、びっくりした。タオの戦闘に夢中になりすぎたようだ。

　もちろん魔力障壁を張ってあるので問題はないが──

「ほあっちょーーーっ！」

　まるで滑るように移動してきたタオが、ゴブリン二体のどてっぱらに、それぞれ掌底を叩きこんだ。

　衝撃で天高く飛んでいくゴブリンたちは長ーーーい滞空時間を経て、地面に激突した。

「ギャアーーーッ！」

　それを見て悲鳴を上げるゴブリンたち。

　タオの強さに恐れをなしたのか、気づけばゴブリンたちはいなくなっていた。







「ありがとうタオ、助かったよ」

「ふっ、礼は無用ある」

　タオは背を向けたまま、仁王立ちをしている。

　……どうしたのかな。さっきからずっとその体勢のままだ。

　しかも物欲しそうにこっちをチラチラ見ている。一体なんだろう。

　さっき言ったお礼以外の言葉を待っているような……む。

　逃げるゴブリンたちを目で追っていると、大きな穴の中に逃げ込むのが見えた。

　アレはもしや……ダンジョンか！

　ダンジョンとは沢山の魔物が存在する不思議な場所だ。

　奥にはお宝もあり、貴重な魔道具や魔書なんかもあるらしい。

「こうしちゃいられない！」

　俺は矢も楯たてもたまらず走り出す。

　──風系統魔術『疾走』、風を纏った身体は羽のように軽くなり、高速での移動が可能となる。

　地面を蹴ると、文字通り飛ぶように駆ける。

「あ！　ちょっとロベルト、どこいくある！　アタシへの愛の告白を忘れてるよーっ!?」

　後ろからタオが何か叫びながらついてくるが、風の音でよく聞こえない。

　そんな事よりダンジョンだ。

　俺は全力疾走でダンジョンへ向かうのだった。







「おぉ、ここがダンジョンか……」

　目の前にぽっかりと空いた穴を見て、俺の口元が思わず緩む。

　様々な種類の魔物、更に魔道具などのお宝……ダンジョン自体、何故生まれるのかよくわかっておらず、内部は危険なのでろくな調査がされてないのだ。

　だから一度入ってみたかったんだよな。

　ワクワクしていると、タオが追いついてきた。

「はぁ、はぁ……ろ、ロベルト、オマエめっちゃ足速いあるな……！」

　息せき切らしながら、呼吸を整えるタオ。

　あ、すまん忘れてた。

「ふー……、……、すぅー……」

　あっという間に呼吸を整えるタオ。

　魔法も使わず俺の『疾走』についてくるなんて、これが『気』の力か。

　もちろんタオの持つ『気』も興味がある。

　いやーしょっぱなからこんなに色んなものが見れて、外に出て本当によかったなぁ。

「ってこれダンジョンあるか!?」

「うん、さっきゴブリンたちがここへ逃げていくのがチラッと見えたんだ。俺は中に入るけどタオはどうする？」

　俺の問いにタオは考え込んでいる。

「ダンジョン……正直危険ある……でも危険度が高い分、ロベルトの好感度を上げ易いはずね。見たところロベルトはかなりのニブチン。百回は助けないとアタシを好きにさせるのは難しそうね……」

　しばらくブツブツ言った後、タオは頷いた。

「わかったよ。ロベルトが行くならアタシも行くね」

「よし、決まりだ」

　というわけで俺たちはダンジョンへと足を踏み入れる。

　中は岩石に囲まれた洞窟。灯りはないが全く見えないというわけでもない。

　光る石が各所に埋まっており、それが光源になっているようだ。

「……これは確か光石だったか。術式もなしでこれだけの光を放つとは素晴らしいな」

　魔術の実験に利用できそうだし、いくつか持って帰ろう。

　その様子をタオは呆れた様子で見ている。




「そんなもの持って帰ってどうするよ？　光石はダンジョンから外に出すとただの石ころになるね」

「いいんだよ。理屈を知りたいだけだから」

「ふーん、変わってるな」

　拾った光石は鞄かばんに詰め込んでおく。

　この鞄には空間系統魔術『領域拡大』の魔術をかけている。

　袋や鞄など密閉されたものにしかかけることが出来ないが、中の空間を自由に広げられるというものだ。

　おかげでこの鞄には本来の何十倍もの容量がある。

　と言っても空間系統魔術はこれの他には一つ二つしか使えないんだけどな。

　空間系統魔術は非常に難易度が高く、使い手もいないので文献も少ないのだ。

「待たせて済まなかったね。早く先に進もうか」

　光石は興味深いが、それだけに時間を取られている暇もない。

　俺はダンジョンを進んでいく。




「止まるねロベルト、魔物よ！」

　いきなりタオが立ち止まる。

　猫のような柔らかい動きで壁の方を向くと、一気に距離を詰める。

　そして壁に掌底を叩きこんだ。

　一体何を……俺がそう思った瞬間である。




「ギ……!?」

　うめき声をあげ、壁が崩れ落ちてきた。

　見れば壁は泥のような姿になって溶けていく。

「なんだこりゃ……」

「ストーンスライムね。岩に隠れて不意打ちを仕掛けてくるよ。あのまま進んでいたら危なかったね」

「へぇー。面白いな」

　擬態する魔物か。しかもかなり出来が良かった。

　タオの攻撃が当たった瞬間でも全然わからなかったしな。

　こいつの身体もちょっと持って帰ろう。何かに使えるかもしれないし。

　俺は砕け散ったストーンスライムの破片をこっそり鞄に入れた。

「それにしてもタオはすごいな。俺には岩にしか見えなかったよ。『気』の使い手は不思議な力を持つというが、今のがそうなのかい？」

「ほう、ロベルトは『気』を知ってるのか。大陸でそれ知ってる人、あまりいないね、勉強家ね」

「本を読むのが好きなんだ。実際見るのは初めてだけどね」

「それ、とてもいい事よ。知識は武と同じくらい力になるね」

　タオはにっこり笑うと、またダンジョンの奥へと歩き始める。







　その後もゴブリンにオーク、様々な魔物が出てきたがタオの敵ではなかった。

　あんな細い腕なのに、とんでもない威力が出るんだもんなぁ。

　……『気』か。魔術に活かせるかもしれないな。

　タオの呼吸法は……こんな感じだっけか。

「すー、はー……」

　歩きながら、俺は息を深く吸い込み、長く吐く。

　なんとなく、まだ魔力を知覚できない魔術師の卵なんかが行う修行に似ているな。

　精神を統一し、呼吸に全神経を集中、体内を循環する魔力の流れを意識する……

　魔術師の修行でも初歩の初歩、才能ある魔術師は必要とすらしない修行。

　……前世で魔術の才能がなかった俺は、最初の頃はずっとこれをやっていたのである。




　うん、見様見真似だが、何となく体内に力がみなぎっていくような感じがする。

　魔力を完全に知覚しているからこそわかる。

　身体の奥底に感じる力……これが『気』というやつだろうか。

　自分だけでなくタオの呼吸、ダンジョンのあちこちからも微かな呼吸の気配が感じ取れる。

「む、前方に何かいる……？」

　曲がり角の向こう側から濃い気配を感じた。

　俺の言葉にタオは驚いたように目を丸くする。

「……驚いた。ロベルトも『気』を使えるか」

「似たような修行をした事があるからね。ちょっと真似てみた。面白そうだったしね」

「オモシロ……って、気配察知だけでも普通は五年は修行しないと身に付かないよ。それを見ただけで使えるようになるなんて……とんでもない才能ね」

　呆れた様子でため息を吐くタオ。

「でも面白そうだからって理由、とても好ヨシね。好きこそものの上手なれよ。そういう事ならいいものを見せてあげるね。よく見ておくといいよ」

　そう言うと、タオは円を描くように身体を動かしていく。

　タオの臍へそから生み出された『気』は、全身を循環するように回りながら、タオの両腕に集まっていく。




「破ッ！」




　駆け声と共に十分に集まった『気』の塊を放つ。

　それは前方、敵の気配がする方へと飛んでいく。

　直後──ずずん！　と衝撃音が鳴り、魔物の気配が消滅した。

「ふふん、これが『気孔弾』ね。今のは見せる為にわざとゆっくり撃ったけど、もちろん高速で放つことも可能よ」

「おおー、すごいなタオ」

「ま、ね」

　タオはふふんと鼻を鳴らすと、俺に背を向けた。




「『気』まで使えるなんて、こいつはとんだ拾い物ね。それにロベルトは『気』に興味津々……教えてあげる名目で師匠と弟子でラブなロマンスも期待できそうよ。しかも立派な武道家に育て上げれば、うるさいじいちゃんもアタシの許嫁いいなずけとして認めるに違いない……ふひっ、こいつはとんだ拾いものあるな……」

　タオは何やらブツブツ言いながら、不気味に笑っている。

　……なんか怖いし、放っておいて先に進むか。




「好ヨシ、中々筋が良いよ！」

　俺が『気』を巡らせ、手元に集めるのを見てタオが嬉しそうに手を叩く。

　タオは俺が『気』に興味を持ったのがよほど嬉しかったのか、親切にも色々と教えてくれている。

　教え方も上手く、俺自身に下地があったこともあり、おかげである程度『気』の操作は出来るようになっていた。

「大したものね。こんな短期間で『気』をものにするとはびっくりよ」

「タオの教え方がいいんだよ。実際に『気』を使っているのを見ながらだと、わかりやすいしね」

「んま、そんな事言って褒めても何も出ないあるよぅ♪」

　タオは嬉しそうに腰をくねらせながら、俺の背中をツンツンしてくる。……教えてくれるのはありがたいが、ちょっと気持ち悪いのが玉に瑕きずだ。

「しかしロベルト、『気』の呼吸、つらくないか？　慣れないうちは肺にすごく負担かかるはずよ」

「そうでもないよ」

「んなはずないね。『気』の呼吸は肺が焼け付くような痛みあるよ。アタシでもピリピリするから長期間は無理なのに……」

「うん、確かに痛いけど、でも楽しいしね。全然苦じゃない」

　前世でやってた瞑めい想そうで慣れてたからかな。

　全然平気だ。

「そ、そうあるか……」

　俺の言葉に呆れ顔になるタオ。

　なんか変なこと言ったかな？

「それにしても、お宝が全く落ちてないな」

　数階層潜ってみたが全くお宝に出くわさない。

　ダンジョンにはお宝が眠っていると聞いていたが……不良品なのだろうか。

「この程度の魔物しか出てこないダンジョンじゃ、一番奥にしかお宝は眠ってないよ。多分このダンジョン出来立てね」

「あぁ、そうなのか」

　ダンジョンはまるで生き物のように成長する。

　生まれて間もないダンジョンにいるのは弱い魔物ばかりで、階層も浅く、ボスも弱いが実入りも少ないらしい。

　高レベルダンジョンはその逆で、どんどん敵が強く、深くなっていく。

　何百年も攻略されてないダンジョンはその上には街が建てられ、人々の生業にすらなっているとか。

「そして、どうやらここが最奥みたいよ」

　階段を降りた先にてタオが立ち止まると、目の前にはぽっかりと大穴が開いていた。

　中には今まで感じた事のないような強い気配が感じられる。

「感じ取ったようね、ロベルト。そう、ダンジョンの最奥にはボスがいる。それを倒せばお宝ゲットね」

「おおっ、ついにか……！」

「生まれてすぐのダンジョンみたいだし、大したお宝は期待できそうにないけどね」

　タオはそう言って笑っているが、何となく妙に大きな魔力を感じる。

　弱い割には魔力が大きくないか？

　魔術タイプの魔物だろうか。

「ともあれここでグズグズしても仕方ないね。中に入るよ」

　そう言ってずんずんと中へ入っていくタオ。

　俺はやや警戒しながらついていく。

　中は薄暗く、広い空間だった。

　妙な結界が張られているようだ。感じた魔力の正体はこれか。

　俺が中に入った瞬間、入口が結界で閉ざされた。

　なんだこりゃ。外に出られなくなっているぞ。

　触ってみると弾はじかれる。この手触り……魔術ではないのか。

　感覚的にだが、光石と同じ、ダンジョンが持つ魔力によるもののようだ。

「無駄ね。ボスを倒すまで開かないよ」

　そういえばダンジョンには不思議な部屋がいくつかあるらしい。

　ワープする部屋や魔物が異常にいる部屋、回復出来る部屋など。

　特にボスの部屋は一度入ると倒すまで出られない、とか。

　ふーむ、魔術以外での結界か。じつに興味深い。




「グルルルル……！」




　唸り声と共に、部屋の奥から巨大な四足獣が進み出てくる。

　灰色の毛に青い瞳、鋭い牙の魔物だ。

「グレイウルフね。危ないからロイドは下がってるよ」

「ガウッ！」

　タオが構えると同時に、グレイウルフが飛びかかる。

　鋭い爪による引っ搔きを少しだけ下がって躱かわし、『気孔弾』を放った。

　命中、グレイウルフは弾き飛びながらも姿勢を立て直し着地する。

　戦闘はタオが優勢だ。

　接近戦しかできないグレイウルフは、タオの身のこなしと『気孔弾』になす術すべがないようである。

　とりあえず任せても問題なさそうだな。

　俺はこっちの結界を調べさせてもらおう。

　ボスを倒したら消えるみたいだし。




「ロベルトに恰好いいとこ、見せるある……！　そして……告られ……念願の彼氏ゲットね……！　その為に、オマエには、踏み台になってもらうよ……っ！」

「グォォォォォ！」

　タオは何か独り言を言いながら戦っているが、グレイウルフの吠ほえ声でよく聞こえない。

　……なるほど、この結界の魔力供給源はダンジョンなのか。

　という事は結界はダンジョンの能力……？　入った途端に発動するという事は自動制御だよな。

　これはどのダンジョンにもあるものらしいが、そこまでして侵入者をボスから逃がしたくない理由はなんだろうか？　そもそも何故侵入者を招き入れる？　人を倒して栄養にしているのかも……

「ってこっち見てないあるぅーーーーっ!?」

　あぁうるさい。集中できないぞ。

　風系統魔術『音声遮断』よし、これでうるさくない。

　集中して考え事が出来るというものである。




「……！　……！」

「うおっ！　な、なんだ!?」

　いきなり身体を揺さぶられ、びくんとなる。

　振り向くとタオが口をパクパクさせていた。

　だが音が聞こえない。

　そういえば『音声遮断』を使っていたんだった。

　解除すると、タオの声が聞こえてきた。

「ロベルト、やっと返事したよ！」

「あ、あぁごめんごめん。集中しててさ」

「んもう、アタシがグレイウルフ倒したところ、全然見てなかったね」

　タオは怒っているのか、頰を膨らませている。

　ちょっと悪い事をしちゃったな。

　でもおかげでダンジョンの結界については色々調べられた。




　まず、このボスのいる部屋がダンジョンの心臓ともいえる部分だ。

　もっと言えばボスを倒した先にある、お宝のある部屋がそうである。

　ボスを生み出したり結界を張ったり、それらの出力源は全てそこからだった。

　その含有魔力量は半端ではなく、術式などに頼る必要もなさそうだ。

　単純に大量の魔力だけで結界や魔物の生成を行っているように感じられた。

　おそらくその栄養はダンジョンで死んだ魔物や人間、動物だろう。

　魔物は死ぬとダンジョンに還っていくからな。

　効率は死ぬほど悪いが単純な魔力の総量が多いから出来ることだ。

　まだまだわからない事は沢山あるが、そんなところかな。

「もういいね。さっさとお宝を拝みに行くよ」

「そうだな」

　ボスを倒した先にはお宝があるらしい。

　奇くしくもダンジョンの心臓部と同じなんだな。

　ということはお宝が核なのか？　いやそれもおかしいはず──




「止まれ、タオ！」

　突如、濃い魔力を感じ取った俺はタオの手を引く。

「あんっ♪　い、いきなりどうしたねロベルト？　いくらなんでもこんなところじゃ……」

　何か言いかけたタオの眼前を、黒い刃が通り過ぎる。

　あれは闇系統魔術『死刃』か。

　確か魔物が好んで使う魔術、だっけ。

「え……ボスは倒したのに、どうしてある……？」

「どうやらまだ、何か残っているようだな」

　注意深く目を凝らすと、『死刃』を撃ってきた敵の姿が暗闇に浮かび上がる。

　──それは、人の頭骨。

　骸骨が黒いボロボロのフードを被り、魔術師のような格好をしている。

「あ、あれはリッチある！」

「おお、リッチというとかなり高レベルの魔物じゃなかったか？」

　タオは無言で頷く。

　魔物図鑑によるとリッチとは魔術を使うアンデッド系の魔物らしい。

　タオが『気』を感じ取れなかったのはそれが原因だろう。

　俺は魔力で感じ取ったから気づいただけだ。先刻から感じていた妙な魔力、こいつだったのか。

　かなり高レベルで、注意すべき魔物の一種だとか書かれていた気がする。

　だがそんな魔物が何故、こんなところに？

「……恐らくあのリッチ、はぐれね。それがここに迷い着いて根城にしたよ。……最悪」

　タオは憎々しげに呟く。

　はぐれとは、理由あって元いたダンジョンを出た魔物の事だ。

　ダンジョン消滅かはたまた自らの意思か……ともあれそういった魔物は地上で生活したり、また他のダンジョンに潜ったりする。

　だがここまでレベル差がある魔物がいる事は滅多にないらしく、遭遇した場合はパーティ全滅の危機だとか。

「ここはアタシに任せて逃げるね。アタシの身のこなしなら奴の魔術もある程度躱せる。ロベルトが逃げる時間くらいは稼げるはずよ」

「タオはどうするつもりだ？」

「心配無用、アタシはなんとかして逃げるね。だから早く！」

　言うが早いか、タオはリッチに向かって駆け出す。

　おっ、面白そうだ。逃げたふりして観戦しよう。

　俺は物陰に隠れ、戦いの様子を見守ることにした。

　黒い刃を避よけながら、『気孔弾』を放つ。

　だがリッチは魔力障壁を展開し、それを防ぐ。

「チ──」

　舌打ちをしながらも、タオは魔力障壁へと突っ込んでいく。

　呼吸は深く、踏み込む足で地面が揺れた。

　ずがん！　とてつもない衝撃音が鳴り響く。

　見れば魔力障壁にひびが入っていた。

　──『気』を込めた掌底だな。

　あのレベルの魔力障壁に素手で傷をつけるなんて大したもんだ。

　更に、タオは流れるように肘打ちを放つ。

　そこから左ひだり鉤かぎ突づき、裏拳、手刀、回し蹴り、それらは全て最初の一撃と寸分違わぬ場所へ打ち込まれていく。

　タオは止まらない。そしてひびは更に大きく、深くなっていく。

「こんなところでは死ねないある！　アタシは五歳の頃から毎日毎日鍛錬を続けてきたね。雨の日も、雪の日も、休まず、毎日！　彼氏も作らずよ！　そんな、そんな努力を積み重ねてきたアタシが！　こんなところで彼氏も作らず、死ねるかーーーっ！」

　一拍置いての飛び膝蹴り、魔力障壁が砕け散り、ぽっかりと穴が開いた。

　あ、でもマズいな。隙だらけだぞ。しかもリッチもぼおっとしていたわけではない。

　カタカタとリッチの乱らん杭ぐい歯ばが揺れる。

　魔術の詠唱だ。黒い閃光がタオを包む。




「しまっ──」




　どおおおん！　と爆発が巻き起こる。

　吹き飛ばされたタオが地面に落ち、何度か転がった。

　ぐったりしている。ヤバそうだ。

「タオ！」

　慌てて駆け寄り、抱き起こす。

　タオは苦しげな表情で顔を上げ、目を開く。

「う……な、何故戻ってきたね……？」

　実は逃げてなどおらず、近くで観戦していたとはとても言えず口を噤つぐむ。

「もしかしてアタシの為に……？　……んもう、バカあるな。……でも、いいよ。ロベルトみたいなイケメンと一緒に死ねるなら本望ある……」

　そう言って、俺から顔を背けるタオ。

「っておいおい、もう諦めるのか？」

「もう駄目ある。身体動かないよ。それに動いたとしても、リッチ相手に勝てるわけがないね……」

「何言ってるんだよ──」

　俺の言葉にかぶせるように、黒い閃光が辺りを包む。

　背を向けていた俺たちに、リッチが魔術を放ってきたのだ。

　ぎゅっと目を瞑つむるタオ。直後、衝撃波が俺たちを襲う──

　──事は、なかった。

　俺の張っていた魔力障壁がリッチの魔術を防いだのだ。

　恐る恐る目を開けたタオは、不思議そうに目をぱちくりしている。

　俺は立ち上がると、リッチを真っ直ぐに見据えにやりと笑った。




「──ここからが楽しいんじゃないか」

「──ッ！」

　攻撃を防がれ困惑していたリッチだったが、気を取り直したのか再度『死刃』を飛ばしてきた。

　だが無駄だ。既に展開していた魔力障壁がそれを防いだ。

　黒い刃は障壁に当たると共にへし折れ、粉々に砕け、霧散していく。

「……今、一体何をしたあるか……？」

「魔術だよ。言い忘れてたけど俺は魔術師なんだ」

　ダンジョンに入ってからずっと戦闘はタオに任せきりだったからな。

　隠していたわけではないが、『気』の練習に集中してたし見せる機会がなかったのだ。




「──！」




　声なき声を上げながら、黒い刃を連発してくるリッチ。

　ふむ、闇系統魔術か。

　魔物の使う魔術という事で毛嫌いされているから、魔術書がほとんど存在しないんだよな。

　せっかくだから調べさせてもらうとしよう。

　えーと、その為には魔力障壁の強度を下げて、代わりに弾性を目いっぱい上昇……と。

　よしオッケー、どんとこい。




　ずんっ！　と鈍い音を立て、黒い刃が障壁に突き刺さる。

　だが刃は障壁を貫く事はなく、勢いを殺され完全に停止した。

　攻撃力を失った黒い刃を手に取り、それを調べる。

　ピリピリしたしびれを感じる。これは……毒か。

「……へぇ、魔力を毒に変化させて飛ばしているのか」

　毒というのもちょっと語弊があるか。

　実際にある毒物を使うものよりは魔術的な側面が強いので、精神的な毒──つまり呪いを固めて飛ばしている、というのが一番近い表現かな。

　肉体よりもその内部、生命力に作用する攻撃。

　まともに喰らえば生命力を直接削られる為、見た目よりも攻撃力は高そうだ。

　それでも術式としての考え方は火や水などとそこまで変わらないので、魔力障壁で問題なく防御可能である。




「──！」




　俺に軽く捌さばかれたのに驚いたのか、リッチは慌てて魔力を練り始める。

　両手に集まった魔力は、先刻とは比べものにならない。

　リッチは両手に集めた魔力の塊を鋭く尖とがらせ、獣の牙のように上下に広げる。

「ロベルト、それはヤバいある！　避けるね！」

　あれは闇系統上位魔術『死牙』か。

　似たような構造だが『死刃』とは比べ物にならないほど強い魔力が込められている。

　それとも他にも何か追加効果があるのかな。……気になる。

　動かぬ俺を見てニヤリと笑うと、リッチは黒い刃を上下から繰り出してきた。

　高速で迫りくる刃が魔力障壁に激突するが、突破する事は叶わない。

　勢いを殺され、転がった刃を拾い上げる。

「ふむ、見た目通りただの上位版か。闇魔術というくらいだからもっと別種類の呪いもあるのかと思ったが……期待外れだな」

　ちらりとリッチを見ると、攻撃を防がれるとは思わなかったのか、かなり狼狽えている。

　あの様子ではこれ以上の魔術は持ってなさそうである。

　こいつからはもう学ぶことはなさそうだな。

　それにしても闇系統魔術か。さっき調べてみてわかったが、この力は『気』に似ているな。

　同じ事が出来るかもしれない。試してみるか。

　タオに教わった通り、体内の『気』を右手に集め、魔力と織り交ぜていく。

『気』に関してはまだまだだが、魔力の制御はそれなりに自信はある。

　魔力と織り交ぜる事で『気』は刃のような形を成していく。

「む……？　この技、ちょっと負担が大きいのか？」

　呼吸の痛みでせき込みそうになってしまうのを、何とか堪こらえる。

　普通に『気』を使うよりも遥かに肺が痛い。

　しかも難しい。『気』の形状変化はなかなかうまく扱えず、失敗しまくりだ。

　そのたびに呼吸をし直さねばならず、結構手間取る。




　──だがそれよりもワクワク感の方がはるかに強い。

　練り上げた『気』は失敗を繰り返しながらも、徐々に思い通りの形に成っていく。

　……うん、何とかなりそうだ。

　試行錯誤の末、俺はどうにかして『気』の刃を生み出した。

「──ッ!?」

　それを見て、魔力障壁を展開し防御を試みるリッチ。

　どれ、『気』の刃の威力、試してみるとするか。

「よっ」

　駆け声と共に、俺は生成した『気』の刃を飛ばした。

　刃は弧を描きながら飛んでいき、魔力障壁ごとリッチの上半身と下半身を切り飛ばす。

「ガ……」

　弱々しい呻うめき声を残し、リッチは消滅してしまった。

　へぇ、『気』の攻撃で倒すとチリのようになるのか。

　そう言えばアンデッド系の魔物は生命エネルギーや神聖な力に弱いと本に書いていたっけな。

　消え方も本に書いてあった通りである。

「し、信じられないある……！」

　タオがそれを見てぼそりと呟く。
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「あれは『気孔弾』の奥義、『気孔牙』。……アタシが何年修行しても出来なかった技ね。それをあんなに容易たやすく、全く努力もせずに……！　いや、違う。努力じゃないね。ロベルトはただ楽しんで『気』に触れていた……！　そういえばじいちゃんが言ってたある。努力をするのは当然。だから努力を楽しめる奴は何より強い、って。──ふ、そう言えばアタシもちっちゃい頃は修行が楽しかった気がするな。やるたびに新しいことが出来るようになったよ。全く修行を楽しめなくなったのはいつからだったか……もう憶えてないある。やれやれ、一から修行のやり直しか。今度はせいぜい目いっぱい楽しむとするね」




　何をブツブツ言っているのだろう。

　タオは俺を見て、悟ったような顔をしている。

　一体どうしたのだろうか……まぁいいや。

「さて、お宝を貰って帰るとするか」

　ボスのいた部屋の更に奥に、小部屋がある。

　そこには豪華な宝箱が置かれていた。

「あれね。宝箱。ロベルトが開けるといいよ」

「いいのか？　このダンジョンはほとんどタオが一人で攻略したようなもんだろう」

「でも、ロベルトがいなかったらアタシ死んでたよ。だからロベルトに開ける資格あるね」

「わかった。そういうことなら……」

　俺は宝箱の前に進み、おもむろに開けた。

　中には短剣が一本、入っていた。

「おっ、短剣か。どれどれ、ちょっと見せるね」

　俺の後ろでそれを見ていたタオが短剣をじっと見つめる。

　そして、ぺちんとおでこを叩いた。

「……あちゃー残念、ハズレあるな」

「そうなのか？　何かの魔力が込められている感じがするが……」

「うん、言う通りこれは魔術の付与された短剣。だけど大したものじゃないよ。まず元となっているこの短剣が何の変哲もない鉄ナイフだし、何の装飾もされてない。そんな短剣には強い魔術が付与できないよ。多分、付与の練習台あるな」

　何者かが練習用に魔術付与した短剣、ね。

　見た感じ少し刃こぼれもしているし、使い込んだ跡もある。

　まるで誰かが所持していたような物だ。それがダンジョンのお宝になっているのは変だな。

　そんな事を考えていると、宝箱が地面にゆっくり埋まっていく。

「まさか……」

　俺は咄嗟に風系統魔術『風切』で風の刃を生み出すと、宝箱の一部を切断した。

　切り取った宝箱の一部からは、とても強い魔力を感じる。

　……そうか、これがダンジョンの核ともいえる存在。

　こいつは普段は地中に生息し、誰かの落とした魔道具などを取り込んでダンジョンとして成長するのだ。

　そして攻略されそうになったら、宝箱のフリをして中身を差し出し、その隙に逃げると。

　なるほど面白い。良く出来ている。

「ロベルト？　何をにやにやしてるね」

「あぁうん、なんでもないよ。それよりこの短剣、たいして価値がないなら貰っても構わないか？」

「元よりそのつもりね。お好きにどーぞ」

「ありがとう」

　魔術付与された短剣はちょっと欲しかったんだよな。

　もちろん城にもそういった武器などはあるが、高価なものばかりだし気軽に分解したりは出来ないのだ。

　だから付与系統魔術についてはまだ試していなかったのだが、これで付与魔術の実験ができるぞ。

　宝箱の破片と共に、鞄へと放り込んだ。

　すると、ゴゴゴと地鳴りがし始める。

「おっと、そういやダンジョンは宝箱を取ると消滅するんだっけか」

「うん、早く外に出るよ」

　俺はタオと共にダンジョンの外へと駆けるのだった。

　外へ出ると空は薄暗くなっていた。

「げっ、しまった……」

　グリモの事を完全に忘れていた。

　こんな遅くまで放置して大丈夫だろうか。

「どしたねロベルト、そわそわして」

「……悪いがちょっと用事を思い出してね。すまん」

　俺はタオに謝罪すると、即座に『飛翔』を念じ、空中へと跳び上がった。

「あ！　どこへ行くねっ!?」

「悪い、急いでるんだ！」

「待つよーーーっ！　せめて連絡先を交換するあるぅーーーっ！」

　タオのよく響く声を聞きながら、俺は城へと飛んでいく。

　少し残念だがもう二度と会う事もないだろう。

　それにしても『気』についても知れたし、魔物もいっぱい見れたし、ダンジョンでも色々拾えたな。

　大満足の一日だった。




◇◇◇




　入って来た時と同じように姿を隠して城内へと戻る。

　ほくほく顔で自室に戻ると、ベッドでは俺──の姿をしたグリモが倒れ伏していた。

「ただいまー……あー、その、グリモ？　大丈夫か？」

　声をかけると、ぎぎぎと首を動かし俺の方を向く。

　その表情は、完全に死んでいた。

「……ロイド様、メイドが来たと何度もお知らせしたんですがねぇ……」

「ははは……悪いな、忘れてた」

　やはり何度か連絡してきたようである。

　多分、魔物に夢中になってた辺りだろうか……どうも集中すると周りの声が聞こえなくなるんだよなぁ。

　反省反省。

「えぇ、きっとお忙しいんでしょうと、何とか会話は誤魔化しやした。ですが剣術ごっこは結局やることになりましてねぇ。まぁズタズタのボコボコにされやしたよ。あのメイド、半端な強さじゃねぇですな……」
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「だろうな」

　グリモが乗り移っている人形は俺の身体をコピーして作っているからな。

　自慢じゃないが運動神経のなさには自信がある。

「それだけならいいんでさ。問題はあのメイド、自分をぶちのめした後に何故か泣きながら『ロイド様の腑ふ抜ぬけた根性を鍛え直します』とか言い出したんすよ」

「あー……」

　サボってると思われたんだろうな。

　普段は魔術でシルファの剣技をコピーしてるからな。

　残念ながらそれが俺の実力だ。

「そんなわけでついさっきまで打ち合いしてました。昼からずーーーっとね」

「……すまん」

　俺は素直に謝罪した。

　しばらく外出は出来そうにないな。







「というわけで戦利品の確認だな」

　その夜、夕食を終えた俺は早々に部屋へ戻り鞄を広げた。

　ダンジョンから持ち帰った光石、ストーンスライムの欠片かけら、宝箱の切れ端、魔術が付与された短剣をベッドに転がす。

「ロイド様、なんですかいそりゃ」

「ダンジョンから持ち帰ったのさ」

「どうりで遅いと思ったら、ダンジョンを攻略してきたんですかい……」

　呆れたようにため息を吐くグリモ。

　だから悪かったって。




　まず手に取ったのは光石。

　タオの言っていた通り、ダンジョンから出したことで光を失っているようだ。

　ちょっと削ってみるか。

　水系統魔術『水刃』にて、光石をゴリゴリと削っていく。

　硬いものを削る場合、質量のない『風刃』よりは質量のある『水刃』の方がやりやすい。

　削り出してみたが、石の内部には特に気になる点は見受けられない。

　どこにでもあるごく普通の石だな。

「俺の仮説と合わせて考えると、ダンジョンの核は様々なものを取り込んで成長する。恐らくこういった石や土を取り込みながら、ダンジョンを作ったんだろうな」

　ということはダンジョンで採取したものは、その場を離れると元の物体に戻るのだろう。

　こっちの宝箱の破片は……駄目だ。全く魔力を感じない。

　核というのは恐らく魔法生物とでもいう存在、切断した時に死んでしまったのだろう。

　ちなみにストーンスライムの欠片もただの土くれに戻っている。

　ダンジョンから離れたので、元の土に戻ったのか。

　だがリッチは自分のダンジョンから離れても平気そうだったな。

　高レベルの魔物ともなれば、また違うのかもしれない。

　……いや、ダンジョンが一つの巨大な魔物と考えるとどうだ？

　強力な魔物には単独で活動できるよう、核があると聞いたことがあるし……まぁ仮説の域を出ないか。

「ともかく、何となくだがダンジョンというものがわかってきたな。だがまだまだ仮説の域を出てないし、もう少しサンプルが欲しいところだ。そのうちまたダンジョンに潜りたいな」

「ロイド様は魔術師でしょう？　ダンジョンについても調べるんですかい？」

「何が魔術に使えるか、わからないからね」

「はぁ、そういうもんですかねぇ」

　魔術というのは様々な要素が組み合わさった学問だ。

　である以上、この世の森羅万象との繫つながりがある。

　そもそも、火や水がなければ魔術でそれを生み出すことも出来なかったわけだ。

　知識はあればあるだけ自分のためになる。

　この知識がいつか何かに使える時が来るかもしれないしな。

「ダンジョンについてはこんなもんだろう。さて、次は付与魔術だな」

　付与系統魔術に関する魔術書はそれなりにあったが、それを試すには特殊な触媒が必要なのである。

　それがこの短剣に塗布された魔髄液。

　魔力に対するとても強い保持力があり、浸透性も高いので、よく触媒に用いられるのだ。

　それなりに貴重なもので基本的には有望な鍛冶職人たちにしか出回らないらしく、中々手に入れる機会がなかったのである。

　やることは他にもたくさんあったので、後回しになっていて、実際に試したことはない。

「まずは魔髄液を剝はがす……と」

　えーと、やり方は確か熱湯に塗布された箇所を浸け、こすって落とすんだっけか。

　魔術で湯を沸かし、その中に短剣の刃を浸けてブラシでこすると、油のようなものが浮き出てくる。

　これが魔髄液だ。

　熱で剝がれるが水には溶けないので、湯の表面部分に浮き上がるのである。

　それを掬い取って小瓶に入れていく。

「むぅ、不純物が浮いているな。多分何度もこうやって再利用したんだろうな」

　魔髄液は不要になるとこうして剝がし、また新たな付与魔術の為に使える。

　だがそのたびに汚れが増えていき、純度が下がる。

　そうすると当然付与魔術の効果も薄れてしまうのだ。

「なら、綺き麗れいにしてやればいい」

　小瓶に手をかざし、魔力で包み込む。

　すると液体の中から小さなゴミが浮き出てきた。

「……ロイド様、こいつは何をしてるんですかい？」

「不純物を取っているんだよ」

　水系統魔術『純度上昇』

　これは液体に作用する魔術で、文字通り不純物を排除するものだ。

　川の水を飲料水としたり、燃料などに混じったゴミを取ったりと使える幅は広い。

　ただあまり純度を上げすぎると混合物は完全に分解されてしまうのだ。

　以前、茶の純度を上げすぎて水にしてしまったことがある。

「そんな繊細な事を魔術で……？　はぁ、改めて思いやすが、ロイド様の魔術は大したもんですな」

「俺が開発したわけじゃないよ。魔術は常に進歩している、グリモがいた頃より色んなことが出来るようになっているのさ。……よし、ゴミを掬って、と。うん、綺麗になった」

　魔髄液は先刻と違い、かなり透明度が増しているように見える。

　そういえばこの魔髄液には何の術式が込められているのだろう。

　ちょっと見てみるか。

　液体に込められた術式へと意識を集中させていく。




「……ふむ、これは強度増加の術式かな」

　物体に込める術式の中でも最もポピュラーな術式だ。

　高価な剣などはこれで強化しておけば簡単には折れない。

　だがこの術式、相当昔から使いまわしてるな。

　めちゃくちゃ古臭いし非効率な術式だ。

　ちょっと書き換えよう。

　こんな術式はもう破棄してもいいか。

　大分容量が空いたな。これなら強度増加も三重くらい編み込める。

　ついでに弾性増加もしておこう。

　これがあると金属に粘りが出て、とても丈夫になるからな。

　……よし、こんなもんか。

　あとは短剣にもう一度塗布して、と。




「出来た！」

　手にした短剣の刃先は先刻と違いピカピカだ。

　試しに宝箱に刃先を当ててみると、面白いようにスパッと切れた。

「おお、見事なもんですな！」

「うん、いいね」

　これが付与魔術か。中々面白い。

　もっと試したいところだが、魔髄液がないんだよなぁ。

「……ないなら作ってみるか」

「そんな事ができるんですかい!?」

「原料の段階まで分解すれば、配合材料と比率がわかる。それを組み合わせれば再現出来るはずだ」




　というわけで余った魔髄液を小瓶に入れ、『純度上昇』を発動させる。

　ただし今度は強化の術式を編み込んで、だ。

　こうする事で原料にまで戻す事が可能。

　術をかけてしばらく、魔髄液の色が黄色く変わり始める。

　更に液体の中から様々な結晶が集まり、底に溜たまっていく。

　よし、分解完了。

「へぇ、こいつが魔髄液の原料ってわけですか」

「そういうこと。液体部分は……ただの油だな」

　油は魔術とも金属とも相性が良い。

　だからある程度想定していた。

「中の結晶は……主に銀か。貨幣で代用できそうだ。こっちの赤い粒は赤魔粉だな」

　赤魔粉は強力な魔物の心臓部にある核をすり潰して出来た粉。

　魔力を非常によく通し、液体とも混ざりやすいので様々な素材に用いられるのだ。

　そしてこの赤魔粉、ダンジョンの核と並べてみると、非常によく似ている。

　やはりダンジョンというのは、俺の予想通り魔物の一種なのだろう。

　つまり手に入れたダンジョンの核をすり潰せば使えるな。

　こっちの材料もクリアだ。

「ってことは……ここにあるもので魔髄液は出来そうだな」

「おおっ、すげぇぜロイド様！」

　構造がわかればやってやれない事はないはずだ。

　よし、明日材料集めて調合してみるか。







「油、ですか？」

　翌朝、俺はシーツを干しにきたシルファに声をかける。

　魔髄液の原料である油、まずはこれが大量に欲しい。

「うん、水瓶に一杯欲しいんだ。魔術の実験で使いたくて……」

「それは構いませんが……ふむ、そうですね。条件があります」

　シルファはそう言ってニヤリと笑う。

「私から剣術ごっこで一本取る事が出来たら、差し上げますよ」

　やっぱりそう来るだろうと思ったよ。

　シルファは俺がお願い事をするときは、大体そう言って躱すのだ。

　いつもはそのまま引き下がっていたが、今回はそういうわけにはいかない。

「わかったよ。やろう、シルファ」

　俺が頷くと、シルファは驚き目を丸くした。

「ほ、本当でございますか？　聞き違いではなく？」

「うん、必要だから。じゃ、俺は準備して中庭に行くから、シルファも早く来てよ」

「はぁ……」

　呆けた返事をするシルファに背を向け、俺は中庭へと向かう。

　しばらくすると、ハンカチで目元をぬぐいながらシルファが現れた。

「うっ、ぐすっ……ロイド様がこんなにもやる気を見せて下さるなんて……うっうっ、シルファは嬉しゅう御座います……！」

　何故か涙を流して感激しているシルファ。

　はっきり言ってそこまで感激されても困るんだが。

「言っておくけどシルファ、魔術は使わせて貰うからね」

「えぇ、もちろんです。いくらロイド様でも剣術のみで私から一本取るのは難しいでしょうし」

　まぁそんな許可を得ずとも既に使ってはいるのだが……要は言い訳作りである。

　攻撃魔術を併用して戦えば、シルファ相手に勝ってしまっても言い訳がきくだろう。

「さぁ、いつでもいらしてください」

「──うん」

　木刀を片手で持ち、もう片方の手で『火球』を生み出す。

　制限は下位魔術のみ、威力は下限いっぱい。

　このくらいなら魔術好きの子供が使って不自然でないレベルだろう。

　当然シルファの剣技は既にコピー済みである。

「いくよっ！」

　先手必勝とばかりに『火球』を放ち、そのすぐ後ろを駆ける。

　出来るだけ、弾速を遅くだ。

　どうせ速く撃っても躱されるし、それならこうして盾として使った方がいい。

「無駄ですっ！」

　シルファが木刀を振るうと、あっさり『火球』は消し飛ばされてしまった。

　もちろん想定内、『火球』はただの目くらましだ。

　俺は走りながら既に『土球』を発動させている。

　かき消した炎の後には、土の壁が出来ていた。




「っ!?　つ、土──!?」




　シルファの木刀は土の壁に埋まり、抜けなくなる。

　無理やり抜こうとしている間に、俺はその背後へと回り込む。

　──取った。

　木刀をシルファへと走らせ、首元で止める──はずだった。

　しかし目の前にいたはずのシルファは、木刀を残したまま姿を消していた。

　うっそ！　左右に目を動かすがシルファの姿はない。となれば後ろ!?

　振り向くがいない。という事は……上！

　即座に『火球』を念じ、上空へ向けて放つ。

「残念、下ですよ」

　股下から聞こえる声に見下ろすと、シルファが笑顔で俺の真下にいた。

　驚く間もなく両足を摑まれ、転ばされてしまう。

　そのまま跨またがられ、マウントを取られてしまった。

　にっこりと微笑むシルファを見上げ、俺は目を瞑つぶる。




「──負けました」

「はい、私の勝ちです」




◇◇◇




「よいしょっと。これでいいんですか？　ロイド様」

　シルファは油のたっぷり注がれた水瓶を、俺の部屋の隅に置く。

　たぷん、と水面が波打った。

「ありがとう。でもいいの？　一本取れなかったのに」

「一瞬とはいえ思わず本気を出してしまいました。一本取られたようなものですよ。……それにしても本気を出したロイド様は、これほどまでにお強くなられていたのですね。シルファは嬉しゅうございます……ぐすっ」

　またも涙ぐむシルファ。やめてくれ恥ずかしいから。

　俺が本気を出して戦った事が余程嬉しいらしい。

　かなり限定した状態での本気だったのだが……まぁ喜んでくれてるんだから良しとしよう。

「先日のあまりに腑抜けた戦いぶり、どうにかなってしまったのかと思いましたが……調子を取り戻していただけたようで幸いですわ。ふふっ」

　微笑を浮かべるシルファを見て、俺の右手がぶるぶると震えている。

　グリモの奴、よほどビビっているのか今日はずっと引っ込んだままだ。

　先日の剣術ごっこで痛めつけられたのが、相当トラウマらしい。

「あはは……あの時はちょっと体調が悪くてね……」

「えぇ、えぇ、スランプというやつですね。そういう時は誰にでもあるものです。それを抜け出すのには一にも二にも鍛錬あるのみ！　実際スランプを抜けたロイド様の動きはとても素晴らしいものでした。魔術と剣術の融合……このシルファ、至極感服いたしました」

　シルファはそう言って、恭しく礼をする。

「剣術も魔術もまだまだ拙い。でもロイド様は発展途上。そして凄まじい速度で腕を上げていらっしゃる……！　魔術が使える剣士自体とても数が少ないのに、剣術レベルはわずか十歳とは思えません。それに魔術に関する造詣はアルベルト様も一目置かれる程です。あぁなんと素晴らしいのでしょう。成長したロイド様には騎士団長や剣聖の称号すら不釣り合いかもしれません……そんな方の指導役をやらせていただけるなんて、このシルファ、光栄至極で御座います」

　……なにをブツブツ言っているのだろう。

　さっきから俺を見る目がなんか怖いんだが。

　そういえばシルファは以前チャールズに、俺の剣術の腕をすごく評価しているとか言ってたっけか。

　いや、今回は魔術を使っただけだし、そこまで評価は変わらないだろう。そう思いたい。うん。




　大量の油を手に入れた事で、改めて実験再開だ。

　魔髄液の調合に成功すれば、色々と出来る事は増えそうだしね。

　ちなみにこの手の調合は前世でもよくやっていた。

　安い素材を市場で手に入れてきては、学園の実験室を借りて触媒の調合をしたものである。

　城にも実験に使えそうな部屋はあるが、そんなところでやったら流石に目立ちすぎる。

　自室を汚さないようにしてやるしかない。

「まずは結界を張っておこう」

『滝天蓋』で部屋の一角、１メートル四方ほどを結界で囲い、簡易実験室とする。

　水の結界は音や衝撃を防ぐ効果が高い。

　これなら中で少々爆発しても大丈夫だ。

　調合の材料は揃そろっている。

　大量の油にダンジョンの核、そしてお小遣いとしてもらっていた十分な銀貨。

　今日ほど王族でよかったと思った日はない。

「そして銀を溶かす」

　まずは『石形代』で石の器を作り、その上に銀貨を入れる。

　銀の融点は意外と低いので、炎で炙あぶっていれば普通に溶ける。

　念の為もう一枚『滝天蓋』を重ねがけし、内部に『炎烈火球』を放り込む。

　これでしばらく放置しておけば銀は溶けるだろう。

「その間にダンジョンの核をすり潰しておくか」

　もう一つ、石の器を作り出し核を『水刃』でざく切りにする。

　そして『水刃』に形状変化の術式を加え、刃を増やす。

　核に押し付け、更に高速回転の術式を加え押し付ける。

　ががががががが！　と音を立て、核は削れていく。

　よし、いい感じに粉々になったぞ。

　これで赤魔粉の完成だ。

「……ロイド様、一体幾つの魔術を同時に発動してるんですかい？」

　見ていたグリモが呆れたような口調で聞いてくる。

「ん？　待機発動させているのも含めれば二十くらいだが……」

「そ、そうっすか」

　何故かドン引きしているグリモ。

　同時発動が可能な魔術の数なんて、試した事もないからわからんな。

　下位魔術ならそれこそ数えきれないくらい同時発動出来るし、真面目に答える意味がないと思うんだがな。

「おっと、そろそろ銀が溶けた頃合いだな」

　調合開始といくか。

　取り出した銀は水滴のように転がせば動く。

　だからといってこれを油に入れても混じるわけはないのだが、そこでこいつの出番である。

　俺は右手の口を開いた。

　水系統魔術『水融合』と土系統魔術『土融合』。

　各々液体と固体を融合させ、新たな物質を作り出す魔術である。

　それを二重詠唱で発動させれば、あらゆる物体の調合が可能──

　小瓶に入れた油と溶けた銀が混ざり合っていく。

　黄色かった油は銀色がかりキラキラとした液体になった。

「ロイド様、こりゃあ月銀薬じゃねぇですかい？」

「うん、よく似ているな」

　月銀薬とは魔術師ギルドで売っている薬品だ。

　魔法陣を描いたり、使い魔を呼び出す媒介としたり、用途は様々。

　非常に高価だがそれ以上に数が少なく、普通の魔術師が購入するのはほぼ不可能。

　どうやって作っているのかと思ったが……なるほどこうして作っていたのか。

　二重詠唱は理論上、息さえ合えば二人の魔術師で行使可能。

　ただ『水融合』も『土融合』もかなり高レベルの魔術だし、非戦闘系である合成系統魔術の持ち主は少ないだろうからなぁ……それほどの使い手が二人も揃わなければ作れない時点で、そりゃ数も出回らないだろう。

　こんなところでレシピを発見するとは運がいいな。

　何かに使えるかもしれないし、ある程度はストックしておこう。

「さて、あとはこいつに赤魔粉を加えれば完成だな」

　月銀薬に赤魔粉を、サラサラと入れていく。

　銀色がかった油に、落ちた粉が染みわたり赤い煙が液体を彩る。

　ぐるぐるとかき混ぜると、殆ど魔髄液と変わらないものが出来た。

「おおーっ！　すげぇですよロイド様！　見事です！」

「見た目は、な。実際に使ってみないと、効果のほどは不明だよ」

　かといって俺の短剣はもう付与済みだし、武器として使う機会もほとんどないんだよな。

　付与失敗の可能性もあるので、その辺に飾ってある武器で試すわけにはいかない。

　どこかに大量に武器が余ってないものか……使ってくれる人がいればなおよし。

「……あ、そうだ」

　考え込んでいると、いい考えを思いつく。

　その為にはアルベルトの所に行ってみるか。




◇◇◇




　城中を探すと、アルベルトは馬術の訓練中だった。

　俺を見つけると馬を止め、降りてきてくれた。

「おはようございます、アルベルト兄さん」

「やぁおはよう。ロイドから会いに来てくれるなんて嬉しいよ。……ははぁ、もしかして何かお願い事でもあるのかい？」

　ドキッ、なんで分かるんだ？

　見透かされたように口ごもる俺を見て、アルベルトは可笑しそうに笑う。

「はっはっは、ロイドは可愛いな。いいよ、話してごらん。お兄ちゃんが聞いてあげよう」

「ありがとうございます。えーとその、ですね。実は最近付与魔術を勉強中でして。試してみたいから大量の武器が欲しいのです。よかったらアルベルト兄さんの近衛たちの武器を貸してもらえませんか？」

　アルベルトのような上位王子には、各々十数人の近衛がいる。

　当然手練れ、彼らであれば数本の剣を所持しているだろう。

　日々訓練を行っているだろうから使用感も聞きやすいし、アルベルトの近衛だから話も漏れにくい。

「付与魔術か。かなり使い手が少ない魔術らしいが、そんなものを使えるようになるとは、さすが勉強家だな」

「まだ始めたばかりです。失敗するかもしれませんし、あまり高価ではない武器で構わないのですが……」

「ふむ、なるほど。実験材料が欲しいというわけだね？」

　ウインクをするアルベルトに頷いて返す。

「察しが早くて助かります」

「ははは、ロイドの考えてる事は全てわかるよ。魔術付与をした剣は近衛たちも欲しがっていたからね。ある程度なら武器を無駄にしても文句は言うまい。わかった、話をつけてこよう」

「ありがとうございます」

　アルベルトに礼を言い、俺はその場を後にするのだった。




　翌日、大量の剣と共にアルベルトが俺の部屋を訪れた。

　百本以上はあるだろうか。

　荷車を引く従者も、とても重そうにしている。

　アルベルトはいつも通り爽やかな笑みを向けてきた。

「やぁおはよう。約束通り近衛たちの剣を集めてきたよ」

「これは、すごいですね……」

「昨日の事を皆に話したら、今朝こんなに沢山の剣を持ってきてねぇ。一人で三十本持ってきた者もいたくらいだよ。余程付与魔術をかけて欲しいらしいね」

　……多分、違うな。

　アルベルトが俺の事を話したから、その点数稼ぎとして剣を持ってきたのだろう。

　主人が剣を集めよと言えば、それに仕える騎士たちなら剣の十本や二十本、集めてくるよな。

　そこまで考えてなかったが、嬉しい誤算だ。

「ロイドが付与魔術を使う様を見てみたかったが、これから経済学の授業でね。とても残念だがこれで失礼するよ」

「ありがとうございます、アルベルト兄さん」

　アルベルトは俺にウインクを一つして、扉を閉めた。




「よかったですねぇロイド様、これだけありゃあいくらでも付与魔術を試せますぜ」

「そうだな。付与魔術は武器にかなりの負担をかけるし、失敗の可能性も高い。数はあるに越したことはない」

　付与魔術に使用する魔髄液だが、あまり強力な術式を編み込むと武器を汚染する。

　それは金属の繫がりを蝕むしばみ、その結果、簡単にへし折れてしまう。

　かと言って術式を弱めれば貴重な魔髄液を使った効果が薄い。

　濃すぎてもだめ、薄すぎてもだめ。

　その見極めがとても難しいのだ。

　しかも同じ武器でも金属疲労などにより、同じ術式でも負荷になる可能性もある。

　その辺りは身体で憶える必要がある為、付与魔術は大量の練習が不可欠なのだ。

「さて、早速始めるか」

　安そうな武器から使っていこう。

　……とはいえどれも良いものばかりだな。

　上物の鉄を焼いて強くした鋼の武器が主だが、中にはかなり高価そうな剣もある。……魔剣かこれ？

　アルベルトに差し出す武器だし、安物というわけにもいかないか。

　まぁいいや、遠慮なく使わせてもらおう。




　まず手に取ったのは一番数のある鋼の剣、この辺りから試してみるか。

　鋼の剣用に魔髄液を小分けにして、術式を編み込んでいく。

　とりあえず強度増加を三重＋弾性増加くらいでやってみるか。

　あの鉄の短剣と同じくらいの容量はあるだろう。

　術式を編み込んだ魔髄液を一本目の鋼の剣に塗り、立てかけて乾かす。

「……ん？」

　しばらくじっと見てみると、剣の真ん中に細いヒビが入った。

　ぴし、ぴしとひび割れるような音が鳴り、剣は真っ二つに折れてしまった。

「ありゃ、何でだ？」

　鉄よりは鋼の方が硬いはずなのに、なぜ同じ付与魔術をかけて壊れてしまったのだろう。

　首を傾げていると、グリモが口を開く。

「魔髄液が新品だったから、付与魔術の効果を十全に伝えちまったのかもしれませんね。ロイド様の魔力は半端じゃねぇですから、ただの鋼じゃ耐えられねぇですよ」

「あの魔髄液は劣化してたってことか。しかしそんなこと、よく知ってたね」

「えぇまぁ、鍛冶についてはあっしもそれなりの知識がありやすぜ。鍛冶師グリモワールといやぁ魔界じゃちょっとは名が売れてましてね。へへっ」

　得意げに笑うグリモ。

　どうやらかなり鍛冶師としての知識があるらしい。

　これなら付与魔術の助けになるか。

「ありがとう。グリモを使い魔にしてよかったよ」

　古代魔術は古臭いだけでいまいち使えなかったが、鍛冶師としての知恵は助かる。

　俺自身、魔術以外にはそこまで詳しくないしな。

　うんうんと頷いていると、グリモはぽかんと口を開けていた。

「ん、どうかしたのかい？」

「い、いいえ！　なんでも、ありやせんぜ……」

　呆あっ気けにとられたようなグリモだったが、小声で何かブツブツと呟き始める。

「こいつ、魔人である俺様を使い魔に出来てよかった、だとぉ？　ケッ、いい気になっているのも今の内だぜ。……だが、何故だ。不思議と悪い気分じゃねぇ、だと……？　あぁくそ、調子が狂うぜ！」

　何だかわからんが情緒不安定はいつもの事か。

　それより付与魔術の続きに取り掛かるとするか。







　──結局、色々試したが鋼の剣は強度増加を二重が限度だった。

　他の武器も似たようなもので普通の武器にはあまり何枚もの強化術式をかけるのは難しいらしい。

　ちなみに三割くらいは失敗してへし折った。てへっ。

「残るはこれだな……」

　最後に残ったのは、赤い刀身の短剣である。

　鞘さやには綺麗な装飾がされており、刃もまた同様の文様が刻まれている。

　術式が元から組み込まれているのか。

「こいつは魔剣ですな」

「あぁ、恐らくアルベルト兄さんのだろう」

　鋼の剣ばかりじゃ飽きると思って、俺の練習用にオマケで入れてくれたのかな。

　ちなみに魔剣というのは付与した武器と違い、剣を鍛える段階から術式を組み込んだものである。

　鉄を叩きながら術式を編み、折り曲げてまた術式を編む。

　それを何度も繰り返すことにより、通常の付与とは比べ物にならないほどの術式を編み込んでいる。

　手間のかかり具合も全く違うのでかなり高価らしく、俺も見るのは初めてだ。

「こんなもんをポンと実験用に差し出せるとは、この国は豊かなんですなぁ」

　全くもってその通りである。

　俺がこうして気ままに魔術で遊べるのも国が豊かなお陰だな。

　父、チャールズには感謝しかない。

「それじゃあ魔剣への付与、試してみるか」

　魔剣は既に術式が編み込まれている為、それに付与を加えるのはかなり難度が高いとされている。

　相性の悪い付与だと術式が相殺され、剣自体が破壊されてしまうのだ。

　慎重にいかないとな。

　俺は魔剣に手を触れ、意識を集中。

　術式を読み取っていく。

「……ふむ、剣に編み込まれているのは魔術増幅の術式だな」

　魔剣には二つのタイプがあり、一つはそれ自体に魔術が込められたもの。

　もう一つは魔術を増幅するもので、これは後者だ。

　アルベルトも魔術師だし、間違いあるまい。

「増幅なら、術式を書き換えて倍加にしてみるか」

　見たところ増幅倍率は二割増しといったところか。

　これを二倍増しにすれば、格段に効果は向上する。

　ただ一部とはいえ術式を書き換えるのもまた結構なリスクを伴うんだよな。

　下手したら粉々になってしまう。

「だったら付与するのは補強の術式だな」

　つまり、強度を上げるものである。

　これを塗布すれば多分耐えられるだろう。多分。

　まぁ案ずるより産むが易しと言うし、やってみるか。

　まずは術式の書き換え、二割増しの術式を二倍増しへと書き換えていく。

　書き換えが終わると、剣から白い煙が昇り始める。

「ろ、ロイド様！　やべぇですよ！」

　何度か剣を破壊したからわかる。

　これは壊れる兆候だ。

　早く補強の付与を終わらせる。

　俺は呼吸を落ち着かせながら魔髄液を塗布していく。

　すると煙が収まる。術式が馴な染じんだのか、安定してきたようだ。

「……ふぅ、危なかったな」

　危うく高価な魔剣がへし折れるところだった。

　ちょっぴりヒビが入ってるが、ギリギリセーフだ。

　ともあれ多少の犠牲は出したものの、無事付与は終わったのである。







「アルベルト兄さん、たくさんの武器をありがとうございました！」

　翌日、俺は礼を言うべくアルベルトの元を訪れた。

　武器はシルファが荷車で運んでくれた。

　俺一人でも運べると言ったのだけれど、王子がそんな事をするとは何事ですかと受け入れてはもらえなかったのである。

「早かったじゃないか、ロイド。もう終わったのかい？」

「えぇ、楽しくてつい」

　食事も寝る間も惜しんでやってしまった。

　ついでにシルファの剣術ごっこサボって、である。

　アルベルトのお願いだと言うと、シルファも渋々引き下がった。

　ちらりとシルファを見ると、まだ少し機嫌が悪そうだ。

「でもごめんなさい。武器も結構壊しちゃいました」

　１２０本中、付与成功したのは50本。

　いや、最初は80本くらい残っていたんだよ。

　でもやっぱりもう少し攻めてみたくなって、魔髄液を剝がしてギリギリまで術式を何度もかけ直していたのである。

　おかげで追加で30本折ってしまった。すみません。

　そんな俺でも流石に魔剣にはあれ以上手を出してない。既にギリギリだったからな。

　折りすぎて怒られるかも……とドキドキしていると、アルベルトは真剣な顔で剣をじっと見ている。

「１２０本中50本成功!?　……一流の付与魔術師でも成功率は１割程度だぞ。だから近衛たちには大量の武器を集めさせたのに……しかも間違えて置いてしまった魔剣にまで付与が施されている。魔剣への付与は通常とはまた異なる知識と技術が必要だ。故にそれを行える者自体がかなり少ない。にもかかわらず、ロイドはこの歳でそれをやってのけたというのか……？　全くもって信じられん。我が弟ながら何という才能。以前から大した奴だと思ってはいたが、僕の想像以上なのかもしれないな……」

　俺に背を向け、何かブツブツ言っている。

　なんだろう、やっぱり剣を折りすぎて怒っているのかな……

「ロイド」

「は、はい！」

　思わずぴんと背筋を伸ばしてしまう。

　俺の想像に反して、振り返ったアルベルトは微笑を浮かべていた。

「ありがとう。これだけ武器があれば近衛たちも喜ぶだろう」

　どうやら喜んでくれたようだ。よかったよかった。




◇◇◇




　アルベルトから頼まれていた仕事を終えた俺は部屋で物思いに耽ふけっていた。

　武器への付与は色々な発見があり、中々楽しめたな。

　だがちょっと物足りない。

　できれば魔剣にも手を出したい所である。

「そうだ、あそこに魔剣が沢山あったっけ」

　ぽんと手を叩いて幼き日の記憶を呼び覚ます。

　街の外れに、かつて大陸に湧いて出た魔人たちを封じた英雄たちが眠る巨大な墳墓がある。

　──英雄の群墓、一般公開もされており周りを公園で囲まれたその墓の奥には、王族のみが知る隠し扉が存在する。

　三歳くらいの頃にチャールズに連れられて玄室に入ったことがあるが、そこにはたくさんの武器や飾り物が副葬品として置かれていた。

　それらは英雄たちが使っていた武器らしく、当時はわからなかったがきっと魔剣や魔道具の類たぐいだったのではないだろうか。




「……行ってみる価値はあるな」

　丁度今日はシルファとの訓練を終えたところだ。今から誘ってくることもないだろうし、今がチャンスかもしれない。

　俺はそう呟くと、城からこっそり抜け出すのだった。

「……よし、誰にも気づかれてないな」

　魔術で姿を消して城から抜け出た俺は、周囲に人がいないのを確認し術を解く。

「しかし、よかったんですかいロイド様」

「ん、どうしたグリモ」

「自分を残していかないと、誰かが部屋に入ったら抜け出したのがバレちまうんでは？」

「あぁ、それなら問題ないよ。シルファは食事の用意をしているし、アルベルト兄さんは父さんに話があるからと呼び出されてたしね。鍵をかけていれば中に入ってくる人はいないさ」

　以前使った俺そっくりの人形にグリモを憑ひょう依いさせ留守番させる作戦は悪くはないのだが、あれは地味に片付けが面倒くさかったからな。

　自分そっくりな身体を粉々にするのはなんか嫌だったし、それよりはサッと行ってサッと帰る方がいい。

「っと、外を出歩くなら姿を変えておかないとな」

　幻想系統魔術『模写姿』を二重詠唱し、俺とアルベルトの中間の姿──ロベルトとなる。

　手足が長くて落ち着かないが、とりあえずこれでだれかに姿を見られても大丈夫だ。

　英雄の群墓、その敷地内は広い公園となっている。

　今日は休日なのもあって、人々が散歩やスポーツなどをしている。平和だ。

「ふーむ、ここが俺たち魔人を殺したっつー奴らが眠る墓、ですか。そんな場所でまーのんきなことで」

「平和なのさ。封印されてたグリモとしては、何か思うことでもあるのか？」

「いえ、負けた自分が悪いんでさ。魔界では力こそすべて。当時は俺を封じた連中どもを恨みもしやしたが、今はそこまででもねぇですぜ。……ただよぅ、連中人が寝てる中を10人がかりで不意打ちしてきやがったんでさ。しかも結界は張るわ、妙な魔道具を使うわで力を封じられ、まともに戦わせなかったのは許せねぇですがねぇ……！　まぁそんな連中も寿命には勝てなかったと思うと……グヒッ！　笑いの一つも込みあげてくるってもんでさぁ……！　グヒッ、グヒヒヒヒ！」




　不気味に笑うグリモ。

　めちゃくちゃ恨んでるじゃないか。

「言っておくが墓で面倒ごとを起こしたら許さないからな」

「わ、わかってますぜ！　へ、へへへ……」

　俺の言葉にいきなり卑屈になるグリモ。

　そんな会話をしていると木々の隙間に墓が見えてきた。

　巨大な黒曜石を並べて作られた巨大建築物、中央の長い階段の先には仄ほの暗ぐらい穴が開いている。

「む、入り口に何かいますぜロイド様」

　入ろうとすると、壁を背もたれに男が眠っていた。

　こんな場所には似つかわしくない、いかつい男である。

「昼寝してるみたいだな」

「そうっすかねぇ……こんなところで昼寝なんかする奴がいるとは思えねぇですが」

「してるものはしてるじゃないか」

　グリモが何やら訝しんでいるが、これも平和の証である。

　ともあれ俺は墓へと足を踏み入れた。

　中は石畳を敷き詰められており、両側には英雄たちを祭るべく兵士たちを模した石像が並べられている。

　通路は薄暗く、ひんやりとした空気が通路の奥から漂ってくるようだ。

　歩くたび、コツコツと音が響く。

　奥へ辿り着くと大広間となっており、そこには各々英雄を祭る墓が並べられていた。

「おや、花が供えられてますぜ。しかも新しい」

「本当だ。誰か来たのかな」

　今は平和なこともあり、普段はここまで訪れる人はあまりいないらしい。

　事実、ここまで全く人とすれ違わなかった。

　子供が迷い込んだり、祭日など特別な日に司祭や王族が訪れるくらいだと聞いているが……




「おや、こんなところに人なんて珍しいね」

　不思議に思っていると、物陰から声が響いた。

　出てきたのは──タオだ。

　俺は意外な人物に目を見開く。そしてそれはタオも同じだった。

「……やあ、タオ」

「ロ、ロベルト……！」

　一瞬、俺の名乗った偽名を口走るとタオはこちらへと駆けてきた。

　そして俺の手を摑み、ぎゅっと握る。

　すごい力だ。端的に言って痛い。

「うそっ！　うそうそうそっ！　また会えるなんてまさに奇跡あるっ！」

「俺もだよ。まさかこんなところで会えなんてね。驚いた」

「アタシもよっ！」

　ぴょんぴょんと嬉しそうに飛び跳ねるタオを見て、グリモが小声で話しかけてくる。

「ロイド様、何ですかいこの娘は？　妙に馴れ馴れしいですが」

「以前外出した時に知り合った冒険者だよ。グリモに留守番させてた時の」

「あぁ、あの時の……しかしなんでこんなところにいるんですかねぇ？」

　グリモの疑問に俺も同意だ。

　街中ならともかく、こんな何もない場所で出会うのは偶然の一言では片付けられない。

　まさかを魔剣を狙ってるんじゃあるまいな。聞いてみるか。

「えーと、タオは何故ここに？」

「何故って……普通にお参りね。冒険者ならかつて魔人を倒した英雄に敬意を払うのは当然よ。だからロベルトもここにいるんじゃないの？」

　えっ、そういうものなのか。

　冒険者とは名乗っただけだからな。あまり詳しいことはわからないんだよな。

　どう答えたものか思案していると、タオはくすくすと笑った。

「……なんてね、普通の冒険者は英雄を敬ってはいてもわざわざこんなところまで来ないある。アタシがここに来ている理由はご先祖が彼ら英雄に助けられたから。アタシの故郷は遠い異国にあるんだけど、かつて平和に暮らしてたご先祖を魔人が襲ったね。攻撃が全く効かず、圧倒的な力を誇る魔人に人々はなすすべなく殺されていった。そんな時、殺されかけたご先祖を助けたのがここに眠る英雄だったよ。彼らは魔人を退け、名乗りもせずに去っていった。小さい頃、そんな話を何度も聞かされたよ。そうして命を取り留めたご先祖は彼らの戦い方を参考に『気』による戦闘法、百華拳を生み出したね。アタシは名も知らぬ英雄に思いを馳はせてこの国に来て、冒険者になったよ。だからこうして月に一度はここを訪れているある」

　よく見ればタオは後ろ手に花を持っていた。

　墓に供えられているのと同じものだ。

「なるほど、魔人の被害者の子孫ってーわけだ。英雄に憧れて冒険者に、ねぇ。それだけ敬われてりゃ英雄どもも喜んでるだろうぜ。ケッ」

　吐き捨てるように言うグリモ。

　相当根に持ってるなこいつ。

　それよりタオがいるのは困ったな。

　早く隠し通路を開けて玄室に行きたいのだが……そんなことを考えていると、ふわりと風が流れるのを感じた。

　こんな周りを壁で覆われた場所でどこから……風が吹いてきた方へ視線を向けると、壁にぽっかりと穴が開いていた。

　──隠し通路だ。おいおい俺はまだ開けてないぞ。




「ん、あんな所に通路があったかしら」

　しかもタオも気づいたようだ。

「ふむ、奥に人の気配がするよ。ロベルト、行ってみない？」

「……あぁ、そうだね」

　誤魔化すのを諦め、ここは乗っかる事にする。

　正直帰らせたいところだが、ここまで見られているしそうもいかないだろう。

　下手に行動したら怪しまれるし、ここは共に行動した方がいいか。

　最悪眠らせればいいしな。うん。

　俺はタオと共に隠し通路へと進むのだった。




「何だか雰囲気が全然違うね。明るいし、この通路とても長いよ」

「至る所に光石が敷き詰められている。ここもまたダンジョンなのかもしれないな」

　前にダンジョンを探索した時と雰囲気が似ている。

　ただ魔物の気配はないし、力を失ったダンジョンを改造し建築物とする手法を図書館で読んだ事がある。

　今はもう失われた建築法だが、ダンジョンがもっとまばらに存在した古代ではそうして地下に建造物が作られたのだ。

「へぇ、ロベルトは物知りね！」

「色々調べてた時期があってね……と」

　説明しながら立ち止まり、前方に視線を走らせる。

　タオもまた顔を強こわ張ばらせていた。

　奥から漂う気配は紛れもなく人、それもかなりの数がいた。

「……いやーな感じがするね。こっちを見ている」

「先客、だろうな」

『気』によって辺りを探ると、前方の物陰に人の気配を感じる。

　明らかにやる気だ。攻撃の意思を隠そうともしていない。

「──やれやれ、気づくとは大したもんだ。これでも皆それなりの使い手なんだがな」

　俺たちが完全に気付いているのを察し不意打ちを諦めたのか、物陰から武器を手にした男たちがぞろぞろと出てくる。

　その中の数人は何かが入った大きな袋を背負っていた。

　くすんだ金髪に、顎あご髭ひげを生やした中年の男が一歩前に出る。

「迷い込んだ一般人、ってわけじゃなさそうだな。恰好から察するにあんたら冒険者かい？」

「アタシはタオ、冒険者ね。あなたたちは？」

「黒くろ狐ぎつね盗掘団、その頭目をやっているガイツってもんだ」

　盗掘団、こいつらが隠し扉を開けたのか。

　背負った袋には玄室で眠る武器が入っている。

「やれやれ、見張りは立てておいたんだがな」

「入り口でからんできた男のこと？　なんだかわからないけど、邪魔するからぶっ飛ばしたよ」

　あぁ、入り口で昼寝していた男はタオが倒していたのか。

　道理で妙にいかつい恰好をしていると思った。

「そうかそうか、強いんだなぁお嬢ちゃん。ここまで見られたら隠しても仕方ねぇし教えてやる。この英雄の群墓には見ての通り隠し通路があり、お宝が眠っている。俺たちはそいつを盗掘しにきたってわけさ。まぁ冒険者のあんたらとはお仲間みたいなもんだし、仲良くやろうぜ」

「べっ、誰が！」

　ガイツと名乗った男が手を差し出すが、思い切り舌を出して拒否するタオ。

「アタシは英雄たちの墓参りに来たのよ。あなたたち盗掘団とは一緒にされたくないね」

「そうかぁ？　へへ、あんたら冒険者だってダンジョンに潜ってお宝を盗み出してるじゃねぇか。俺たちがやってることと大差ないと思うがな？」

「全然違うね！　ダンジョンは放っておくと魔物を生み出し続ける、それを退治する為にやってるよ！　人の役に立つ仕事ね。あなたたちはただの盗人、同じじゃないある！」

「今はだれも使ってない物を必要としている人間の元へ還元してるんだからよ、俺たちも人の役には立っているぜぇ？」

「く……そ、そんなの屁へ理り屈くつよ！　言い逃れはやめるある！」

　口ごもるタオを見てガイツは楽しげに口元を歪めた。

「なぁ、兄さんもそう思うだろ？　だからよ、同業者のよしみで通してほしいんだ。この隠し通路を見つけ出すのにはかなりの手間と金がかかっている。滅多に人がこねぇとはいえ、のんびりもしてられねぇしな。……尤もっとも咎とがめられたら処分するだけだがよ」

　腰元の剣に手をやるガイツ。

　タオは不安そうに俺をちらりと見上げる。
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「……やれやれ、詭き弁べんも甚だしいな」

　ため息を吐くと、ガイツはぴくんと眉を動かした。

「なんだと？　どういう意味だい兄さんよ」

「どう言い繕おうがお前たちが行っているのはただの墓泥棒。この大陸を守ってきた英雄たちを冒ぼう瀆とくする行為だ。それにダンジョンは誰の物でもないが、この英雄の群墓はサラーム王国が管理している。お前たちが盗み出そうとしている物はかつての英雄たちの物であり、この国の物──」

　──ひいては俺の物だ。と心の中で付け加える。

　国の物は王子である俺の物、俺の物も俺の物である。

　それを盗み出し、あまつさえ俺たちを同類扱いするとはふざけた連中だ。

「そうよ！　アタシたちは正義の冒険者、あなたたちを見逃すわけにはいかないある！」

　俺の言葉で調子を取り戻したタオが声を上げる。

　正義かどうかはともかく、俺の目的である魔剣の数々をこんな連中にくれてやるわけにはいかない。

　ガイツは立ちはだかる俺たちに舌打ちをすると、配下の男たちに目配せをした。

「ったく、大人しく通してくれりゃあ見逃してやろうかと思ったが、そんなに死にてぇなら仕方ない。野郎ども！」

「へへへ、出番ですかい？」

　男たちは武器を手に取り、俺たちの前に立つ。

　十数人はいるだろうか。数の優位に酔いしれて、俺たちを見下ろしにやにやしている。

「適当に痛めつけてやれ！」

「わっかりやしたぁ！」

　向かってくる男たちを前に、タオは腰を落とし呼吸を整え、『気』を練り始める。




「ふぅぅぅ……はっ！」




　そして、姿を消した。

　踏み込んだ衝撃で石畳が割れて浮き、宙で砕ける。

　タオが一足にて跳んだのは、先頭の男の足元だった。

「なっ!?　は、疾──」

　男が声を上げかけた瞬間、真下からの掌底が男の顎を捉える。

　かぁん！　と乾いた音と共に吹き飛ぶ男は、天井に脳天を打ち付けた。

　あまりの早業に全員が硬直する間をタオは見逃さない。

　めり、と鈍い音と共に左右にいた男たちの脇腹に拳が突き刺さる。

　悶もん絶ぜつの表情で崩れ落ちる男たち、タオの連撃は止まらない。

　そこから流れるように放たれる足払い、鳩尾みぞおちに叩き込まれる縦拳、肘打ち、廻まわし蹴り。

　小柄な身体をさらに低くして、男たちを次々と打倒していく。

「なんだこのガキ!?　強すぎる！」

「あなたたちが手ごたえなさすぎるだけある」

　そう言い残し、また疾風のような連撃を叩き込んでいく。

　十数人はいた男たちは一人減り、二人減り、あっという間に半分以下になっていた。




「ほあっちゃあ！」

「ぐ……っ！」

　奇声を上げて跳び蹴りを叩き込んだ瞬間、男の腕がタオの細腕を捕らえた。

　通路が狭く感じるほどの大男、鼻血を流しふらつきながらも男は捕まえたタオを見下ろし、にやりと笑う。

「……へへ、ようやく捕まえたぜ……もう逃げられねぇぞ……！」

「そうあるか？」

　言った途端、タオの身体が竜巻の如く高速回転する。

　渦は男をも巻き込み、宙に浮かせた。

「うおおおおおっ!?」

　そのまま地面へ、叩きつける。

　ずずん──と男の頭が地面に沈み込んだ。

　立ち上る土煙の中、タオは身体を起こすと男の腕を払った。

「──さ、まだやるか？」

　他の者たちは完全に戦意を失ったのか、怯えたように後ずさる。

　それを見たグリモがヒュウと口笛を吹く。

「ほう、まぁまぁの腕じゃねぇっすか。ガキなのに大したもんだ」

「うん、俺の出番はなかったな」

　あとは奴らが盗み出した物を取り返すだけだ。

「大人しくお縄につくある！　そうすればこれ以上手荒な真似はしないよ！」

　タオが声を上げるが、ガイツはまだ不敵な笑みを浮かべていた。

「……へぇ、どうやら口だけじゃないようだなお嬢ちゃん。これだけの人数相手に大した立ち回りだ。しかし白旗を上げるほどじゃねぇ」

「何……？」

　いつの間にかガイツが手にしていたのは、一振りの古ぼけた剣。

　遠目から見ただけでわかる異様な雰囲気……あれは魔剣、か──？




「そこの兄さんは気づいたようだな。そうさこいつは英雄たちの使っていた魔人殺しの魔剣。これを使えばテメェらを殺すなんざワケはねぇ……っとくらぁ！」

　大きく振りかぶり剣を振るうガイツ。

　それに呼応するようにタオ目掛けて衝撃波が放たれた。

「くっ!?」

　身構えるタオに衝撃波が激突する。

　堪えたのは一瞬。吹き飛ばされたタオは壁へ叩きつけられた。




「あうっ!?」




　む、何だ今の衝撃波……どうも魔力ではないようだったが……ってそんな場合じゃなかった。

　俺は考えを打ち切って倒れ伏すタオに駆け寄る。

「タオ！　大丈夫か!?」

「う……す、すごい威力ある……！」

　タオのダメージは深いようで、立ち上がろうとして膝を突いた。

　壁には無数の亀裂が入り、壁面が崩れて土が見えている。

　それを見てガイツは可笑しそうに嗤わらう。

「くはっ！　こいつはとんでもねぇ威力だ！　流石は魔人殺しってところかぁ!?　こいつは高く売れそうだぜ！　……だが下手に使うとこの墓自体が倒壊しちまいそうだなぁ!?　気を付けて使わねぇとよ！　ふはははっ！」

「に、逃げるある！　いくらロベルトがすごい魔術師でも、魔人殺しの魔剣を相手にするのは分ぶが悪すぎるね！」

　逃げるよう声を上げるタオ。

　だが俺はガイツの方へ足を向けた。

「ろ、ロベルトっ!?」

「おいおい、今のを見ただろう？　向かってくるのは得策じゃねぇと思うがな」

「…………」




　それでも構わず歩いていく俺を見て、ガイツが顔色を変える。

「……そうか、こいつ俺が壁を崩すのを恐れて、魔剣を使えねぇと思ってやがるな……？　ただの優男かと思ったが、意外と肝の据わった野郎だ」

　何やらブツブツ呟くガイツだったが、すぐに剣を構え直した。

「だがそれは俺を侮りすぎってもんだ。長年の盗掘経験でどこをどう壊せば建物が倒壊するかはよぉく知ってるんだよ！　ここをぶっ壊すのは俺が脱出した後だ！　そうすりゃテメェらの死体を埋める手間も省けるってもんだぜぇっ！」

　振り下ろされる剣と共に放たれる衝撃波。

　ががががが！　と地面を削りながら迫ってくる。

　俺はすっと手をかざし、それを受けた。

　ぱぁん！　と音を立て衝撃波が弾ける。




「なっ!?」




　驚きの声を上げるガイツとタオ。

　……うん、やはりこの衝撃波は魔力によるものじゃないな。

　ただの物理的な風の刃。

　風系統魔術『風鳴剣』、風の刃を生み出す力を武器に付与する魔術によるものだ。

　付与と言っても武器自体を永続的に強化するものではなく、一時的にそういった効果を持たせる魔術によるもの。

　遠目から見た時に何か違和感を感じていたが直接受けてみて確信した。

　あれは魔剣じゃあない。

「……どういう事だグリモ」

「あぁ、昔戦った連中の武器には、魔術師がこういった魔術をかけてたもんでさ。俺たちが宙にいる時は奴ら手も足もでねぇからよ。ま、風の刃なんて当然効きやしませんがね」

　なるほど、かつてはそんな武器で戦っていたのか。

　だがこんなものでは嫌がらせくらいにしかならないだろうな。

　って事は連中が盗もうとしている武器、全部これか。

　せっかく魔剣かと思って取りにきたのにガッカリである。

「何をごちゃごちゃとぉーーーっ！」

　落ち込んでいる俺に再度放たれる風の刃。

　だが狙いが外れたのか、それは俺からは逸れて天井へ向かっていく。

「しまった！　……あ、あれ？」

　慌てるガイツだが、心配は無用だ。

　衝撃波を受けた天井だが、傷ひとつ付いてない。

「周囲に結界を展開した。いくらでも暴れて構わないよ。出来るものならね」

　これなら天井を破壊して崩れた瓦が礫れきが通路を塞ぐこともない。

「く、くそっ！　ふざけやがって！」

　剣を振り回し衝撃波を撃ちまくるガイツだが、俺の結界を破ることはない。

　俺目掛けて飛んでくる衝撃波も、グリモがフッと息を吹いてかき消した。

「な、何故効かない!?　こいつは魔人殺しの魔剣だぞ!?」

「ハァ、こんなショボい武器で魔人殺しなんて語られちゃあいい恥はじ晒さらしだぜ。仕方ないから少し本物の魔人ってヤツを体験させてやるとするか」

　グリモがぽつりと呟くと、俺の右手にぎょろりと大きな目玉が生まれた。

「ひっ!?　ば、化け物!?」

「化け物？　違うね、よぉくみておけ人間。──これが魔人だ」

　グリモの言葉と共に渦巻くような殺気が放たれる。

　ビリビリと空気が震える感覚、それをモロに受けたガイツは白目を剝むき、泡を吹いて気絶してしまった。

「おいおい、一睨みしただけで気絶かよ。情けねぇ奴だな。昔の人間どもの方がまだ歯応えがあったぜ」

　グリモは倒れ伏すガイツにそう吐き捨てる。

「それにしても何百年前の武器に付与した割にはやたらと強力だったな。恐らく……つーか間違いなく奴の仕業だろうな。英雄どもを英雄たらしめた人類最強の魔術師……俺はともかく雑魚魔人ならあれくらいでも十分ダメージは入るだろうよ。年月により劣化してなきゃ、今の俺じゃあ危なかったかもしれねぇ。それより久しぶりに奴の魔術に触れてみて思ったが、どうも奴とロイドの魔力の質が重なりやがる……ったくどっちが化け物って話だよ」

　グリモが何やらブツブツ呟いている。

　やはり英雄たちのことが気に入らないんだろうな。

　大昔のことを根に持つなんて、案外人間臭い奴である。




「ふぅ、これでよし」

　ガイツらを縛り上げたタオが息を吐く。

「でもロベルト、本当にアタシの手柄にしていいあるか？　黒狐盗掘団は大物賞金首よ」

「うん、俺には必要ないからね。その代わり……」

「ん、わかってる。ロベルトの事は秘密にすればいいのよね」

「そうしてくれると助かる」

　ロベルト自身、存在しない人間だからな。

　あまり変な噂を広げられても困る。

「さ、連中が盗み出した物を戻しに行こうか」

「うんっ！」




　改めて見てみたが、連中が盗み出そうとしていたのはすべて魔術をかけていただけのごく普通の剣だ。

　持って帰っても仕方ないし、戻しておけばいいだろう。

「手柄を譲ってくれた上にこれだけのお宝を前にして眉一つ動かさないなんて……もしかしてロベルトってとんでもないお金持ちなの？　そういえばこの国の王子様はすごい魔術師だと聞いた事があるね。確か名前はなんとかベルト……っていったっけ。正体を知られたくなさそうだし、もしかして世を忍ぶ仮の姿だったりするのかしら。だとしたら仲良くしてて損はないある。上手く見初められれば玉の輿こしに乗れるかも……ふひっ、ふひひひひ……」

　タオが不気味な笑みを浮かべながらブツブツ言っている。

　どうでもいいがそろそろ帰らないと、日が暮れてしまうな。

「えーと、その、ロベルト？　このあとよかったらお茶でもどうあるか？」

　くねくねと指をくねらせるタオだが、あいにくそんな暇はない。

　早く帰らないと抜け出しているのがバレてしまうからな。

「悪いけど急いでるんだ。それじゃあまた」

「あ！　ちょ、待つある！　ロベルト？　ロベルトぉーっ！」

　俺は一方的に別れを告げ、『飛翔』を発動させて宙に浮かぶ。

　ぐんぐん上昇し、タオの姿はあっという間に豆粒程になってしまった。

「あーん、また逃げられたあるぅー！」

　何か叫び声が聞こえるが、俺は気にせず高速でその場を飛び去るのだった。




◇◇◇




「やぁロイド、よく来てくれたね」

「はい、アルベルト兄さん」

　ある日、俺はアルベルトに呼び出された。

　一体何だろうと考えていると、アルベルトはニコリと笑う。

「実は父上から魔獣の討伐を申し付けられているんだが、よかったらロイドも来ないか？」

「！　魔獣狩りですか」

　魔獣とは、魔力を持つ巨大な獣のことだ。

　とても知能が高く、人の言葉を理解するものもいる。

　基本的には人に懐く事はなく、群れも作らず単独で生活しており、水路や畑を荒らしたり、時には小さな村を滅ぼす事もある厄介な獣だ。

　前世で一度見たことがあるがその時は身の丈５メートルほどはある巨大な猪いのししで、街の壁を破壊して建物を幾つも倒壊させていた。

　その時は警備の兵士十人がかりで何とか追い払えたんだっけ。

　ちなみに王子になって知った事だが、庶民にとっては危険な魔獣も一部の貴族たちにとっては狩りの対象である。

　チャールズやアルベルトら兄王子たちから、魔獣狩りの話は何度か聞いていた。

　一度行ってみたいと思ってたんだよな。

「あぁ、父上から仰せつかっていてね。明後日、近衛たちを連れて退治に行くんだよ。こういうの好きだろう？　先日のお礼にと思ってね。……どうだい？」

「行くっ！　行きます！」

　二つ返事で承諾する。

　大っぴらに城の外へ出られるし、近衛たちが戦うなら付与魔術の効果も実際に見るいい機会だ。

　それに魔獣と戦うのであれば、試したい魔術もある。

　断る理由は一つもない。

「お話し中失礼します。アルベルト様、私も同行してよろしいでしょうか？」

　シルファが半歩前に出て、恭しく頭を下げる。

「あぁ、君はロイドの護衛兼世話係だからね。当然、ついてくるといい」

「ありがとうございます」

　そしてまた礼をして下がる。

「よし決まりだ。それでは明後日の朝、二人で僕の部屋に来るように。わかったね」

「はい！」

　俺は元気よく答え、アルベルトの部屋を後にした。

　上機嫌で廊下を歩く俺の後ろを、シルファは音を立てずついてくる。

「そういえばシルファは魔獣って見た事ある？」

「えぇ、何度か父の魔獣狩りについて行きました。騎士団の者たちで追い立てるのですが、すごく楽しいですよ。きっとロイド様も気にいると思いますよ」

「うん、楽しみ！」

　満面の笑みを返す俺を見て、シルファはやや顔を背ける。

「初めての魔獣狩り……日々の剣術ごっこでロイド様の腕はかなりのものになりましたし、ここらで一度実戦というのも悪くはないかもしれませんね。……やはり実際に剣を使って戦ってみなければ剣術というものはわからないですから。ロイド様も剣士としての自覚を持たれる丁度いい機会ですね。それにもしかしたらロイド様の全力を見る機会もあるかもしれません。ふふっ楽しみになってきましたね……」

　何をブツブツ言ってるのだろうか。

「へへっ、皆様方、ロイド様に興味津々なんですよ」

「そうかぁ？」

　地味な七男坊にそこまで注目するはずもないだろう。

　まぁいいや、とにかく明後日が楽しみだ。




　前日に準備を整え、俺たちは魔獣狩りに向かう事にした。

　アルベルト率いる近衛たちが十五人は馬に乗り、各々俺が付与した武器を持っている。

　彼らに護衛されるようにアルベルト、その隣に俺が、少し後ろをシルファがついてくる。

「そういえばロイドは城を出るのは初めてだったね。どうだい？　外の景色を見た感想は？」

　実はちょいちょい抜け出してるんだけどなぁ。

　もっと言うと前世ではしがない平民暮らしだったので、外の景色なんてそう珍しくはないものである。

「はい、色んな人たちが沢山いて、見ていて飽きないですね」

　ま、そんなこと言うはずないけど。

　全力で喜んでおけばまた連れてってもらえるしね。

　俺の目論見通り、アルベルトは満足そうに頷いている。




「あら、アルベルト様よ。隊を組んでどこへ行くのかしら！」

「きっと魔獣狩りよ！　あっ、こっち見たわ！」

「きゃー！　アルベルト様ぁー！」

　街中を歩いていると、うら若い女性たちがアルベルトを見て黄色い声を上げている。

　モテモテだなぁ。確かにアルベルトはどこから見ても完璧な王子様、世の女性たちがキャーキャー言うのも無理はあるまい。

「ところであの小さい子は誰かしら？」

「初めて見るわ。立派な服を着ているし、弟君なのかも」

「うーん、可愛らしい顔立ちではあるけど、アルベルト様と比べると……ねぇ」

　同時に俺へも視線が注がれているようだ。

　あまり興味もなさそうだけれど。

　俺がそんなことを考えていると、シルファが重々しくため息を吐いた。

　そして女性たちをキッと睨みつける。

　女性たちはひっと悲鳴を上げ、そそくさと群衆へと紛れていった。

「ふぅ、世の女性たちはわかっていませんね。確かにアルベルト様は素晴らしき方です。ですがロイド様も負けず劣らず素晴らしい。いえ、将来性を加味すればアルベルト様をも超える逸材……なんと見る目のない。同じ女として嘆かわしい事です」

　何をブツブツ言ってるのだろうか。

　殺気が漏れてて怖いんですけど。……少し離れよう。

　俺は馬の腹を蹴り、前へと進ませるのだった。




◇◇◇




　街を出た俺たちは真っ直ぐに森へと向かう。

　魔獣の出た場所は森の奥にある小さな村、その奥にある巨大な湖だ。

　昔から村の水源として重宝していたのだが、ある日突然魔獣が現れるようになったらしい。

　困った村人たちは冒険者ギルドに討伐を依頼したが、報酬も安い上に辺境まで行って魔獣を退治するなんて仕事をやりたがる者がいるわけもない。

　そんなわけで結局ギルドも国へ丸投げしたのだ。

　この手の公共事業は国の仕事である。

　ちなみに魔獣狩りは兵の実戦訓練や貴族の娯楽などを兼ねている。

「アルベルト様」

　シルファが声を発する。

　その張り詰めた気配にアルベルトと近衛たちも異変を感じ取ったのか、馬を止め武器を抜いた。

　もちろん俺はすでに気づいている。

　独特の嫌な『気』が周囲から感じ取れる。これは魔物だ。

　アルベルトと俺を守るように円陣が組まれ、シルファがメイド服のスカートから一本の投げナイフを取り出した。

　ナイフは草むらに吸い込まれていき、ずん、と何か柔らかいものに突き刺さるような音がした。




「アオオオオーー!?」




　次いで苦悶の声が聞こえる。

　どうやら魔物に命中したらしい。

　草むらが揺れ、犬のような顔をした人形の魔物が出てくる。

　あれは確かコボルトだっけ。森に生息し、群れで狩りをする魔物だ。

　コボルトは手先が器用で武器を扱うのが得意な魔物。

　その技量はゴブリンなどとは比べものにならない。

　加えてその手に持っているのは鋼の剣である。

　それを見た近衛たちの表情が明らかに変わった。

「くっ、こいつらいい武器をもってやがるな……」

「あぁ、冒険者たちから奪ったのだろう。これは手こずりそうだ」

　身体能力が同程度ならば、武器の性能差がそのまま戦力の差になる事は多い。

　ふむ、こちらと向こうの人数も同程度だし、付与した武器の試し斬りに丁度いいな。




「オオオーーーン！」




　遠とお吠ぼえを上げながら襲いかかってくるコボルトたち。

　近衛たちは剣を抜き放ち、迎え撃つ。

　コボルトの振り下ろす鋼の剣が、受けようとした近衛の鋼の剣と接触した。

「……え？」

　驚きの声を上げたのは近衛とコボルト、両方だった。

　コボルトの持っていた鋼の剣が抵抗なくへし折れ、近衛の剣は勢いのままにコボルトの胴を捉える。

　そのままざくりと、コボルトの身体を切り裂いた。

「グアアアーーー!?」

　鮮血が吹き出てコボルトは倒れる。

　他の場所でも俺の付与した鋼の剣が、コボルトたちの武器をへし折っていく。

「な、なんだこの切れ味は……？」

「これが付与の力というものか……鋼のように頑丈なコボルトの体毛を一薙なぎで切り裂いてしまうとは……！」

　その切れ味に近衛たちはとても驚いているようだ。

　どうやら、付与は上手く働いているようだな。

　武器で勝る近衛たちはあっという間にコボルトを追い払ってしまった。

「ははは！　どうだお前たち、これが我が弟の実力だ！　恐れ入ったろう！　あとでしっかり礼を言っておくことだな！」

　アルベルトが誇らしげに笑っている。

　おいおい勘弁してくれよ。俺は目立ちたくないんだが。

　俺がジト目を向けていると、アルベルトが満面の笑みを浮かべ、俺の両肩を叩いた。

「素晴らしいじゃないかロイド。成功率もさることながら、とんでもない切れ味だったぞ？　あれほどの付与魔術を使えるなんて、本当に驚いたよ」

「え、えーと……はは……」

　まずい、やりすぎたか？

　俺の想定以上に評価が高い。

　使い手が少ないから少々やりすぎても大丈夫かと思ったが、それが裏目に出たかもしれない。

　俺がどう答えたものかと思案していると、アルベルトは言葉を続ける。

「いつも本の虫だったロイドが自室にこもりっぱなしだったから、きっと何かやっているのだろうとは思っていたが、まさか付与魔術をここまで極めているとはね。道具はシルファに集めさせたんだね？　とんでもない才能だ。流石は僕の弟だよ」

　……どうやら俺の思い過ごしだったらしい。

　俺は安堵の息を吐いた。

「は、はい。アルベルト兄さんの言う通りです。どうやら付与魔術に向いてたみたいで……あはは」

「うんうん、そうだろうそうだろう。……どうだいこれからも付与をお願いしてもいいだろうか？　道具は僕が融通するからさ。頼むよ」

「道具を!?　本当ですか!?」

「あぁ、もちろんだとも！」

　今回使った道具は基本のものばかり、付与魔術には他にも色々な材料が必要だ。

　それをアルベルトの力で集めてもらえるなら……これからはもっと色々なことが出来そうである。

「ふふふ、ロイドは良き才能を開花させたな。こんな年齢から潤沢な資金を使って思う存分付与魔術の修行が出来る者などそうはあるまい！　このままいけば国一番、いや世界一の付与魔術師になることも不可能ではないな……！」

　アルベルトが何かブツブツ言っているが、俺は様々な付与の組み合わせを考えるので頭がいっぱいだった。




　移動は順調、もうすぐ例の湖に辿り着こうかという時である。

　俺はふと、何かの気配を感じ取った。

　なんだろう……敵意ではないが、確実にこちらを見ている感覚。

　気配を隠しているようにも感じないが、他の者たちは誰も気づいていないようだ。

「シルファ、何か感じない？」

「……？　どういうことでしょう」

　きょとんと首を傾げるシルファ。

　むぅ、シルファですら気づいていないのか。

　おかしいな。絶対いるはずなんだが……

　仕方ない。向こうから出て来てもらうか。

　俺は風系統魔術『風切』を最弱で気配の方に向け放つ。

　俺の指先から放たれた小さな風の刃が、誰にも気づかれることなく草むらへと消えていく。




「ぎゃーーーっ！」




　怪鳥かと聞き違うような声が辺りに響いた。

　近衛たちはすぐに武器を構える。

　やはりいたか。……それにしても今の悲鳴、何処かで聞いた声な気がするのだが。

「何者だ！　姿を見せろ！」

　アルベルトが声を上げると、悲鳴の主はゆっくりとこちらに近づいてくる。

「あたたた……いきなり何かの虫に嚙かまれたよ」

　少し腫れた手をさすりながら草むらの中から出てきたのは、以前会った拳法少女──タオであった。

「タ──」

　言いかけて思わず口を噤む。

　危ない危ない、声を出すところだったぜ。

　ちゃんと知らんぷりしないとな。

「先日会った気功使いの女冒険者ですな。こんなところで出会うとは……皆にこっそり外出してたのがバレちまいやせんかい？」

「あの時とは姿が違うから大丈夫だろう……多分」




　タオも俺と目が合ったが、気づいてはないようだ。

　姿を変えててよかったな。危ない危ない。

　タオはアルベルトの方へとすたすた歩いていく。

「アタシはタオ、冒険者ね。怪しい者じゃないよ」

「ふむ、僕はアルベルト＝ディ＝サルーム。この国の第二王子だよ」

「お、王子様っ!?　……これはとんだご無礼を……！　許してください、あるよ」

「いいさ。知らなかったのだろう？　僕は気にしていないよ」

「ありがとうございます、ね」

　たどたどしい口調で頭を下げるタオ。

　他の国ならともかく、比較的平和なサルームでは王族に少々無礼な口を利いたからといって即、刑罰。……なんてことはあり得ない。

　俺たち自身、国の方針で王侯貴族だからとあまり尊大な態度は取らぬように言われているのだ。

　おかげでうちの王族はフレンドリーというか民衆たちからも慕われており、魔獣狩りなどで外へ赴いたときなどは平民たちの家で食事を振る舞われる、なんてこともそう珍しくはないのである。

「それより冒険者がこんなところで何をしていたんだい？」

「この先の湖で祠ほこらの修繕依頼を受けて、それに向かう途中よ。その道中、チラと見えたアナタの顔が少し知り合いに似ていてね。つい追ってしまったよ」

　ぺこりと頭を下げるタオ。

　だが上目遣いでアルベルトを見る目はどこか邪に見える。……怪しい。

　シルファが無表情のまま馬から降り、タオの前に立ち塞がる。

「……怪しいですね、この女。気になったなら堂々と声をかければいいのに何故、気配を消して近づくのです？　そもそも喋しゃべり方からして怪しいではありませんか」

「んなっ！　こ、この喋り方は単なる訛なまりある！　気配だって別に消したわけじゃなく、そういう呼吸が癖になってるだけよ！」

　あぁなるほど、みんながタオの気配を感じなかったのは『気』の呼吸のおかげか。

　俺だけが感じ取れたのは、同じく『気』が使えるからだろう。

　近づいた今ならわかる。『気』の呼吸を行うタオは体内の『気』を散らさず循環させている為、あまり外へ漏れ出ていないのだ。

「ほう、では先刻からアルベルト様に邪な視線を向けているのは？」

「た、ただイケメンだなーと思っているだけよ！　邪な視線なんてとんでもないある！」

　わかりやすく動揺するタオに、シルファはずいと詰め寄る。

「ないのかあるのかはっきりしなさい」

「──シルファ、その辺にしてあげなさい。えーと、タオ？　君も楽にするといい」

　アルベルトが声をかけると、シルファは一瞬タオを睨んだ後、すぐに後ろへ下がった。

　それでもいつでも動けるよう、柄に指先を当てている。

　タオは緊張が切れたのか、大きく息を吐いて腰を下ろした。

「ふぃー。ありがとねアルベルト様。助かったよ。この人、美人だけどとんでもなく怖いね……」

「ところでタオ。僕が知り合いに似ているらしいが、僕は君を見たことがないんだ。人違いではないのかい？」

「……ふむ、確かにアタシが探しているのはロベルト。名前違うよ。それにアルベルト様とは少し雰囲気も異なるね」




　げっ、タオの奴、俺の事を探してたのかよ。

　いきなり飛んで逃げたからなぁ。探していてもおかしくはないか。

　ま、まぁ姿を変えてたし、気づく事はないだろう。

　ちらりと視線を向けると、タオが俺をガン見していた。

「むむむ、あの子どこかロベルトと『気』の雰囲気が似てるよ……でも明らかに姿が違うね。思い過ごし……？　いやでも……」

　タオは俺を見ながらウンウン唸っている。

　流石にわかりはしないだろうが……心臓に悪いな。




「ふんふんふふーん♪　ふふーん♪　ふふふーん♪」

　上機嫌で鼻歌を歌いながら、俺たちの先頭を行くタオ。

　行き先が同じだからと同行を申し出、アルベルトもそれを許可したのだ。

　もちろんただついてくるわけではなく、魔物が出てきたら戦闘もこなしている。

　戦闘力は近衛たちより二段は上といったところか。

　というか以前会った時より技が冴さえている気がする。

　あれから修行でも積んだのだろうか、一人で魔物を半分くらいは倒している。

　その強さと性格から最初は警戒していた近衛たちもタオに心を許し始めていた。

「全く、アルベルト様もあんな怪しげな少女に同行を許すなんてどうかしています。ねぇロイド様？」

「あはは……そうだね」

　ただシルファはタオの事が気に入らないのか、不機嫌そうだ。

　俺もタオとは目を合わさないようにしているのだが、チラチラこちらを見てくる。

　……まさか俺の事、気づいてないよな。




「じー……」




　いつの間にか、タオが俺の近くにまで来てじっと見つめていた。

　うおっびっくりするじゃないか。

「ねぇ君、アタシたちどこかで会ったことないか？」

「さ、さぁー……わからないなぁー……」

　いきなりの質問につい視線が泳いでしまう。

「むぅ、なんだか怪しいね。……でも会ってるはずがないのはアタシにもわかる。なのに何なのこの感じ……？」

　ヤバいな。この視線、怪しまれている気がする。

　その原因は間違いなく『気』の呼吸だ。

　ついさっきまで、修行の為に『気』の呼吸をしていたからな。

　呼吸の仕方がロベルトと似ているから怪しんでいるのだろう。……しくじった。

　とはいえいきなりやめたら不自然だし、ここは知らぬ存ぜぬで押し通すしかない。

　あの時、姿を変えていたのは不幸中の幸いだったな。

「ロイド様、森の方を見てくだせぇ。あの娘が探しているという祠、アレがそうじゃないんですかい？」

　グリモの声に従い森の方へ視線を向けると、木々の隙間から古ぼけた石の建物が見えた。

　ナイスだグリモ、追い払うチャンスである。

「タオ、あれが君の向かおうとしている祠じゃないのかい？」

「おおっ、まさしくあの祠よ。ありがとね！　兵士の皆さんにもお世話になったね。それではアタシはこれで失礼するよ！」

　タオは慌ただしく頭を下げると、すごい速さで走っていった。

　ふぅ、良かった。何とかバレる前に追い払えたか。

「ありがとな、グリモ」

「へっ、気にしないでくだせぇ。ロイド様の使い魔として当然のことをしただけっすよ……それにこの程度であんたの信頼を買えるなら安いもんだぜ。くくっ」

「ん？　何か言ったか」

「い、いいえ何も！　そ、それよりあの祠、なんだか妙な感じがしますぜ」

「そうなのか？」

　うーん、遠くからではよくわからないな。

　だが単独行動は出来ないし、機会があれば行ってみるか。




「アルベルト様、湖が見えてきました」

　先行していた近衛が声を上げる。

　目を凝らせば木々の隙間から、湖面が太陽の光に反射してキラキラ光るのが見えた。

「よし、ここらで休憩するとしよう」

　アルベルトの号令で俺たちは湖付近に陣を取り、しばし身体を休めることにした。

　ふー、馬ってちょっと疲れるんだよな。

　走ったり飛んだりした方が圧倒的に速いし楽だ。

　俺が石に座って身体を休めていると、シルファがを湯気の立つティーカップを差し出してきた。

「どうぞ、ロイド様」

「ありがとう」

　ふーふーと息を吹きかけて冷まし、ちびっと飲む。

　若々しい爽やかな香りが疲れた身体に染み渡るようだ。

「……ふぅ、シルファの淹いれるお茶は相変わらず美味しいね」

「お誉めに与あずかり光栄です」

　恭しく礼をして下がるシルファ。

　近衛たちは半分はテントを設営し、もう半分は弓矢を手に夕食用の獣を狩りに赴いていた。




「隣、いいかい？」

「もちろんです」

　指示を出し終えたアルベルトが俺の横に腰を下ろした。

「シルファ、僕にも紅茶をくれ」

「はっ、ただいま用意いたします」

　アルベルトはシルファにそう命じると、こっそりと俺に顔を近づける。

「ロイド。中々やるじゃあないか」

「えっ!?　な、何のことですか……？」

「とぼけるなよ。あのタオって子さ。お前の事が気になっていたようだったぞ」

「はあっ!?　い、一体何を言い出すんですか」

　アルベルトの言葉に、お茶を噴き出してしまう。

「ははは、照れなくていいとも。愛する弟が女性に好意を寄せられているのを見るのは僕は嬉しいよ」

「いやいやありえないでしょう。俺はまだ子供ですよ」

「いいや、ありえるさ。少なくともただの子供を見る目ではなかったな。もちろん今すぐどうこうというつもりはないだろうが、将来的には……って感じの目だったぞ？　気づいてないかもしれないが、最近シルファがロイドを見る目も少し変わってきているんだぜ？」

　シルファやタオが俺に好意をもっているだと？　ありえなさすぎるだろう。

　いきなり何を言い出すんだ全く。

　俺の冷たい視線を意にも介さず、アルベルトはうんうんと頷いている。

「王族たるもの、女性からそういう視線を向けられる事は少なくない。まぁ有り体ていに言えばモテるということだが……あまり彼女たちを甘く見るなよ？　女性が僕たちを見る目はとてもシビアだ。あまりだらしなくしていると、冷水をぶっかけられちまうぞ？」

「は、はぁ……」

　すごく真面目な顔で何を言っているんだろうこの人は。

　もしかしてアルベルトは女性関係でひどい目にでもあっているのだろうか。




「──アルベルト様」

「うわっ!?」

　いきなり後ろから声をかけられアルベルトはびくっと肩を震わせる。

　振り向くと満面の笑みを浮かべるシルファがいた。

　シルファは笑顔のまま、手にしたティーポットを差し出した。

「驚かせて失礼いたしました。お茶が入りましたよ」

「あ、ありがとう……」

　シルファから茶を注いでもらったアルベルトは、ティーカップをずずっとすする。

　そしてぶっと吹き出しそうになり、なんとか堪えた。

　熱かったのか渋かったのか、はたまた両方か。アルベルトはゲホゲホとせき込んでいる。

「アルベルト様と言えど、あまりロイド様に余計な知識を与えませぬようお願いします」

「あ、あぁ。もちろんだとも！」

「それを聞いて安心いたしました。ではごゆっくり」

　シルファはにっこり笑うと、俺たちに背を向け去って行った。




「……な？　怖いだろ？」

　そう言ってアルベルトは苦笑する。

　いや、どう考えても自業自得だろう。




「アルベルト様、獲物を獲って参りました！」

「私もです！」

「私たちは鹿を！」




　しばらくすると続々と近衛たちが獲物を捕えて帰って来た。

　兎うさぎに蛇、鳥に魚、鹿や猪までである。

　その大漁ぶりにアルベルトは驚いている。

「こりゃあまた随分捕まえたもんだ。大して時間も経っていないのにどうしたんだ？」

「いえいえアルベルト様、この森とんでもなく沢山の動物がいるんです！　しかもどれもこれも警戒心が薄い。獲り放題ですよ！　あとで狩りなどしてはいかがでしょう？」

　近衛たちは興奮した様子で語っている。

　まぁあれだけ獲れれば楽しいだろうな。

　アルベルトは並べられた獲物を見て、ふむと考えこむ。

「……ふむ、だが獣は村の貴重な資源。いくら簡単に獲れるからと言って、やりすぎるのはよくないだろう。僕たちは今日中の食事が出来れば十分。これ以上の狩りは不要だ。他の者たちにもよく言っておくように」

「は、はっ！」

　アルベルトに注意され、近衛たちは慌てて敬礼をした。




　ともあれ食事の用意が始まる。

　獣を捌き、血を抜き、下処理をした肉がシルファの前に運ばれていく。

　シルファはそれを切って、煮て、焼いて、テーブルの上に並べていく。

　その手際の良さに近衛たちは感嘆の声を上げていた。

「皆さま、お待たせいたしました。どうぞお召し上がりくださいませ」

　調理が終わり、豪勢な食事がテーブルの上に並んだ。

　肉汁滴るステーキや野兎のスープ、鳥の串焼きに山菜のサラダ、どれも美う味まそうだ。

　近衛たちが幸せそうに食べているのを見ると、こっちまでお腹がすいてきた。

「お二方もどうぞ」

「あぁ、ありがとうシルファ」

「いただきます」

　手を合わせ、綺麗に盛り付けられた料理に手をつけていく。

　まずはお肉を……もぐもぐ。おおっ、これは美味い。

　野生の獣の肉というのはこんなに美味いものなのか。




「美お味いしいよシルファ！」

「あぁ、さっき獲ったばかりの獣の肉なのに血生臭さを殆ど感じない。見事な腕だ」

　アルベルトも舌鼓を打っている。

「お口に合って良かったです。肉の中でも特に血の臭いが薄い部位を使いましたので。それに薬味も沢山生えていましたので、臭い消しにと」

「へぇ、詳しいんだね。やっぱりシルファはすごいな」

「メイドの嗜みですので」

　恭しく頭を下げるシルファ。

　俺は思う存分、食事を楽しむのだった。




「ふぅ、満腹満腹」

　食後のお茶が終わり、俺たちはゆっくりしていた。

　既に日は落ちかけているので、魔獣狩りは明日の朝からの予定である。

　デザートの甘い果実を食べていると、アルベルトが難しい顔をしているのに気づく。

「どうしたんですか？　アルベルト兄さん」

「いや、妙だと思ってね。やけに沢山の獣が獲れすぎている。兎も鹿も猪も、活動時期が微妙にズレているんだ。にもかかわらずこんなにあっさり獲れるのは、やはり何かおかしい」

　アルベルトは顎に手を当て、考え込んでいる。

　あまり獣の生態はわからないが、言われてみればこの森には入った時から何か違和感を感じていた。

　何かあるのだろうか。




「ウオオオオオーーーン!!」




　突如、獣の咆哮が響く。

　音の方を向くと、森の中から巨大な狼おおかみが出てくるのが見えた。

「ま、魔獣だ！」

　ゆっくり休んでいた近衛たちは慌てながらも武器を手に立ち上がり、魔獣を取り囲む。

　針金のような分厚く黒い毛に、真紅の瞳。大きな口からは鋭い牙が覗いている。

　そして、狼というにはあまりにも巨大な身体。

　あれは確かベアウルフ。魔力により肥大化した身体は熊と見み紛まがうほどだ。

「やるぞ！　ロイドも来い！」

「はいっ！」

　言われるまでもなく、俺は立ち上がりアルベルトに続く。




「ガオオオオオーーー！」




　咆哮を上げながら突っ込んでくるベアウルフ。

　近衛たちは剣を構え迎え撃つ──が、駄目。

　ベアウルフは斬撃を物ともせず、近衛たちを吹き飛ばした。

　その勢いのまま、こちらへと向かってくる。

「お二人とも、お下がりくださいっ！」

　シルファがスカートを翻し、俺たちの前に立つ。

　チラリと見えたスカートの裏側からは、無数の投げナイフが見えた。

　それを、目にも留まらぬ速さで抜き放ちベアウルフに投とう擲てきする。

　一本は額、二本は片目、もう一本は大きく開けた口の中へと命中した。

「ウゴォォォォォ!?」

「『炎烈火球』」

　苦しみ暴れるベアウルフに、アルベルトが巨大な炎の塊を放つ。

　ずずん！　と炎がベアウルフに命中し、体毛を焼き尽くしていく。

　しばらく暴れまわっていたが魔術の炎は消えず、そのうち力尽きてしまった。

「ガ……ア……！」

　ベアウルフは呻き声を上げ、倒れ臥ふした。

　動かなくなったベアウルフを見て、近衛たちが歓声を上げる。

「うおおおおお！　流石はアルベルト様だ！」

「素晴らしい魔術でございました！」

　あっという間にアルベルトは近衛たちに取り囲まれてしまう。

　胴上げでもしそうな勢いだ。

「ケッ、あれはロイド様の魔剣のおかげですぜ。奴自身の力じゃねぇ。どいつもこいつも見る目がねぇっすな」
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　グリモがそれを見て毒づいている。

　何だか苛立っている様子だ。

「何を怒ってるんだ？」

「そりゃ怒りやすぜ！　評価されるべきはロイド様なのに、なんであいつが……」

「……？」

　言いかけて、グリモは口を噤む。

「な、何を言ってんだ俺様は……？　こいつが皆に評価されたら後で利用しにくくなるじゃねぇか。むしろ好都合のはずなのに……くそっ、わけがわからねぇ……だがなんだ、この苛立ちは……？」

　そしてまた、いつものようにブツブツ言い始めた。

　相変わらずよくわからん奴だ。




「ロイドーっ！」




　近衛たちの中から、アルベルトが声を張り上げた。

「お前が付与してくれた魔剣のおかげだぞーっ！」

　そう言って、ぶんぶんと手を振ってくる。

　俺は愛想笑いをしながら、同じようにして返した。

　とりあえず付与した魔剣は上手く作用しているようだな。うんうん。

「無事、魔獣狩りは成功した！　皆のおかげだ、感謝する！」

「おおおおーーーっ！」

　アルベルトの言葉に、近衛たちが諸手を挙げて歓喜の声を上げる。

　うーん、折角城から外に出たのにもう終わりか。

　結局魔獣とは戦えなかったし、物足りないな。




「日はもう沈みかけている。今日はここで泊まって、帰還は明日にしよう」

　気づけばもう夕暮れである。

　夕日が湖面に反射して、とても綺麗だ。

　夜になったら抜け出して魔術の練習でも出来ないかなぁ……なんて考えていると、

「ロイド様、私たちのテントが用意出来ましたよ」

　テントの設営を終えたシルファが俺に微笑みかけてくる。

　かなり小さなテントだ。

　こんなところで二人で寝るのか……こっそり抜け出そうとしたら確実に目を覚ますだろうな。

　シルファだし、間違いない。

　はぁ、残念だけど今回の外出はこれで終わりかぁ。

　俺も魔獣を狩りたかったなぁ。

「さ、私は夕食の準備をしてきます。ロイド様はこちらでお待ちを──」

　ォォォォォーーーン……と、シルファの声と重なるように低い音が聞こえる。

　犬の吠え声？　いや、これは……

「狼でしょうか……？」

「いや、それにしては少し声が太いような気がする……」

　普通の狼はもっと甲高い声で吠える。

　遠すぎて聞き取りづらいが、ベアウルフのそれによく似ていた。




　オオオーーーン……オオオオオーーーン……

　遠吠えは徐々に近くなっていく。

　しかも一つではない。周りの森中から聞こえてくるようだ。

　ここまで来ると近衛たちも違和感を感じたのか、騒ぎ始める。

「な、なんだこの咆哮は!?」

「どんどん近づいてくるぞ！」

「休んでいる奴ら、全員出てこい！」

　テントで休んでいた者たちもぞろぞろと出てきた。

　皆、緊張した面持ちで武器を構えている。

「ロイド、こっちへ来い」

　アルベルトの元へ小走りで行くと、近衛たちが俺たちを中心にして円陣を組む。

　辺りをピリピリした空気が漂い始めた。




「ウウウウウ……！」




　もう、すぐそこで唸り声が聞こえる。

　がさり、がさりと草むらが揺れ、そこから巨大な狼が顔を出した。

　──やはり、ベアウルフだ。

「魔獣だ！　まだいたのか!?」

「グルルル！」「ガオウ！」「グオオオオオオウ！」

　一匹だけではない。二匹、三匹と森の中から飛び出してくる。

　あっという間に俺たちはベアウルフの群れに取り囲まれてしまった。

　しかもそれだけではない。森の奥からはどんどん遠吠えが集まってきていた。

「馬鹿な……魔獣は群れないはず……それが何故こんなに……？」

　皆、狼狽えているがこれはチャンスだ。

　近衛たちは魔獣一匹でも苦戦してたし、これだけいるなら俺が倒してしまっても構わんだろう。

　もちろん下位魔術以外を使うつもりはないが、それだけでも十分だ。

　よっしゃ、テンション上がってきた。

「アルベルト兄さん、俺も戦います！」

「……！　あぁ、わかった。期待しているぞロイド！」

「来ます！」

　シルファの声とほぼ同時に、ベアウルフたちが飛びかかってくる。




「ガオオオオオ！」

「くっ！　アルベルト様とロイド様をお守りしろ！」

　近衛たちは密集し、俺たちの前に壁を作る。

　その奥からアルベルトが『炎烈火球』を放った。

　燃え盛る炎に焼かれ、のたうち回るベアウルフ。

　よし、俺もやってやるぞ。




「くらえー！」




　やや棒読み気味で放つのは『火球』だ。

　飛び出した火の玉はベアウルフの鼻先を焼き、怯ませた。

　そこへ近衛たちの斬撃が加わり、後退させる。

「ロイド様、なんでもっと強力な魔術を使わないんですかい？　上位魔術の一つでも使えばこんな奴ら一発で倒せるでしょう」

「だってすぐ全滅させたら面白くないじゃないか」

　せっかく魔獣相手に魔術を使う機会なのだ。

　どうせなら長く楽しみたい。

「そうだ、倒れた魔獣に治癒魔術とかかけたら、もっと長く楽しめるんじゃないか？」

　ついでに近衛たちにもかければ永久機関の完成だ。

　我ながらナイスアイデア。悪魔的閃ひらめきである。

「そ、そいつは流石にやめた方がよろしいかと思いやすが……」

　だがグリモはドン引きしながらダメ出しをしてきた。

　確かによく考えたら治癒魔術でも気力までは回復しないし、長期戦で気の緩んだ近衛たちが殺される可能性もあるか。

　流石に自分の実験で人が死んだら後味が悪いし、やめておくか。

　かといって確かに『火球』だけだとあまり面白くなさそうだ。

「じゃあせめて、『気』を試そう」

　覚えたばかりだから、生き物相手にはまだ殆ど検証してないしな。

　的も多いし当て放題である。

　俺は呼吸と共に右手に体内の『気』を集めていく。

　タオのやっていた『気孔弾』だ。

　以前やった時は肺がめちゃくちゃ痛かったが、治癒魔術をピンポイントで肺に当てながらやればかなり痛みを和らげることができる。

　……よし、いける。




「はっ！」




　それを『火球』で覆ってカモフラージュし、放つ。

　放たれた火気の孔玉弾はまっすぐ飛んでいき、ベアウルフに命中した。




「グオオオオッ!?」




　悲鳴を上げて吹っ飛ぶベアウルフだが、すぐに立ち上がってきた。

　いまいち効いてないか。

　純粋な『気』の攻撃だと、タオの足元にも及ばない。




「ろ、ロイド様、今のは一体……？」

「あぁ、『気』だよ。タオに教えてもらったんだ」

「な……っ!?」

　俺の言葉にグリモは驚いている。

「『気』ってのは確か大昔に戦った異国人が使っていた技だよな……長年の修行が必要って話だが……タオって小娘にあったのは数日前だろう？　そんな短期間で覚えたっていうのか……？　信じられねぇ……」

　グリモはまた、ドン引きしているようだ。

　もしかして俺が手を抜いて長引かせようとしているとか考えているのだろうか。

　残念ながら全力なんだよなぁ。

　やっぱり『気』は難しい。




「はぁ、はぁ……さ、流石に疲れてきたなー……」

　もう何十回『気孔弾』を撃っただろうか。

　魔術ならともかく、『気』に関しては初心者だ。

　呼吸にも気を使うし、精神的疲労が溜まっていた。

「でも、大分慣れてきたぞ……！」

　最初の時と比べると、明らかに『気』を集める速度が上がっている。

　速度だけではない。飛距離も、威力も、やればやるほど上達を感じられてすごく楽しい。

　魔獣たちとの戦いもいい感じで拮きっ抗こうしてるし、この戦いもっと長引かないかなー？

　そんなことを考えていると、隣にいたアルベルトが息を荒らげているのに気づく。




「魔獣どもの数が一向に減らない……！　近衛たちもシルファも顔には出さないが動きがかなり鈍くなっている。それにロイドもかなり息が上がっているな。あの年齢で、あれだけの魔術を使っているのだ。無理もないか……なんて、人のことを気にしている余裕はないな。僕の方もそろそろキツくなってきた……！　だが、兄として情けない姿を見せるわけにはいかない……笑え、笑うんだアルベルト！　こういう時こそ不敵に！」

　何かブツブツ言いながら、アルベルトは口元に笑みを浮かべている。

　おっ流石アルベルト。まだまだ余裕ありそうだな。

「……ロイド、まだ頑張れるか？」

「はいっ！　まだまだいくらでもいけますよ！」

「いい子だ。さぁてここからが踏ん張りどころだぞ……！」




　魔剣を振るい『炎烈火球』を放つアルベルト。

　本来ならもうとっくに魔力切れを起こしていてもおかしくはないはず……なのにあんな顔をしているということは、魔剣により威力が上がっているのが嬉しいんだろう。

　やはり攻撃魔術は威力というわかりやすい指標があるからやる気が維持しやすいもんな。うんうん。

　俺も負けてられない。

　何か特別な要素──例えば助っ人でも来なければ拮抗状態は続くだろうし、その間はずっと『気』の練習をして──

「ほあったーーーっ！」




　と、考えていると、奇声と共に小柄な人影──タオが飛び込んでくる。

　飛び蹴り一閃、それを喰らったベアウルフは湖にまで吹っ飛んでいった。

　くるりと空中で回転し着地したタオは、びしっとポーズを決めた。




「助太刀するある！」




　おおおおおお！　と歓声が上がる。

「タオ！　よくきてくれた！　助かったよ！」

「間に合ってよかったよ。さっさと蹴散らすね！」

　アルベルトの言葉にウインクを返すと、タオは魔獣の群れを相手に戦い始めた。

　その活躍はまさに獅し子し奮ふん迅じん。

　身軽なタオは縦横無尽に戦場を駆け回り、隙を見せたベアウルフから仕留めていく。

　俺たちが防御重視で戦っていたこともあり、丁度挟み撃ちのような形となり魔獣たちはどんどん数を減らしていった。




　……まさか本当に助っ人タオが来るとは思わなかったぜ。

　タオの前で『気』を使えば俺の正体がバレてしまうし、戦いも長引きはしないだろう。

　あーあ、もう終わったな。俺はやる気なく『火球』を放つのだった。

「これで、ラストぉーーーっ！」

　タオの『気孔弾』で最後に残ったベアウルフが大木に叩きつけられ、気を失う。

　周りに倒れている十数匹のベアウルフたちは、もはや動くことも敵かなわない。

「うおおおおお！　俺たちの勝利だぁぁぁ！」

　近衛たちが互いに身体を抱き、喜びを分かち合っている。

　はぁ、残念だ。もう少し楽しみたかったのに。

「ふぅ、何とか全部倒せたね……」

　タオが額の汗をぬぐい呼吸を整えていると、アルベルトが握手を求めて両手を差し出した。

「ありがとうタオ、本当に助かった」

「気にしなくていいね。間に合ってよかったよ。……ふひひ」

　タオが握手を返す。

　めっちゃ嬉しそうな顔でアルベルトの手をにぎにぎしている。

　アルベルトは若干引いていた。




「と、ところでタオ。よく僕たちが魔獣に襲われているとわかったね」

「うん、祠は高い所にあるでしょ？　丁度アルベルト様たちが魔獣の群れに襲われてるところが見えたよ」

　タオが指差した所、切り立った崖の上には石の祠が見えた。

　ただ、祠は古さゆえか殆ど崩れている。

　あれを修繕するのは大変だろう。

「……随分崩れているね。そういえば修繕に向かったのだったか。中断させてしまったようだ。僕たちが後で手伝おう。命を助けてもらった礼だ」

「それ、とても助かるね！　お礼するよ！　よかったら今度食事でもどうね？」

　タオがアルベルトを食事に誘っている。

　おいおい、相手は一応王子だぞ。

　なんというか……強いな。




「──ロイド様、ちょっといいですかい？」

　深妙な口調でグリモが言う。

「どうしたんだい？」

「あの祠、思い出しやしたぜ。あれは俺と同じ魔人が封じられている祠だ」

「何……？　しかしあの祠、破壊されているようだが……」

「えぇ、中の魔人は外に出た後でしょう。そして、かなり近くにいやす……！」

　グリモの言葉と呼応するように、ぼこん！　と一匹のベアウルフの身体が大きく跳ねる。

　二本足で立ったベアウルフは、だらんと力なく両腕を下ろした。




「い、息を吹き返したのか!?　全員武器を取れ！」

　アルベルトの号令で近衛たちがベアウルフを取り囲む。

　だが起き上がったのは一匹だけではなかった。

　倒れていたベアウルフたちが次々と起き上がってくる。

　よく見ればその身体にはうっすらと黒いモヤのようなものがかかっていた。




「くふふふふ、人間どもが中々やりおるではないか……」




　ベアウルフの口の中からしわがれた声が聞こえてきた。

　鋭い牙の奥に覗く青白い顔は、老人のようでもあり猿のようでもある。

　異様に大きい目と額に生えた鋭く長い角、もちろん人間ではあり得ない。

　その異様さに近衛たちは怯え竦すくんでいる。

「な、何者だ貴様！」

　アルベルトが振り絞るように声を上げると、老人は口角を上げ不気味に笑う。

「我はパズズ。魔人パズズよ。愚かな人間どもよ。よくも我が眷けん属ぞくを痛めつけてくれたな。その代償、命にて支払ってもらうぞ」

　老人──パズズはベアウルフに口を閉ざさせると、二本足で立ち上がらせる。

　その巨軀はパズズの魔力故か更に、更に大きく見えた。

　ベアウルフの真紅の目に、老人の禍々しい目が重なった。

「なぁグリモ、あれって俺がお前に身体を貸しているようなもんか？」

「こっちは完全にロイド様主導なんで全然違いやすよ!!　言うなら自分は付属品のようなもんでさ。……あっちはパズズの野郎が魔獣の身体を乗っ取ってるんですな」

　魔人は半実体が正で他の生物の身体と一体化出来るらしい。

　グリモが俺の右手に入っているように、パズズも魔獣の身体に入っているのだろう。

　ただ向こうの主導権は完全に奴にあるようだ。

　巨大ベアウルフ──パズズが唸り声をあげながら、こちらに歩み寄ってくる。




「さぁ、立ち上がるがよい！　我が眷属たちよ！」




　パズズの言葉で、今まで倒れ伏していたベアウルフたちに眼光が宿る。

　ゆっくりと立ち上がるベアウルフたちの身体には、うっすらと黒いモヤのようなものがまとわりついていた。

　──あれはパズズの魔力か。




　魔獣とは魔力を持った物質を喰らい、強く大きくなった獣だ。

　そうして魔獣となった獣はより強くなるために魔力を帯びたものを好んで食すようになる。

　パズズは自身の魔力を与えて傷を負った魔獣を回復させているのだろう。

　確か魔獣使いなどはそうして魔獣を操っていると書物で読んだことがある。




「……ふむふむ、実際に見てみるとよくわかるが、あれはただの魔力ではないな」

　魔獣たちの身体が受け入れやすいよう、魔力の性質を変化させているように見える。

　確かに他人の魔力というのは簡単に受け入れられるようなものではない。

　故にその性質を変化させ、受け入れやすくしているのだろう。

　強い魔力を持つ者が近くにいると、かなり気になるしな。

　だから俺は普段は魔力を押さえて活動しているのだが、これが結構疲れるんだよな。

　なるほど、魔力にはああいう使い方もあるのか。面白い。




「ガルルル……」「グゥゥゥ……」




　唸り声を上げるベアウルフに近衛たちは後ずさる。

　立ち上がったベアウルフたちの身体の傷はみるみる塞がり、心なしか大きくなっているように見える。

「ば、馬鹿な……!?」

「倒したはずなのに……」

　倒したはずの魔獣の復活による動揺。

　そこに畳み掛けるようにパズズが咆哮を上げる。




「グオオオオーーーッ！」




　それを皮切りにベアウルフたちが突っ込んできた。

　近衛たちも防御を試みるが、既に気迫で負けている。

　その上、更なる巨体であるパズズもいるのだ。

　誰もかれも及び腰である。

　そんな事でパズズが遠慮するはずもなく、大きく振りかぶった一撃が近衛数人をまとめて捉える。

「ぐわぁーっ!?」

　一振りで近衛たちは薙ぎ飛ばされてしまった。

　続いての蹴りを受けようとした近衛の剣がへし折れ、地面に投げ出された。

　一人、また一人とパズズに倒されていく近衛たち。

　ベアウルフと相対していた者たちもそれを見て顔色を青くする。

「ひいっ！　つ、強い……！」

「あれが魔人……と、止められるわけがない……！」

　圧倒的な戦力差に、近衛たちは戦意を失いつつあった。

　戦線は乱れ、蹂じゅう躙りんを待つのみと思われたその時である。

　彼らの間に一陣の風が吹いた。




「──借りますよ」




　凜りんとした声と共に駆け抜けたのは、シルファだ。

　その両手には、それぞれ近衛の鞘から抜き取ったであろう剣が握られていた。

　双剣が光に反射し、キラリと光る。




「ラングリス流双剣術──昇り双竜」




　構えた剣を地に擦らせながら、シルファはパズズに向かって走る。

　二本の線を地面に描きながらパズズの足元に辿り着くと、垂直に跳んだ。

　その昇りざまに繰り出される剣閃。

　両脚から胴、そして肩には剣筋の跡がはっきりと残されていた。

「ぬぐぅっ!?」

　巨体を駆け昇りながらの凄まじい斬撃にパズズは呻き声を上げる。

　とん、とパズズの肩を足場に、シルファは空中で半回転する。

　両手の剣は逆手に握られていた。




「続けてラングリス流双剣術──下り飛ひ鳥ちょう」




　パズズの背に突き立つ双剣。

　ががががががががが！　と激しい斬撃を繰り出しながらシルファは着地した。

　目にも留まらぬ見事な剣捌きだ。

　おお、すごい。これがシルファの本気か。

「この……ちょこまかしおってっ！」

　だがダメージはないのか、着地したシルファを狙いパズズの蹴りが放たれる。

　──しかし、遅い。捉えたのはシルファの残像だった。

　残った足の前には、双剣を十字に構えたシルファがいた。




「二に虎こ──爪そう牙が……！」




　上下左右から繰り出される四連撃により鮮血が吹き出す。

「っ!?」

　シルファの顔色が変わる。

　深く食い込んだ一撃にて、剣が折れていたのだ。

　即座に剣を捨てて離脱すると自陣に戻り、ぼそりと呟く。

「……硬いですね。どうか皆さまの持つ剣、私に預けていただけますか？」

「お、おおっ！」

　近衛たちはこくこく頷くと、余剰の剣を集めて地面に突き刺す。

　その数、十二本。やや心許なさそうにそれを見るシルファだが、すぐに気を取り直し剣を抜く。




「サルーム王国給仕係兼剣術指南役、シルファ＝ラングリス。推して参る──！」




　シルファの構えた双剣が、冷たい光を放っていた。

「ぬぅ……女風情が……」

　パズズがシルファに釘付けになっていた、その時である。

「すーーー……っ！」

　深い呼吸音。

　その足元には両手を交差させる小さな影があった。タオだ。

　腰を低く落とし、構えた両掌を捻るようにして打ち出す。




「はっ！」




　ずずん！　と重低音が響く。

『気』を込めた一撃。

　衝撃波がパズズの足に走り、その巨体がよろめき倒れた。




「──『震雷破』、動作が長くて当てにくいけど威力はピカイチね」




　タオはにっと笑うと、倒れたパズズに向けて手のひらを返し、くいくいと手招きをした。




「百華拳百八代目当主見習い、タオ＝ユイファ。かかってくるある！」




　二人の攻撃を見た近衛たちの表情が変わる。

「お、俺たちもやるぞ！」

「そうだ！　男を見せる時だ！」

　震える手に剣を握り締め、ベアウルフらに向き直った。

　どうやら気を取り直したようである。

　それを見たアルベルトが、覚悟を決めたように頷く。

「皆、もう少しだけ持ち堪えてもらえるか……」

　そしてパズズを見据え、言葉を続ける。




「最上位魔術を使う……！」




　……なるほどなるほど。

　そんなことより魔力の性質変化ってどうやるんだろ。

　俺は興味津々に、パズズの放っている魔力をじっと見ていた。

「燃え盛る炎、舞い踊る炎、降り注ぐ炎、等しくすべてを滅ぼす炎よ。来たれ、来たれ、来たれ──」

　アルベルトが詠唱を開始する。

　あれは火系統最上位魔術『焦熱炎牙』の詠唱だな。

　確かアルベルトは上位魔術まで使えなかったはずだが、いつの間に身に着けたのだろうか。

　ただ呪文束を使っての高速詠唱までは出来ないのか、通常の詠唱である。




　呪文が紡がれるたび、アルベルトの周囲に魔法陣が生まれていく。

　美しい文様が鮮やかに浮かんでは消えていく。

　呪文束だとそういうのも全て省略されるからちょっと味気ないんだよな。

　とはいえフル詠唱だとかなり長かった記憶がある。

　詠唱完了までのその間、タオとシルファがパズズを押さえ込むという手はずなのだろう。




「はあっ！」「いやーっ！」




　二人の攻撃はまともに通ってない。

　いや、多少の傷は与えているのだが、すぐに癒えてしまっている。

　どうやら半分精神体である魔人には物理的なダメージは通りにくいようだ。

「ロイド様、いくら最上位魔術だろうが、魔人である奴には効きませんぜ！」

「そういや以前にそんなこと言ってたな。その割にすぐ参ってたけど」

「そりゃあんなもん喰らったらねぇ!?」

　結局どっちなんだよと内心ツッコむ。

「まぁいいや。それよりグリモは魔力の性質変化って得意な方か？」

「ってまだその話続いてたんすかい!?」

　まだとはなんだまだとは。

　最優先事項だろうが。

「はぁ、そりゃ魔人は魔力の性質変化は得意っすからね。やり方くらいはわかりやすが……流石にあの人たちを放置して教えるのはマズいんじゃないっすかね？」

　グリモが戦闘中のアルベルトらに視線を送る。

「大丈夫だよ。少し前から治癒魔術をかけているからな」

　向こうが回復するならこっちもだ。

　皆には先刻、魔力刻印を飛ばして付けておいたのだ。

　これは魔術を自動で当てるマーキングのようなもので、一度付けておけばわざわざ狙い直す必要もなく魔術の対象と出来る。

　かけているのは治癒系統魔術『回復呼吸』、呼吸の深さに応じて少しずつ傷を癒すというものである。

　長い間、じわじわと回復するため魔力刻印と相性が良い。あと俺がやったとバレにくいし。

　治癒系統の魔術は全てかなり上位の魔術なのでバレると面倒だ。

　傷つき倒れていた者たちも、しばらくすると傷が治り立ち上がる。

　うん、これならそう簡単には倒されないだろう。




「てなわけで話の続きだ」

「はぁ、わかりやした……おほん、魔力の性質変化とは、術式ではなく魔力を生み出す際に行うんですよ。ただ魔力を出すだけでなく、手を加えれば性質も変化させられるんです」

「へぇ、それは考えた事もなかったな」

　魔力を生み出すのなんて、ただ漫然とやっていた。

　思えばグリモの使ってた古代魔術が色を変えたり魔力波の形状を変えたりしていたのは、術式ではなく性質を変化させていたのか。

　無意味だと思ってたが、やっぱり魔術は奥が深い。




「まずは色の変化から始めるのが基本です。やってみますかい？」

「もちろん」

「魔力の性質変化はイメージが大事でさ。色のついた魔力を強く想像するんです。とはいえ一朝一夕で出来るもんでは……」




　イメージね。姿を変える魔術『模写姿』みたいなものか。

　だったら得意だぞ。イメージイメージっと。

　俺は青色を強くイメージし、手のひらから魔力を生み出していく。

　すると淡い青色の魔力が溢れ出してきた。

「おおっ！　これが魔力の性質変化ってやつか？」

　赤、白、緑、思うように色を変えていく魔力。こりゃ面白い。

　俺がはしゃいでいると、グリモは驚愕の表情を浮かべている。

「な……き、聞いただけであっさりと……!?」

「動かしたりとかも出来るな。あまり意味はなさそうだけど……」

　生み出した魔力に動けとイメージを送ると、ぐねぐねと色を変えながら動いていく。

　グリモは俺が自在に動かしているのを見て、あんぐりと口を開けていた。

　なるほど、パズズはこれに匂いや味を加え、魔獣好みにしているんだな。




「──焰ほむらよ集いて全てを嚙み砕く牙となれ。……『焦熱炎牙』っ！」




　なんて事をしていると、アルベルトの詠唱が終わったようだ。

　すぐ気づいたシルファとタオが、パズズから距離を取る。

　直後、燃え盛る無数の炎がパズズらへと降り注いだ。

「ガアアアアッ!?」

　広範囲に亘わたる炎が周囲を焼き尽くし、ベアウルフらは悲鳴を上げながら、次々と倒れていく。

「やったね！　すごい威力よ！」

「流石はアルベルト様です。これなら奴も立ち上がっては来れないでしょう」

　二人は喜びの声を上げる。

　反対にアルベルトの表情は曇っている。

「そう、だといいがな……」

　がくり、と膝を突くアルベルト。

　呼吸は乱れ、全身に力が入らないのかガクガクと震えていた。

　魔力切れの症状だ。顔色が青くなっている。




「アルベルト様っ!?」

「大丈夫あるか!?」

「はは……全ての力を出し尽くしてしまったな……魔力が限界だよ。これで生きていたら、もうどうしようもないね……」

　力なく笑うアルベルトを支えるタオもシルファも、既に疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった具合だ。

　治癒の魔術では傷は癒せても魔力や疲労までは癒せないからな。

　当然近衛たちも立っているのがやっとの様子である。

　全員が祈るような顔で炎を見据える中──




　──ずしん！　と地面が揺れた。

　炎の中でゆらりと巨大な影が揺らめく。

「くくく、くふふふふふ……人間にしてはやるではありませんか」

　炎をかきわけ、現れたのは傷ひとつないパズズだ。

　後ろにはよろめきながらも立ち上がりつつある、ベアウルフたちもいる。

　その姿を見た全員の顔が絶望に染まる。

「ば、馬鹿な……？」

　驚愕の顔を浮かべるアルベルトを見て、パズズはにぃと口角を上げる。

「甘いですねぇ。我は魔人。人間の魔術など効かないのですよ」

　パズズが嗤うと、黒い吐息が吐き出される。

　気づけばそれは辺りを包み込んでいた。




「う……!?」「ぐっ……！」




　近衛たちが呻き声を漏らし、倒れていく。

　タオもシルファもだ。

　皆バタバタと倒れ伏していく。

「くははははっ！　我が魔力を吸い続けた者は何者であろうと自我を失い、操り人形となるのですよ！　人間にしては持った方ですがそれもここまで。安心しなさい。これからは我が下僕として使ってあげましょう！」

　大笑いしていたパズズだが、すぐにその顔が強張る。

　視線は真っ直ぐ、俺へと注がれていた。

「ば、馬鹿な!?　何故我が魔力を吸い込んで意識があるのだ！」

「え？　さぁ……」

　狼狽えるパズズに、俺は首を傾げて返した。

「チィ……子供だから呼吸量が少なく、それで効いていないのか？　……ならば直接喰らうがいいっ！」

　パズズは大きく息を吸い込むと、真っ黒な煙を勢いよく吐き出してきた。

　もくもくと黒煙が俺を包み込む。




「わっ！　けむっ！」




　目を閉じ、パタパタと手を振って払う。

　ったく変なもん吹きかけやがって。びっくりするじゃないか。

　しかもなんか変な臭いがするし。

　歯を磨いてないんじゃないか？

　俺がせき込みながら煙を抜けると、その先ではパズズが驚愕の表情を浮かべていた。

「なん、だと……？」

「なんだとじゃないよ。いきなり何するんだお前」

　ため息を吐く俺を見て、パズズは息を吞んでいる。

「き、貴様……我が魔力を食らってなんともないのか？」

「ん？　別にどうもないけど……」

　さっきから何を驚いているのだろう。もしかしてなにか攻撃でもしてたのだろうか。

　そういえば何か甘い香りがするような……？

　首を傾げていると、グリモがぐぱっと口を開けた。

「はっはー！　テメェのクセェ息なんて効かないとよ！」

　俺の掌──グリモを見たパズズは驚いたのか目を丸くした。

「ぬ……お前は魔人か。何故人間の掌にいる」

「う、うるせぇな！　テメェにゃ関係ねーだろ！　こっちにゃこっちの都合があるんだよ！」

「……ふむ、そうかなるほど。お前はその人間の使い魔となっているのか。大方復活の際に隙でも突かれて、強制的に従魔契約を強いられたのであろうが……人間如きに使い魔にされるなど魔人の風上にも置けん。全く以って嘆かわしい。同じ魔人として恥ずかしいぞ」

　へー、そうなのか。

　確かに本に閉じ込められていたのだから、グリモも本調子じゃなかったんだろうな。

「だが我はそのような油断はせぬ！　万全を期して復活し、盤石の備えで動いているのだ！　見たであろう我が軍勢を！」

　おお、そうだ。群れないはずの魔獣をどうやって集めたのだろう。

　すごく気になった俺は思わず尋ねる。

「一体どうやってこんな数のベアウルフを集めたんだ？」

「くふふ、知れたこと。本来は決して群れぬ魔獣どもをこの森に集める為、餌となる鳥獣たちを我が魔力を餌に大量に集めたのだよ！　そうすれば魔力と餌に溢れたこの地に魔獣が集まってくる……その中で生まれた番つがいの親を殺し、子だけを集め育て上げたのだ！　本来は群れぬはずの魔獣だが、幼獣の頃から集団で育てればそれが普通となるのだよ。まぁおかげでかなり苦労させられたが、その甲斐あって見よ、この軍勢を！　これだけの魔獣を相手に勝てる者など存在すまい！　くはははははははは！」

　親を殺し、子供を攫さらって小さい頃から調教するとは……何という悪い奴だ。

　俺でもそんな事はやらないぞ。

　大笑いするパズズを見て、グリモが声を上げる。

「あー、その、ちょっといいか？」

「なんだ？　間抜けな魔人」

「お前さん、それいつからやっているんだ？」

「ざっと百年だな。我ながら苦心苦闘させられたぞ」

「そりゃ、そうだろうなぁ……」

　グリモは呆れた顔でため息を吐いている。

　百年、気の遠くなるような話である。

　魔人であるグリモから見ても凄い事なんだろう。

「準備を終えた我は念には念を入れ、手始めに村を襲わせた。そうすればこの国の軍が出てくるだろうからな。それに勝利すれば我が軍勢の力は証明される……そして完膚なきまでに叩きのめした！　倒れぬ魔獣相手に貴様らはなす術がなかったであろう！　今こそ侵攻の準備は整ったのだ！　ふはははははは！」

　高笑いするパズズを、グリモは鼻で笑った。

「おいおい、完膚なきまでに叩きのめした、だと？　どう見てもここに一人残っているじゃねぇか」

「む？　……あぁそうだな。ひ弱な子供と、その使い魔がな。問題ない。すぐにすり潰してやる」

　パズズが手を上げると、ベアウルフたちが俺たちを取り囲む。

　目を血走らせ、唸り声を上げていた。

「さぁ行け！　そやつらを喰い殺すのだ！」

「ガオオオオオッ！」

　飛びかかってきたベアウルフたちが、鋭い爪と牙を俺へと突き立てようとしたその瞬間である。

　ベアウルフたちは俺への攻撃を止めると、そのまま着地し俺の足元へ伏せた。




「きゅーん」「きゅきゅーん」




　そして鼻を鳴らしながら、擦り寄ってくる。

　尻尾をぶんぶん振りながら、あおむけになり腹を見せている者もいた。

　十数匹いたベアウルフたちは皆、俺の周りでじゃれついてきていた。

「な、何……？　おい貴様ら何をしている!?　早くそやつを殺すのだ！」

「ウウウ……！」

　パズズが命令するが、ベアウルフたちは俺のそばから離れようとはしない。

　それどころか敵意に満ちた目でパズズを睨んでいた。




「──ふむ、こんな感じかな？」




　俺は掌から魔力を生み出しながら、呟く。

　俺の周囲を白い煙のような魔力が包んでいた。

「……ロイド様、一体何をしたんですかい？」

「さっきからやっていた魔力の性質変化だよ。昼に食べた肉の味や匂いを強くイメージして、発動させたんだ」

　さっきのシルファの料理、美味かったもんなぁ。

　思い出しただけでヨダレが出てくる。

　ベアウルフたちも気に入ったようで、心地好さそうな顔で浴びていた。




「グォォォォァァァァァ……!?」




　パズズが入っていたベアウルフも、悶もだえ始めた。

　どうやら俺の放つ魔力を吸い込んだようである。

「お、おい！　貴様までふざけるなよ!?　やめろ！　吐き出すな！　くっ、ぐおおおおおおおっ!?」

　ベアウルフはヨダレをぼたぼた垂らしながら、口から黒いモヤを吐き出していく。

　モヤは人形に固まり、パズズとなった。

　おお、あれが本体か。

　パズズを吐き出し終えたベアウルフは、俺の元へ駆け寄ってきた。




「くーん、くーん」




　そして尻尾を振りながら俺の周りをくるくると回っている。可愛い。

「はぁ、はぁ……ぐっ、馬鹿な……こ、こんなはずでは……！」

　残されたパズズは苦悶の表情を浮かべ、息を荒らげている。

「許さん！　許さんぞぉぉぉ！　このクソガキが！　我が魔獣帝国の邪魔をしおって！　ズタズタにしてくれる！」

　辺りを漂っていた黒いモヤが、パズズへと集まりその身体を包み込む。

　空気が震え、俺にくっついていたベアウルフたちが警戒心を剝き出しにした。

　モヤを取り込んだパズズの魔力がぐんぐん上がり、魔力もどんどん増していく。

　パズズは、銀の毛と漆黒の翼を持つを持つ巨大な猿へと変貌した。

　決まった実体を持たないが故の変貌、全ての力を出し尽くした真の姿とでもいうべきか。

　最初とは内包する魔力量が段違いだ。




「──殺す」




　巨大化したパズズは短くそう呟いて、俺に飛びかかってきた。

　高速で迫り来るパズズ。

　俺の傍にいたベアウルフたちが立ち塞がる。




「ガウッ！」「グルルオオオッ！」




　もしかして俺を守ろうとしてくれてるのか？　でも危ないぞ。

　退かせようとしたが、間に合わない。

「邪魔をするなっ！」

　パズズが両腕を振るうと、ベアウルフたちは弾き飛ばされた。

「きゃいん！」

　地面に叩きつけられたベアウルフたちが悲鳴を上げた。

　こいつ……自分の眷属を……！　なんて奴だ。
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　パズズは倒れ伏すベアウルフたちには目もくれず、俺目掛けて体当たりをぶちかましてきた。

　どすん！　と、自動発動した魔力障壁ごと俺の身体は湖へと吹き飛ばされる。

　──だが風系統魔術『飛翔』発動。

　風を纏った俺は湖面の上を滑り、中央辺りで止まった。




「しゃあッ！」




　翼を広げ地面を蹴り、即座に追撃してくるパズズ。

　振り下ろされた右手から放たれる魔力波を魔力障壁で受け止めた。

「おい、自分で育てた大事な眷属だろ。殴るなんてひどいじゃないか」

「何を言っている！　我に逆らう愚かな犬などもはや眷属でもなんでもないわ！　貴様を殺した後に全て縊くびり殺してくれる！」

「ひどいな。もふもふ帝国を作るんじゃなかったのかよ」

「魔獣帝国だッ!!」

　顔を真っ赤にして俺を殴りつけてくるパズズ。

　ダメージは全くないが、それでも魔力障壁を軋きしませるほどの威力。

　ただ殴っただけじゃこうはならない。……これも魔力の性質変化か。

「両手に魔力を集めて硬質化、攻撃力を上げるようイメージしているんだな」

　面白そうだ。俺もやってみるか。

　とはいえ素手はアレだし……そうだ鞄の中に武器があったっけ。

　以前付与魔術で使った、鉄の短剣。

　あれを使えば剣で同じことが出来るよな。

　と、思い鞄を漁ろうとした時である。

「隙を見せたな！　死ねぇっ！」

　パズズは魔力波を放ってきた。




「ロイド様、危ねぇ！」




　それを迎え撃つべく、俺の右手──グリモが黒い魔力波を放つ。

　二つの魔力波は互いにぶつかり、弾け飛んだ。

「ぬぅ、魔神が人間に汲くみするか！」

「へっ、ハナクソ程の威力だぜ！」

　パズズとグリモが魔力波を打ち合う。

　何度も何度も、俺の眼前で激しい閃光が散っている。

「ええいそこを退どけ！　そやつは失った我が身体の新たな宿主とするのだ！」

「誰がテメェなんぞにやらせるかよ。こいつの身体はゆくゆくは俺様のもんになるんだからなぁ！」

　魔力波の激突音であまりよく聞こえないが、二人は何か喋っているようだ。

　魔人同士対抗心でも燃やしているのかな。

「ロイド様！　ここは自分に任せてやりたいようにやってくだせぇ！」

「あーうん。グリモも無理すんなよ」

　ていうか別に放っておいても魔力障壁で防げるんだけどな。

　まぁ折角やるって言ってくれてるんだし、無下に断ることもないか。

　王族とは目下の者の進言をむやみに否定せぬもの、らしいしな。

「えーと、こんな感じかな」

　先刻と同じ要領で、強く硬い刃をイメージした魔力を生み出し、剣に纏わせていく。

　更に先ほど見たシルファの剣技も制御魔術でコピー。

　よし、これでやってみるか。

　グリモの口を閉じさせ、ぎゅっと短剣を握り締めた。




「行くぞ──」




　俺は湖面を蹴り、真っ直ぐパズズに向かって駆ける。

　低く構えた剣筋が水面で爆ぜ続け、水柱となって俺のすぐ後を続く。

「ぬぅっ!?」

　パズズの放った魔力波が雨あられと降り注ぐが、その全てを躱し、パズズの足元に辿り着いた。

　それまでに溜めていた力を解放し、斬り上げる。




「ラングリス流短剣術──昇り咬こう竜りゅう」




　斬！　と剣閃が湖を真っ二つに割った。

　その勢いのまま天を貫き、雲も、ついでにパズズの身体も切り裂いていた。

　短剣一本なので劣化コピーだが、威力は十分。ちゃんと性質変化は出来たようだな。

「ぐぐぐ……！　バカな！　我が肉体を切り裂くとは……貴様も我と同じ技が使えるというのか……！」

「いや、今初めて使ったんだけどな」

　どうやらダメージを受けて驚いているようだ。

　そういえば魔人は魔術は効かないって言ってたっけ。

　普通の魔術は術式で魔力を形ある力に変化させているので、半分精神体である魔人には効果が薄いのだろう。

　その点、魔力の性質変化は単純に魔力の質を上げて直接ぶん殴るようなものである。

　だから精神体である魔族にも効果があるんだろうな。

「いいですぜロイド様！　ボコボコにやっちまってくだせぇ！」

「そうだな。もう少し試してみるか」

　今のは出力が大きすぎた。

　もっと小さく、鋭い方が威力を効率的に与えられるはずだ。

　イメージにより短剣を覆う魔力は小さく、より鋭くなっていく。




「ラングリス流短剣術──下り飛ひ燕えん」




　高速でパズズの背後へ飛翔した俺は、短剣を逆手に持って落下しながらの連撃を叩き込む。

　無数の斬撃が切り裂いたパズズの左半身を消しとばした。

　うん、いい感じに力が調節出来ているな。

　だがもっと、もっと鋭く出来るはずだ。




「おのれぇぇぇぇぇ!!」

「一虎──顎」




　残った方の反撃を避けながら、二連撃にてパズズを三つに分断する。

　パズズは頭部のみを残し、消滅してしまった。

　──が、その代償として俺の手にしていた短剣が粉々に砕け散る。

「おっと」

　魔力で覆っているとはいえ、得物に全く負担が掛からないわけではないか。

　砕けた剣を見て、パズズはにやりと笑う。

　笑いながら、身体を復元していく。

「くふふふふ、中々驚きましたがそのような魔力量に何の変哲もない短剣が耐えられるはずがありません。勿もち論ろん、あなたの身体もね」

　パズズの言葉で、俺は自身の変調を自覚する。

　手足が震える。力が入らない。

「力を使いすぎたのだろう!?　もう動けないようだな！」

「ど、どうしたんですかいロイド様！」

「つ……っ！　しまった……」

　慌てるグリモに、俺はくぐもった声で返す。

「参ったな……筋肉痛になっちまった」

　うぐぐ……身体が痛くて思ったように動けない。

　シルファの全力をコピーしたからだろう。

　あと若いからすぐ筋肉痛が来たんだろうな。なんせ十歳だし。

「き、筋肉痛……っすか……」

「うん、これ以上の運動は控えた方がいいだろう」

　そう言って腕をマッサージする。

　あまり無理すると治りが遅くなるもんな。

　そんな俺を見てグリモは何故か呆れた様子だ。

「ぐぐぐ……ふ、ふざけおってぇぇぇぇ！」

　そんな俺へ繰り出されるパズズの打撃、打撃、打撃。

　魔力障壁が痛々しい軋み音を上げていた。

　やはりかなりのパワーである。




「なぁ、ちょっと聞きたいんだけど、そんなに強いのに何故魔獣を集めてたんだ？」

「知れたこと！　我一人が強くなるより、部下を集めた方がより効率的に戦力を増大出来るからよ！」

「強くなる為に仲間を増やしたってことか？」

「あぁそうだ！　苦労と努力を重ねた日々だった！　わざわざ魔獣の住みやすい環境を整えてやり、扱いやすくなるよう躾しつけも繰り返した！　面倒極まりない作業だったがそれもようやく、ようやくこれからという時だったのに！　貴様のせいでぇぇぇぇ！」

　がつん！　と怒りに任せた一撃で、俺の身体は宙に飛ばされる。

　強烈な一撃により、魔力障壁は粉々に砕け散った。

「くたばれぇっ！」

　だが放たれた魔力波は、俺の眼前で消滅した。

　俺の前に張られた透明な壁を見て、パズズは舌打ちをする。

「チィ……また魔力障壁か。だがそんなもの何度でも破壊して……っ!?」

　左右を見渡したパズズが言いかけた言葉を吞み込む。

　展開したのは魔力障壁ではなく、結界だ。

　空間系統魔術『次元天蓋』かなり魔力を食うので短時間しか持たないが、あらゆる攻撃を通さぬ次元の壁。

　それでパズズを包み込んだのだ。

「ん、そういえば……」

　俺はふと思い立つ。

　グリモは魔人に魔術は効かないと言ってたが、結局効くのか効かないのかどっちなのだろう。

　魔人と遭遇する機会なんてそうはないだろうし、試してみるべきだよな。




「二重詠唱──」




　俺は右手の口を開き、呪文の詠唱を開始する。

『震撃岩牙』『大潮海牙』『焦熱炎牙』『烈空嵐牙』。

　土水火風、基礎四系統最上位魔術を順繰りに百復唱。

　高速術式を展開し、本来の三倍速にて編み込んでいく。




「「■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■」」




　一呼吸に七つ紡がれる呪文束、それを二つの口で同時に唱えていく。

　術門が無数に並び、結界内がまばゆく輝き始めた。

「な、なんだその高速詠唱は……！　あれ程の密度を持つ呪文束を間断なく編み込んでいるだと……!?　ぐうっ！　あ、頭が痛くて割れそうだ……！」

「いくぞ──」

　そして、術式を解放する。

　術門が開き、そこから放たれる無数の魔術。




「ぶ──ッ!?」




　パズズの声が一瞬聞こえたが、結界内部に吹き荒れる破壊の奔流ですぐかき消されてしまった。

　１秒に１サイクル、１分で２４０回の最上位魔術の連続魔。

　以前、グリモにやったのと同じ攻撃だ。

「……ん？」

　数秒後、異変に気付く。

　結界内の手ごたえがなくなっている。

　俺は術式を消し、結界を解除した。

　モクモクと上がる煙の中からミイラのように干からびたパズズが湖に落ちた。

　パズズのミイラはわずかに口を動かしながら、ぷかぷかと浮いている。

「ぅ……ぅ……」

　そんなパズズを見下ろし、グリモが笑う。

「へっ、あれだけデカい口叩いた割に随分あっけなかったなぁ？」

「こらこら、煽あおるなよグリモ」

　ていうかお前もたいがいデカい口叩いていただろ。

　でもグリモは30分くらい耐えてたっけ。まぁあまり変わらないか。

「しかし結局ダメージ受けてるじゃないか。本当に魔人に魔術は効かないのか？」

「普通はそうっす。ただ半分精神体である魔人には、音や光などで感じる不快感がそのままダメージとなるんですよ。ほんの僅かですが、それを続けて浴び続けると……」

「こうなっちゃうわけか」

　音や光でダメージを受けるなんて、意外と繊細な奴らだな。

　魔人って意外と大したことないのかもしれない。

　……ん？　パズズが何か言ってるな。

　俺は干からびたパズズをひょいと摘まみ上げる。

「な、何故だ……我の努力が……こんなにもあっさりと……何故、勝てぬ……」

「パズズ、お前はずっと大変だったーとか苦労したーとか言ってたけどさ、そういうのもっと楽しんでやった方がいいよ」

「たの……しんで……？」

「うん、だって楽しくないのに無理してやっても、身につかないだろ。それにそういう気持ちは配下の魔獣たちにも必ず伝わる。伝わればそんな奴の命令なんて聞きたくないよ。お前自身がもっと楽しんで魔獣たちと接していたら、俺がちょっとくらい魔力を与えても寝返らなかったと思うぜ」

　ほんの少し対たい峙じしただけだったが、パズズの魔獣たちへの態度はけして良いとは言えなかった。

　俺が魔力を与えたのは単なるきっかけで、いつ叛はん意いを向けられてもおかしくはなかったろう。

「ていうか強くなりたかったのなら、身体を鍛えるなりなんなりやりようはあったんじゃないか？　面倒な思いをしてまで部下を集めるより、余程効率的だろ」

　楽しいから苦も無く続けられるのである。

　パズズは戦闘スタイルからして、肉弾戦が得意なタイプ。
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　部下を集めて命令を出すより、身体を鍛える方が性に合ってそうだしな。

　俺が寝ても覚めても魔術をやってられるのも、純粋に楽しいからだ。

「魔術の修行は俺様もやってきたが、そう楽なもんじゃねぇ。血ち反へ吐どを吐き、地味な反復をし、努力を重ねて少しずつモノにしていくもんだ。それをロイドはそりゃもう楽しそうにやりやがる。毎日、常時、今までも、これからもだろう。……そんな奴に努力だなんだと言ってる奴が勝てるわけがねぇ……！」

　グリモがブツブツ言っているが、吹きすさぶ風の音でよく聞こえない。

　俺の言葉に、パズズは苦笑いを浮かべる。

「く、ふふ……我の敗因は、楽しめなかったことか……全く無茶を言ってくれ、る……」

　そう言い残し、パズズの身体は砂のようにさらさらと消滅していく。

「おっとと」

　チリとなって消えゆくパズズをグリモが大きく口を開け吸い込み始める。

　どうやらその魔力を食べているようだ。

「へへへ、魔人の魔力ってのはやっぱ美味いぜぇ……力がかなり戻ってきやがった……！　こいつの傍そばにいれば上質な魔力の補充には事欠かねぇ。この調子で魔力を増やし、そのうちこいつの身体を乗っ取ってやるぜぇ……！」

　ブツブツ言いながらほくそ笑むグリモ。

　その力はほんの少し増しているように見える。

　どうやら魔力を食べて強くなるようだな。

「どうでもいいけど腹壊すなよ」

「そ、そりゃもう！　へ、へへへ……」

　俺の言葉に、グリモは慌てて返事をするのだった。




「アルベルト兄さん、大丈夫ですか!?」




　パズズを倒した俺は陸地に戻り、倒れていたアルベルトを揺り起こす。

　既にパズズの魔力の影響は抜けていたようで、すぐに目を覚ました。

「う……ろ、ロイド……？　一体何が……はっ！　皆は無事か!?　魔人はどうなった!?」

　起き上がり、きょろきょろと辺りを見渡すアルベルト。

　あ……しまったな。どう説明したもんか。

　まさか俺が倒したとは言えないし。

「落ち着いてくださいアルベルト兄さん……え、えーとですね……そう！　俺も気絶してて、起きたら皆が倒れてたんです！　魔人もどこにもいませんでした！」

　慌てて言いつくろうと、アルベルトはどこか納得していなそうな顔をした。

「そう、か……すまない取り乱したようだ。とりあえず皆を起こそう」

「はいっ！」

　それでもなんとか誤魔化せたようである。

　安堵の息を吐いていると、他の者たちも起き上がり始めた。

　アルベルトは全員の無事を確認し、頷く。

「皆、まずは無事で何よりだ。魔人に襲われたにもかかわらず命があったのは、奇跡としか言いようがあるまい。だが魔人との戦闘中、僕は奴の出す黒いモヤを浴びて気を失い、何故奴がいなくなったのか憶えていないのだ。誰か見た者はいるか？」

　アルベルトは全員を見渡すが、誰も声を上げる者はいない。

　シルファも首を振って返した。

　ふぅ、助かった。どうやら俺の正体はバレてないようだな。




「──アタシ、見たよ」

「ぶっ！」

　タオの言葉に思わず吹き出してしまう。

「どうかしましたか？　ロイド様」

「い、いや別に……」

　シルファに背中をさすられながら、何度もせき込む。

　まさか見られた？　俺はドキドキしながらタオの言葉に耳を傾ける。

「倒れたアタシたちを助けて、魔人を倒したのは──ロベルトよ」

「ぶっ！」

　思わずもう一度、吹き出した。

「ロイド様！」

　ゲホゲホせき込む俺の背中をシルファが心配そうに何度も撫でた。

「ロベルトと言うと……以前タオを助けた冒険者だったか？」

「うん、アタシが意識を失いかけ、もうだめかと思ったその時に颯さっ爽そうと登場したよ！　そして魔人と対峙し、湖の上ですっごい戦いを繰り広げたね。魔人の攻撃をものともせず、とんでもない魔術を撃ちこんであっさりと勝利したよ。流石はアタシと将来を誓い合った仲ね！」

　タオは顔を赤らめ、くねくねと腰をよじっている。

　まさかまだ気を失っていなかったとは……だが幸運なことにちょっと勘違いしているようで、正体がバレたわけではなさそうだ。

　ていうかといつの間に将来を誓い合ったのだろうか。全く記憶にないぞ。

「ふむ、……魔人を倒すとは相当名が知れた冒険者だろう。今度探して礼を言わなければな」

　いや、ロベルトなんて冒険者はいないんだが……まぁいいや。

　知らんぷりをしておこう。




「オン！　オン！」




　と、いきなり森の中から吠え声が聞こえてきた。

　茂みから飛び出してきたのは、真っ白な大型犬たちだ。

　犬の群れは俺にすり寄ってくる。

「わ、なんだお前たち！」

　ん、よく見ればこの犬たち、見た目はすっかり可愛らしくなっているがさっきのベアウルフだ。

　触れればわかるが、体内を巡る魔力の流れが同じなのである。

　成長や修行により魔力の過多は変われど、同一個体であればこの流れのパターンが違うのは基本的にありえない。

　一体何故こんなことになったんだろうか。

「魔獣は食らった魔力により姿や性格が変化しやす。ロイド様の魔力を浴びたから、こいつらもこんな姿になったんでしょう」

「オンッ！」

　グリモの言葉を肯定するように、犬が吠えた。

　その一匹が俺の前でちょこんと座ると、他の犬たちもそれに倣う。

　先頭の犬は俺をキラキラした目で見上げ、尻尾を振っている。

「どうやらこいつ、パズズが直接操っていた奴ですな。ロイド様を主あるじと認めたようですぜ」

「どうもそうみたいだな」

　とはいえ城に連れ帰るわけにもいかないよなぁ。可愛いけど魔獣だし。

　俺はそう思い、ちらりとシルファを見た。

「あらあら、この犬、ロイド様に随分懐いているようですね！」

　だがシルファは俺に懐いた犬を見て嬉しそうに微笑んでいる。

　あれ？　絶対連れ帰っちゃだめですとか言うと思ったのに、何故か好感触だ。

「何を不思議そうな顔をしているのですかロイド様。犬は忠義に厚く、戦士たちの良き相棒となる。それ故ラングリス家でも昔から沢山飼っております。ロイド様にもいつか犬を飼っていただこうと思っていましたが、良い機会です。この子は身体も丈夫そうだし、よろしければ飼われては如何でしょうか？」

　シルファの言葉にアルベルトも頷く。

「そうだね。犬は僕も好きだ。それに白い魔獣は縁起が良いと言われている。これほど懐いているなら、きっとロイドの良き友となってくれるだろう」

「オンッ！　オンオンッ！」

　そうしろと言わんばかりに何度も吠える犬。

　二人がいいって言うならいいか。

　魔獣に関しても色々研究したいことはあったしね。

　……あ、いや！　別にグロい事をするためじゃないからな。

「ロイド、その子に名前を付けてやるといい」

「名前、ですか……うーん、じゃあシロで」

「オンッ！」

　白いから、という安直な理由だけどシロは気に入ったようだ。

　撫でろとばかりに俺に頭を擦り付けてくる。

　俺が撫でてやると、シロは千切れんばかりに尻尾を振って喜びを表現していた。

　可愛い。




「それじゃあ皆、再見マタネ」

　街へ戻った俺たちは、タオと別れを告げた。

　ちなみにシロ以外のベアウルフたちは俺については来ず、森に残るらしい。

　恐らくまだ成長していない子供たちがいるのだろうとグリモが言っていた。

　シロに人を襲ったりさせるなよと言っておいたが、どこまで理解しているかは不明だ。

　まぁ俺の言ってる事はわかるっぽいし大丈夫だろう。多分。




「オンッ！」




　大丈夫だ、と言うように自信たっぶりに吠えるシロ。

　……ま、姿はどうみてもただの犬だしな。

　村人たちもむやみに怖がることはないか。

　ただこいつら、内包する魔力量が以前よりもずっと増えている気がするが……深く考えないようにしよう。




◇◇◇




　それから数日が経ち、俺は玉座の間へと呼び出された。

　アルベルトも一緒だ。

　いつもなら目が合うとウインクの一つでも寄越してきそうなものなのに、重々しい顔をしている。

　一体どうかしたのだろうか。

「おおアルベルト。そしてロイドよ。よくぞ参った」

　俺の心配をよそに、チャールズは俺たちを迎える。

「まずはアルベルトよ、魔獣討伐の任、よくぞ成功させた。……だが色々とトラブルがあったようだな。複数の魔獣と魔人に襲われ、被害がなかったのは運が良かったとしか言いようがあるまい。お前は第二王子の身だ。お前自身が優秀な魔術師であるのも知っておる。しかし近衛だけを連れて行くのは、些いささか軽率だったと言わざるを得ないだろうな」

「はっ、申し開きの余地もありません」

　チャールズの厳しい言葉に、アルベルトは頭を垂れたままだった。

　確かに、言われてみれば少し軽率だった気もする。

　魔人が出たのは計算外にしても、魔獣討伐はやはり危険が伴う行為だもんな。

　アルベルトも随分反省しているようだ。

「うむ、今後は慎むように。……そしてロイドよ」

「は、はいっ！」

　うっ、やはりお説教か。

　俺は緊張しながらチャールズの言葉を待つ。




「──よくやったな」




　だが予想に反し、俺に投げかけられた言葉は賞賛であった。

　思わず顔を上げると、チャールズは蓄えた髭の下に笑みを浮かべ、頷く。

「アルベルトから聞いたぞ。近衛たちに力を与え、魔獣に囲まれても果敢に立ち向かっていたと。その歳で大したものじゃ」

「はぁ……」

　てっきり俺も怒られるかと思ったのだが、拍子抜けである。

　チャールズはやや前のめりになり、言葉を続ける。

「お前の才能はシルファからもよく聞き及んでおる。剣術の腕もメキメキ上げておるようだな。与えられた課題に応じ、結果を出すというのは王として最も大事なことの一つじゃ。……どうだろう。少々異例だが、お前に次期王位継承権を与えようと思うのじゃが」

「な……っ!?」

　チャールズの言葉に俺は驚きの声を上げる。

　そんな事になればアルベルトらに混じって王になる為の勉強をしなければならなくなるし、他の王子たちと王位をめぐって争わねばならない。

　俺は気ままに魔術の研究をしたいのだ。

　次期王位継承権なんて真っ平御免である。




「王！」




　アルベルトが立ち上がる。

　反対してくれるのだろう。助かった。

　まだ十歳である俺に次期王位継承権を与えるなんて、幾ら何でも無茶な話である。

　ほっと胸を撫で下ろす。




「とても良い考えです。ロイドはきっとこの国を支える存在になる。王としての学びはその時きっと将来の役に立つ。ロイドとの王位争いは僕としても脅威ではありますが、相手がロイドなら負けてやむなし。むしろ競い合えたことを光栄にすら思います」




　と思ったらアルベルトまで賛成している。

　おいおいちょっと待て。

　俺は慌てて立ち上がる。

「ま、待ってください！　……身に余る光栄、感謝いたします。ですが自分はとてもこの国の王たる器ではありません。謹んで辞退申し上げます」

「む──」

　俺の言葉にチャールズは、少し考えて頷いた。

「……そうか、それは残念だ」

　ふぅ、よかった。なんとか断れたようである。

　いきなり王位継承権とか無茶苦茶だぜ。

　しかしやけにあっさり引き下がったな。

　まぁいいや、これで安心だ。

　俺は安堵の息を吐いた。

「なるほど、つまりロイドよ、お前の器はこの国だけで収まるものではない、と言いたいのだな？　確かにこの大陸は未だ平穏とは言えぬ。それを統一するような世界の覇王となると。……ふふ、我が息子ながら大きく出たものだ。そういう事ならその考え、尊重せねばなるまいて」

「この国では収まり切らない器……確かにそうだ。例えば世界を股にかけた大魔術師、ウィリアム＝ボルドー氏のような人物に育つかもしれない。その為には王としての教育より、もっと他にもっとやるべきことがあるのかもしれない」

　チャールズとアルベルトが何かブツブツ言っている。

　二人ともニヤニヤしてるけど大丈夫だろうか。




「ロイドよ！　ではこれからもしっかりと励むのじゃぞ！」

「期待しているぞ、ロイド」

「は、はい！」

　何だか二人がすごく期待を込めた目で見てくるが……ともあれ、何とか王位継承権は継がずに済んだようである。

　一安心だ。




◇◇◇




　あれから一週間が経った。

　基本的には俺の日々は殆ど変わらず、好きな事をやっていた。

　少し変わった点と言えば、アルベルトが頻繁に魔術の練習場へ誘ってくれるようになり、シルファの剣術ごっこの頻度とそのレベルが上がったくらいだろうか。

「アルベルト様、今からロイド様は剣術の稽古をなさるのです」

「それは先日もやっただろう。今日は魔術の練習をするのだよ」

「何をおっしゃいます。剣術です」

「いいや魔術だね」

　二人は火花を散らし睨み合っている。

　……ただ、時々俺を取り合っているのを見るので気が重い。

　しかもチャールズも最近何かと俺を呼び出して近況を聞こうとするし、風の噂ではタオもロベルトについて聞き回っているそうだ。

「モテモテっすな。ロイド様……ぐへへ、この調子で周りの評価が上がれば俺が身体を乗っ取った時に美味しい思いが出来るぜぇ……！」

「オンッ！」

　グリモがニヤニヤ笑い、シロが元気よく吠える。

　全く騒がしい事だ。

　俺はただ魔術を極めたいだけなんだけどな。




　──この世界には未だ、俺の見たことのない魔術が存在する。

　それを全部見たい。憶えたい。弄りたい。

　俺はまだ見ぬ魔術の深淵を望み、真っ青な空を見上げた。




　──魔術師として大切なものは、先ずは家柄。次に才能。そして最後に努力である。

　最後というのは言葉通り努力を努力として受け止める者にとってであり、楽しんでそれを積み重ねられる者にとっては、最後ではなく最大の力となりうる。




　……え？　それら全て持つ者がいたらって？

　あはは、それはぞっとしない話だねぇ。

　少なくとも私は戦いたくはないなぁ。

「……なーんて、あの野郎は言ってたっけか」

　グリモがぼそりと呟く。




「どうかしたか？　グリモ」

「いいえ何でも。あ、ジャンケンはシルファの姉御が勝ったようですぜ」

　見ればいつの間にか二人はジャンケンをしていたようで、勝利したシルファが駆けてくるのが見える。

「ロイド様ーっ！」

　嬉しそうに木刀を手に手を振ってくるシルファ。

　俺はため息を吐きながら、中庭へと向かうのだった。





あとがき







　ここまで読んでくださりありがとうございます。お疲れ様でした。

　折角のあとがきということなので、作品について少し語らせていただきます。




　第七王子に転生したけど気ままに魔術を極めます。……はい、タイトル通りの作品ですね。魔術大好きな王子が気ままに魔術を極めていくという作品です。




　魔術を通して色んなことをやらせてどんどん強くなっていく主人公ロイド君を見てもらいたいな、というのがコンセプトで、それと相性がよさそうな王侯貴族モノを書いてみようと思ったわけですね、はい。

　あまりそういった作品には触れてこなかったし、初めて触れるジャンルなので、色々とトンチキなところはあるかと思いますが、その辺はまぁ目め溢こぼししていただければな、と思います。

　もう一つの初の試みとしては、タオの存在でしょうか。

　中華キャラ、好きなんですよねー。

　でもあまり他作品では見かけないし、久しぶりのバトル作品なので思い切って入れてみました。

　変なキャラになったなと思いつつ、面白みもあるのでこれはこれで気に入っています。




　それと今作では何と書籍発売前にコミカライズが連載開始するというびっくりなことが！

　マガポケというアプリで連載しているので、まだ見ておられない方は是非是非。

　とても面白い出来になっていますよ。




　それでは最後になりましたが、これからもロイド君たちの活躍を楽しみにしていただければ嬉しいです。




　ではまた。
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本作品は、二〇二〇年六月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







転てん生せいしたら第だい七なな王おう子じだったので、気きままに魔ま術じゅつを極きわめます




二〇二〇年八月一日発行

謙けん虚きょなサークル

©Kenkyona Sa-kuru 2020


発行者　森田浩章

発行所　株式会社講談社

　　　　東京都文京区音羽二‐一二‐二一

　　　　〒112-8001






◎本電子書籍は、購入者個人の閲覧の目的のためにのみ、ファイルの閲覧が許諾されています。私的利用の範囲をこえる行為は著作権法上、禁じられています。
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